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A．経営学部履修要項（2009年度以降入学者）

【1】　経営学部（経営学科・マーケティング学科）の履修について

１．卒業要件 (1)卒業に必要な単位数について

　卒業資格を得るためには、下表に示す区分にしたがってその単位を修得しなければなりま

せん。ここに示す単位数は科目の種別ごとに要求される最低の単位数です。これが１単位で

も不足すると卒業は認められません。

卒業要件単位表（経営学科・マーケティング学科共通）

科　目　の　種　類 必選の別 必要単位

青山スタンダード科目

必修 12

26選択必修 8

選択 6

外国語科目 第一外国語科目 必修 12

専門科目

A群：専門基礎科目 必修 12

62

B群：基幹科目

選択必修 50
C群：経営学科専門科目

D群：マーケティング学科専門科目

E群：経営学関連科目

自　由　選　択　科　目 選択 28

総 計 128

(2)学位について

　経営学部に４年以上（ただし、８年を限度とします）在学し、卒業に必要な要件を満たし

た学生には、学位記を与え、学士（経営学）の学位を授与します。

２．最高履修制限単位 　各年次で履修できる単位の限度は次のとおりです。各年次ともこの単位を超えて履修する

ことはできません。なお、各年次においては、１科目以上の履修をしなければなりません。

第 1年次 第 2年次 第 3年次 第 4年次 合　計

44 44 46 50 184

注）　教育職員免許状および各種資格（司書教諭・司書・社会教育主事・学芸員）取得希望の

申請をしている学生で、教職課程科目（教職課程科目配置表参照）を履修する場合は、

上記制限単位を超えて履修できます。なお、教育職員免許状および司書教諭資格の取得

希望の申請は、2009年度入学の経営学科所属学生のみ可能です。2010年度以降入学者は、

教育職員免許状および司書教諭資格の取得希望の申請はできません。

３．進級条件 　２年次終了時に40単位（卒業要件単位）以上を修得しなければ３年次に進級できません。

なお、この修得単位には教職課程科目（2009年度入学の経営学科所属学生のみ履修可能）の

単位は含みません。

４．修得単位僅少者につ

いて

　入学後の１年間（休学期間を除きます）で修得単位が28単位に満たない学生には、修学の

意思を確認するとともに厳重注意を行います。更に入学後の２年間（休学期間を除きます）

経営学部（2009年度以降入学者）
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で修得単位が32単位に満たない学生は、成業の見込みのない学生として除籍されることがあ

りますので、どちらにも該当することのないよう注意してください。

５．授業科目履修に当た

っての注意

　相模原キャンパスで開講されている１・２年次配置科目については、履修計画をたて、相

模原キャンパスで確実に修得してください。該当科目が青山キャンパスに配置されていない

場合、３・４年次生であっても相模原キャンパスに通わなければなりません。

６．編入学者・転部者に

ついて

　編入学者・転部者には、入学時の学年の履修条件が適用されます。

（例）　2010年度２年次編入学者・転部者の場合……2009年度入学の一般学生と同じ履修条

件を適用します。

2010年度３年次編入学者の場合………………2008年度入学の一般学生と同じ履修条

件を適用します。

　注１）　編入学者・転部者は、編入学・転部してきた年度１年間に限り、授業科目の履修順

序を適用しません。

　注２）　２年次編入学者・転部者は、編入学・転部してきた年度１年間に限り、認定後の単

位数が34単位に満たない場合、その差分については最高履修制限単位を超過して履

修することができます。

３年次編入学者は、編入学してきた年度１年間に限り、認定後の単位数が68単位に

満たない場合、その差分については最高履修制限単位を超過して履修することがで

きます。

７．外国人留学生の外国

語科目の履修につい

て

　外国人留学生の外国語科目は、以下のとおり履修してください。

Ａ．第一外国語科目の履修方法（28ページ参照）

第一外国語科目の必要単位

必　修（12単位）

日本語初級A（２単位）、日本語初級B（２単位）、日本語初級C（２単位）

日本語中級A（２単位）、日本語中級B（２単位）

日本語上級（２単位）

Ｂ．言葉の技能〔領域 F〕（第二外国語科目）の履修方法（18～19ページ参照）

言葉の技能〔領域 F〕（第二外国語科目）の必要単位

必　修（４単位）

フランス語、ドイツ語、スペイン語、中国語、ロシア語、韓国語、英語のうちから

１外国語を履修してください。ただし、母語（第一言語）は第二外国語として履修

できません。

　注１）　入学手続時申請以外の第一外国語を履修することはできません。ただし、「メディア・

イングリッシュ」「スピーチ・クリニック」を修得した場合、その単位は自由選択科

目に算入されます。

　注２）　申請した第二外国語以外の言葉の技能〔領域 F〕科目の単位は、自由選択科目に算入

されます。ただし、母語（第一言語）は履修できません。

　注３）　本学入学以前に、高等学校あるいは海外などで既に学習したことのある学生が、そ

の学力を「Ⅰ修了者に準ずる」と認定された場合、Ⅱの科目で卒業に必要な単位に

充当することができます。詳細は、『学年初頭行事』を参照してください。

経営学部（2009年度以降入学者）
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【2】　青山スタンダード科目履修方法および配置表（2009年度入学者）

１．全学部に共通する教

養教育の理念・目標

　青山学院の教育方針は、キリスト教信仰にもとづく教育を基盤として、幅広く深い知識を

授けることにより、主体的な学習能力、着実な思考力、問題解決能力および総合的な判断力

を培い、愛と奉仕の精神をもってすべての人と社会とに対する責任を進んで果たす、人間性

豊かで国際性に富む人材を育成することです。

　本学の全学部に共通する教養教育は、この理念をうけて、「およそ青山学院大学の卒業生で

あれば、どの学部・学科を卒業したかに関わりなく、一定の水準の技能・能力と一定の範囲

の知識・教養を備えているという社会的評価を受けることを到達の目標とする。」として青山

スタンダード科目を開講しています。

２．履修方法 科　目　の　種　類 必選の別 必要単位

青
　
山
　
ス
　
タ
　
ン
　
ダ
　
ー
　
ド
　
科
　
目

1）教養コア キリスト教理解関連科目 必修 2

2）技能コア

言葉の技能
英語 ※ 1

第二外国語　※ 2　※ 3 必修 4

身体の技能 必修　※ 4 2

情報の技能 必修 2

3）テーマ別 キリスト教理解関連科目 必修 2

4）教養コア

人間理解関連科目

社会理解関連科目

自然理解関連科目

歴史理解関連科目

左記 4領域のうち 2領域

から「教養コア科目」を選択
選択必修 4

5）領域指定

人間理解関連科目

社会理解関連科目

自然理解関連科目

歴史理解関連科目

左記領域より 4）で選択し

なかった 2領域から各１

科目（２単位）ずつ選択。

（「教養コア科目」あるいは

「テーマ別科目」いずれも

可）

選択必修 4

フレッシャーズ・セミナー、ウェルカム・レクチャー、教養コア

科目、技能コア科目、テーマ別科目から選択。

（ 1）～5）で修得した科目は除く ）

選択 6

※１　言葉の技能・英語は、所属する学部（学科）が開講する科目を履修します。詳しくは、

所属する学部（学科）の外国語科目履修方法および配置表に関するページを参照して

ください。（英語スキルⅠ-１、Ⅰ-２を除く）

※２　第二外国語科目の中から１外国語を選択します（入学手続き時に申請されています）。

※３　第二外国語科目には、履修順序があります。

・「（第二外国語）Ⅰ（A）」「（第二外国語）Ⅰ（B）」について、それぞれ前期の単位が修

得できた者のみが後期の履修を認められます（日本語は除く）。

・「インテンシブ・（第二外国語）」「（第二外国語）Ⅱ」あるいは「（第二外国語）会話（Ⅰ）」

は、「（第二外国語）Ⅰ」の必要単位をすべて修得した者のみが履修を認められます。

・「（第二外国語）Ⅲ」は、「インテンシブ・（第二外国語）」あるいは「（第二外国語）Ⅱ」

の単位を修得した者のみが履修を認められます。

・「（第二外国語）会話（Ⅱ）」は、「（第二外国語）Ⅱ」あるいは「（第二外国語）会話（Ⅰ）」

の単位を修得した者のみが履修を認められます。

※４　教育人間科学部教育・経済・経営・総合文化政策・社会情報のみ必修です。

経営学部（2009年度以降入学者）
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　○　必要単位以上修得した場合は、卒業要件の中の自由選択科目に算入されます。

　○　第二外国語として修得した外国語以外の第二外国語科目を修得した単位は、卒業要件

の中の自由選択科目に算入されます（国際政治経済学部除く）。

　○　受講者数の著しく多い科目については、教室の収容人数、教育効果等を考慮して、

クラスの分割・抽選などの措置をとることがあります。

　○　総合文化政策学部生は、履修年次が３年次以上の青山キャンパス開講科目を２年次に

履修できる場合があります。詳細は時間割表等で確認してください。

経営学部（2009年度以降入学者）
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３．授業科目配置表 （太字は必修科目）

授　業　科　目 単位 配置
年次

開 講
キャンパス 備　　　　　考

フレッシャーズ・セミナー 2 1 相　　 １年生のみ

ウェルカム・レクチャー 2 1 相　　 2009年度以降入学者１年生のみ

教
　
養
　
コ
　
ア
　
科
　
目

（キリスト教理解関連科目）

キ リ ス ト 教 概 論 Ⅰ 2 1 相　　

（ 人 間 理 解 関 連 科 目 ）

自 己 理 解 （ 総 合 科 目 ）

自 己 理 解 （ 個 別 科 目 ）

2
2

1
1

相　　

相　　

（総合科目）：複数の教員による担当

（個別科目）：一人の教員による担当

（ 社 会 理 解 関 連 科 目 ）

現代社会の諸問題（総合科目）

現代社会の諸問題（個別科目）

2
2

1
1

相　　

相　　

（総合科目）：複数の教員による担当

（個別科目）：一人の教員による担当

（ 自 然 理 解 関 連 科 目 ）

科学・技術の視点（総合科目）

科学・技術の視点（個別科目）

2
2

1
1

相　　

相　　

（総合科目）：複数の教員による担当

（個別科目）：一人の教員による担当

（ 歴 史 理 解 関 連 科 目 ）

歴史と人間（総合科目）

歴史と人間（個別科目）

2
2

1
1

相　　

相　　

（総合科目）：複数の教員による担当

（個別科目）：一人の教員による担当

技
　
能
　
コ
　
ア
　
科
　
目

言
　
葉
　
の
　
技
　
能

日
本
語

英
語
・

英 語 ス キ ル Ⅰ - １ 1 1 相　　 2007年度以降入学者１年生のみ

英 語 ス キ ル Ⅰ - ２ 1 1 相　　 2007年度以降入学者１年生のみ

第
二
外
国
語

（第二外国語）Ⅰ(A)-1 1 1 相　　
（第二外国語）はフランス語（フラ

ンス文学科除く）、ドイツ語、スペ

イン語、中国語、ロシア語、韓国語

を指します。

（第二外国語）Ⅰ(A)-2 1 1 相　　

（第二外国語）Ⅰ(B)-1 1 1 相　　

（第二外国語）Ⅰ(B)-2 1 1 相　　

英 語 Ⅰ - 1 1 1 相　　 フランス文学科のみ選択可。それ

ぞれ週２回履修し、計４単位修得

してください。英 語 Ⅰ - 2 1 1 相　　

英 語 （ Ⅰ A ）- 1 1 1 相　　 外国人留学生のみ

英 語 （ Ⅰ A ）- 2 1 1 相　　 外国人留学生のみ

英 語 （ Ⅰ B ） - 1 1 1 相　　 外国人留学生のみ

英 語 （ Ⅰ B ） - 2 1 1 相　　 外国人留学生のみ

日 本 語 Ⅰ （ A ） 2 1 相　　 外国人留学生のみ

日 本 語 Ⅰ （ B ） 2 1 相　　 外国人留学生のみ

身体の

技能
健 康 ・ ス ポ ー ツ 演 習 2 1 相　　

教育人間科学部教育・経済・経営・

総合文化政策・社会情報のみ必修

情報の

技能
情 報 ス キ ル Ⅰ 2 1 相　　

テ
　
ー
　
マ
　
別
　
科
　
目

キ
リ
ス
ト
教
理
解
関
連
科
目
（
領
域
A
）

キ リ ス ト 教 概 論 Ⅱ 2 2・3 相・青
理工学部・社会情報学部は２年次

他は３年次配置

旧 約 聖 書 と 人 間 2 2・3・4 相　　

新 約 聖 書 と 人 間 2 3・4 　　青

キ リ ス ト 教 生 命 倫 理 2 3・4 　　青

キ リ ス ト 教 政 治 倫 理 2 3・4 　　青

キ リ ス ト 教 と 自 然 科 学 2 2・3・4 相　　

キ リ ス ト 教 環 境 倫 理 2 2・3・4 相　　

キ リ ス ト 教 音 楽 2 3・4 　　青
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キ
リ
ス
ト
教
理
解
関
連
科
目（
領
域
A
）

キ リ ス ト 教 美 術 2 3・4 　　青

メ ソ ジ ス ト 教 会 史 2 3・4 　　青

キ リ ス ト 教 教 育 2 3・4 閉講

世 界 の 諸 宗 教 2 2・3・4 相　　 旧称「比較宗教学」

現 代 神 学 2 3・4 　　青

キ リ ス ト 教 と 社 会 福 祉 2 3・4 閉講

聖書の中の女性たち（旧約） 2 3・4 　　青

旧称「聖書とフェミニズム」（2003
～2007年度）、「フェミニズムと聖
書」（2008年度）

聖書の中の女性たち（新約） 2 2・3・4 相　　 旧称「聖書の中の女性たち」

サービス・ラーニングⅠ 2 2・3・4 相　　

サービス・ラーニングⅡ 2 2・3・4 相　　

人
間
理
解
関
連
科
目
（
領
域
B
）

哲 学 A 2 2・3・4 相　　

哲 学 B 2 2・3・4 相　　

哲 学 の 諸 問 題 A 2 3・4 　　青

哲 学 の 諸 問 題 B 2 3・4 　　青

哲 学 の 諸 問 題 C 2 3・4 　　青

哲 学 の 諸 問 題 D 2 3・4 　　青

論 理 学 A 2 2・3・4 相　　

論 理 学 B 2 2・3・4 相　　

論 理 学 の 諸 問 題 A 2 3・4 　　青

論 理 学 の 諸 問 題 B 2 3・4 　　青

倫 理 学 A 2 2・3・4 相　　

倫 理 学 B 2 2・3・4 相　　

倫 理 学 の 諸 問 題 A 2 3・4 　　青

倫 理 学 の 諸 問 題 B 2 3・4 　　青

西 洋 倫 理 思 想 史 A 2 3・4 　　青

西 洋 倫 理 思 想 史 B 2 3・4 　　青

言 語 学 A 2 2・3・4 相　　

言 語 学 B 2 2・3・4 相　　

日 本 語 学 A 2 2・3・4 相　　

日 本 語 学 B 2 2・3・4 相　　

文 学 A 2 2・3・4 相　　

文 学 B 2 2・3・4 相　　

文 学 史 A 2 3・4 　　青

文 学 史 B 2 3・4 　　青

美 術 A 2 2・3・4 相　　

美 術 B 2 2・3・4 相　　

美 術 史 A 2 3・4 　　青

美 術 史 B 2 3・4 　　青

音 楽 A 2 2・3・4 相　　

音 楽 B 2 2・3・4 相　　

音 楽 史 A 2 3・4 　　青
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人
間
理
解
関
連
科
目
（
領
域
B
）

音 楽 史 B 2 3・4 　　青

文 化 人 類 学 A 2 2・3・4 相・青

文 化 人 類 学 B 2 2・3・4 相・青

比 較 文 化 A 2 2・3・4 相　　

比 較 文 化 B 2 2・3・4 相　　

比 較 文 化 の 諸 問 題 A 2 3・4 　　青

比 較 文 化 の 諸 問 題 B 2 3・4 　　青

心 理 学 A 2 2・3・4 相　　 心理学科除く

心 理 学 B 2 2・3・4 相　　 心理学科除く

教 育 学 A 2 2・3・4 相　　

教 育 学 B 2 2・3・4 相　　

平 和 を 考 え る A 2 3・4 　　青

平 和 を 考 え る B 2 3・4 　　青

人間関係とコミュニケーションA 2 2・3・4 相　　

人間関係とコミュニケーションB 2 2・3・4 相　　

文化とコミュニケーションA 2 2・3・4 相　　 国際政治経済学部除く

文化とコミュニケーションB 2 2・3・4 相　　 国際政治経済学部除く

社
会
理
解
関
連
科
目
（
領
域
C
）

法学（日本国憲法を含む） 4 2・3・4 相・青

法学部除く。

教員免許状取得申請者は、１年次

から履修できます。

日 本 の 法 と 社 会 A 2 3・4 　　青

日 本 の 法 と 社 会 B 2 3・4 　　青

国 際 政 治 経 済 学 A 2 2・3・4 相　　

国 際 政 治 経 済 学 B 2 2・3・4 相　　

国 際 関 係 概 論 A 2 2・3・4 相　　

国 際 関 係 概 論 B 2 2・3・4 相　　

社 会 学 A 2 2・3・4 相・青

社 会 学 B 2 2・3・4 相・青

現代社会と教育人間学 A 2 2・3・4 相　　

現代社会と教育人間学 B 2 2・3・4 相　　

経 済 学 A 2 2・3・4 相　　 経済学部除く

経 済 学 B 2 2・3・4 相　　 経済学部除く

情 報 社 会 科 学 A 2 2・3・4 相・青

情 報 社 会 科 学 B 2 2・3・4 相・青

情 報 社 会 論 2 3・4 　　青

社 会 情 報 論 2 3・4 　　青

人 口 問 題 A 2 2・3・4 相　　

人 口 問 題 B 2 2・3・4 相　　

フ ェ ミ ニ ズ ム A 2 3・4 　　青

フ ェ ミ ニ ズ ム B 2 3・4 　　青

民 族 問 題 A 2 3・4 　　青

民 族 問 題 B 2 3・4 　　青

マ ス メ デ ィ ア と 社 会 2 2・3・4 相　　

経営学部（2009年度以降入学者）

－ 22 －



テ
　
ー
　
マ
　
別
　
科
　
目

社
会
理
解
関
連
科
目
（
領
域
C
）

デ ー タ サ イ エ ン ス 2 2・3・4 相　　

福 祉 と 人 間 A 2 3・4 　　青

福 祉 と 人 間 B 2 3・4 　　青

国 際 ビ ジ ネ ス 入 門 A 2 2・3・4 相　　

国 際 ビ ジ ネ ス 入 門 B 2 2・3・4 相　　

感 性 ビ ジ ネ ス A
―ファッション産業のフロンティア―

2 2・3・4 相・青

感 性 ビ ジ ネ ス B
―ファッション産業のフロンティア―

2 2・3・4 相・青

感 性 ビ ジ ネ ス C
―ファッション・ビジネス戦略論―

2 3・4 　　青
ファッション産業人材育成機構

（IFI）寄附講座

感 性 ビ ジ ネ ス D
―ファッション・ビジネス戦略論―

2 3・4 　　青
ファッション産業人材育成機構

（IFI）寄附講座

バーソナル・マネー・マネジメント入門 2 3・4 　　青 三井生命寄附講座

企業のモノづくりと人づくりのリテラシー 2 2・3・4 相　　

国際ビジネスと海外事情A 2 3・4 　　青

国際ビジネスと海外事情B 2 3・4 　　青

グローバリゼーションとWTO 2 3・4 　　青

日 本 農 業 と W T O 2 3・4 　　青

環 境 問 題 と 社 会 2 3・4 　　青 NPO環境平和持続の会寄附講座

現 代 金 融 の 諸 問 題 2 3・4 　　青 金融青山会寄附講座

経済・金融とファイナンス 2 3・4 　　青 三菱 UFJ信託銀行㈱寄附講座

自
然
理
解
関
連
科
目
（
領
域
D
）

技 術 史 A 2 2・3・4 相　　

技 術 史 B 2 2・3・4 相　　

日 常 生 活 の 数 理 2 2・3・4 相　　

数 理 科 学 入 門 Ⅰ 2 2・3・4 相　　
理工学部・社会情報学部を除く

本年度休講

数 理 科 学 入 門 Ⅱ 2 2・3・4 相　　
理工学部・社会情報学部を除く

本年度休講

数 理 科 学 の 視 点 2 2・3・4 相　　

数 理 モ デ ル 2 2・3・4 相　　 本年度休講

自 然 科 学 概 論 A 2 2・3・4 相　　 本年度休講

自 然 科 学 概 論 B 2 2・3・4 相　　 本年度休講

文化としての科学・技術A 2 3・4 相・青

文化としての科学・技術B 2 3・4 相・青

現 代 物 理 2 2・3・4 相　　

ラ イ フ サ イ エ ン ス 2 2・3・4 相　　

ゲ ノ ム 2 2・3・4 相　　

生 物 と 地 球 環 境 2 3・4 　　青

地 球 環 境 保 全 2 3・4 　　青

バイオテクノロジーと生命倫理 2 3・4 　　青

地球観（自然と人の倫理） 2 2・3・4 相　　 本年度休講

生 命 と 地 球 の 歴 史 2 2・3・4 相　　 本年度休講

宇 宙 科 学 2 2・3・4 相　　
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自
然
理
解
関
連
科
目
（
領
域
D
）

野 鳥 の 生 態 2 2・3・4 相　　

鳥 類 と 生 物 多 様 性 2 2・3・4 相　　

植 物 生 態 学 2 2・3・4 相　　

メ カ ワ ー ル ド 2 2・3・4 相　　 理工学部除く

経 営 管 理 の 技 術 2 2・3・4 相　　 旧称「技術と経営」理工学部除く

先 端 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 2・3・4 相　　

環 境 科 学 A 2 2・3・4 相　　

環 境 科 学 B 2 2・3・4 相　　

自 然 地 理 学 A 2 2・3・4 相　　 本年度休講

自 然 地 理 学 B 2 2・3・4 相　　 本年度休講

科 学 史 2 2・3・4 相　　

生命と生態系（環境と生物） 2 2・3・4 相　　

生 命 の 連 続 （ 遺 伝 ） 2 2・3・4 相　　

か た ち の 科 学 2 2・3・4 相　　

自 然 史 2 2・3・4 相　　

自 然 観 の 変 遷 2 2・3・4 相　　

歴
史
理
解
関
連
科
目
（
領
域
E
）

青 山 学 院 大 学 の 歴 史 2 2・3・4 相・青

日 本 社 会 史 A 2 2・3・4 相　　

日 本 社 会 史 B 2 2・3・4 相　　

日 本 社 会 史 C 2 3・4 　　青

中 国 史 A 2 2・3・4 相　　

中 国 史 B 2 2・3・4 相　　

中 国 史 C 2 3・4 　　青

ヨ ー ロ ッ パ 史 A 2 2・3・4 相　　

ヨ ー ロ ッ パ 史 B 2 2・3・4 相　　

ヨ ー ロ ッ パ 史 C 2 3・4 　　青

現 代 史 A 2 2・3・4 相　　

現 代 史 B 2 2・3・4 相　　

現 代 史 C 2 2・3・4 相　　

現 代 史 D 2 2・3・4 相　　

考 古 学 A 2 2・3・4 相　　

考 古 学 B 2 2・3・4 相　　

科 学 思 想 史 A 2 2・3・4 相　　

科 学 思 想 史 B 2 2・3・4 相　　

言
葉
の
技
能
（
領
域
F
）

インテンシブ・（第二外国語）（A） 2 2・3・4 相　　
（第二外国語）はフランス語（フラ

ンス文学科除く）、ドイツ語、スペ

イン語、中国語、ロシア語、韓国語

を指します。

インテンシブ・（第二外国語）（B） 2 2・3・4 相　　

インテンシブ・（第二外国語）（C） 2 2・3・4 相　　

インテンシブ・（第二外国語）（D） 2 2・3・4 相　　

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅱ （ A ） 2 2・3・4 相　　

（第二外国語）はフランス語（フラ

ンス文学科除く）、ドイツ語、スペ

イン語、中国語を指します。

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅱ （ B ） 2 2・3・4 相　　

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅱ （ C ） 2 2・3・4 相　　

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅱ （ D ） 2 2・3・4 相　　
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（ 第 二 外 国 語 ） Ⅱ （ E ） 2 2・3・4 相　　

（第二外国語）はフランス語（フ

ランス文学科除く）、ドイツ語、

中国語を指します。

中 国 語 Ⅱ （ F ） 2 2・3・4 相　　

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅱ 2 2・3・4 相・青

（第二外国語）はフランス語（フ

ランス文学科除く）、ドイツ語、

スペイン語、中国語、ロシア語、

韓国語を指します。

英 語 Ⅱ 2 2・3・4 相　　 フランス文学科のみ

英 語 （ Ⅱ A ） 2 2・3・4 相　　 外国人留学生のみ

英 語 （ Ⅱ B ） 2 2・3・4 相　　 外国人留学生のみ、旧称「英語Ⅱ」

日 本 語 Ⅱ 2 2・3・4 相　　 外国人留学生のみ

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅲ 2 3・4 　　青

（第二外国語）はドイツ語、スペイ

ン語、中国語、ロシア語、韓国語を

指します。

フ ラ ン ス 語 Ⅲ （ A ） 2 3・4 　　青 フランス文学科除く

フ ラ ン ス 語 Ⅲ （ B ） 2 3・4 　　青 フランス文学科除く

英 語 Ⅲ 2 3・4 　　青 フランス文学科のみ

英 語 （ Ⅲ ） 2 3・4 　　青 外国人留学生のみ

日 本 語 Ⅲ 2 3・4 　　青 外国人留学生のみ

（第二外国語）会話（Ⅰ） 2 2・3・4 相・青

（第二外国語）はフランス語（フラ

ンス文学科除く）、ドイツ語、スペ

イン語、中国語、ロシア語、韓国語、

英語（フランス文学科のみ）を指し

ます。

（第二外国語）会話（Ⅱ） 2 3・4 　　青

（第二外国語）はフランス語（フラ

ンス文学科除く）、ドイツ語、スペ

イン語、中国語を指します。

日 本 語 （ Ⅰ ） A 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅰ ） B 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅰ ） C 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅰ ） D 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅱ ） A 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅱ ） B 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅱ ） C 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅱ ） D 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅲ ） A 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅲ ） B 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅲ ） C 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅲ ） D 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅳ ） A 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅳ ） B 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅳ ） C 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅳ ） D 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅴ ） A 1 3 　　青 交換留学生のみ
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日 本 語 （ Ⅴ ） B 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅴ ） C 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅴ ） D 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 事 情 （ Ⅰ ） 2 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 事 情 （ Ⅱ ） 2 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 事 情 （ Ⅲ ） 2 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 事 情 （ Ⅳ ） 2 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 事 情 （ Ⅴ ） 2 3 　　青 交換留学生のみ

アメリカ合衆国の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

アメリカ合衆国の社会と文化 B 2 2・3・4 相　　

英 語 圏 の 社 会 と 文 化 A 2 2・3・4 相　　 国際政治経済学部除く

英 語 圏 の 社 会 と 文 化 B 2 2・3・4 相　　

フランス語圏の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

フランス語圏の社会と文化 B 2 2・3・4 相　　

フランス語圏の社会と文化 C 2 3・4 　　青

ドイツ語圏の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

ドイツ語圏の社会と文化 B 2 2・3・4 相　　

ドイツ語圏の社会と文化 C 2 3・4 　　青

スペイン語圏の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

スペイン語圏の社会と文化 B 2 2・3・4 相　　

スペイン語圏の社会と文化 C 2 3・4 　　青

中国語圏の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

中国語圏の社会と文化 B 2 2・3・4 相　　

中国語圏の社会と文化 C 2 3・4 　　青

ロシア語圏の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

ロシア語圏の社会と文化 B 2 3・4 　　青

韓国・朝鮮の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

韓国・朝鮮の社会と文化 B 2 3・4 　　青

イスラム圏の社会と文化 A 2 3・4 　　青

イスラム圏の社会と文化 B 2 3・4 　　青

日 本 学 A 2 3・4 　　青 交換留学生・外国人留学生のみ

日 本 学 B 2 3・4 　　青 交換留学生・外国人留学生のみ

E n g l i s h  S t u d i e s  A 2 2・3・4 相　　

E n g l i s h  S t u d i e s  B 2 2・3・4 相　　

E n g l i s h  S t u d i e s  C 2 3・4 　　青

E n g l i s h  S t u d i e s  D 2 3・4 　　青 本年度休講

E n g l i s h  S t u d i e s  E 2 3・4 　　青 本年度休講

こ と ば の 研 究 A 2 2・3・4 相・青

こ と ば の 研 究 B 2 3・4 　　青

少数民族の社会と文化 A 2 3・4 　　青 本年度休講

少数民族の社会と文化 B 2 3・4 　　青

民 族 文 化 論 A 2 2・3・4 相　　
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民 族 文 化 論 B 2 2・3・4 相　　 本年度休講

身
体
の
技
能
（
領
域
G
）

健 康 医 学 2 2・3・4 相・青

身 体 の 仕 組 み と 病 気 A 2 2・3・4 相　　

身 体 の 仕 組 み と 病 気 B 2 2・3・4 相　　

ス ポ ー ツ 生 理 学 2 2・3・4 相　　

スポーツバイオメカニクス 2 2・3・4 相　　

ス ポ ー ツ 心 理 学 2 2・3・4 相　　

動 き の 人 間 学 2 2・3・4 相　　

医 療 社 会 学 2 2・3・4 相　　

ス ポ ー ツ 運 動 実 習 1 2・3・4 相・青

４回まで重複履修を認めます。

教員免許状取得申請者は、１年次

から履修できます。

アドバンストスポーツ実習 2 2・3・4 相　　

情
報
の
技
能
（
領
域
H
）

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 Ⅰ 2 2・3・4 相・青

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 Ⅱ 2 2・3・4 相・青

情 報 ス キ ル Ⅱ 2 2・3・4 相　　 本年度休講

e ラ ー ニ ン グ 入 門 2 2・3・4 相　　

インストラクショナルデザイン入門 2 2・3・4 相　　

教育システムのための IT入門 2 2・3・4 相　　

eラーニングの法的課題入門 2 2・3・4 相　　
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【3】　外国語科目

１．第一外国語科目履修

方法および配置表

(1)第一外国語科目の必要単位　　［　］内は単位数

　必　修（１２単位）

ジェネラル・リーディング［２］、ジェネラル・ライティング［２］

オーラル・コミュニケーション［２］

アカデミック・リーディング（A）［２］、アカデミック・リーディング（B）［２］

アドバンスト・イングリッシュ［２］

(2)第一外国語科目は、下表のように履修順序がありますので、計画的に履修するよう注意し

てください。

順

序

履修

年次
リーディング科目 ライティング科目 コミュニケーション科目

１ １年次 ジェネラル・リーディング ジェネラル・ライティング オーラル・コミュニケーション

２ ２年次
アカデミック・リーディング（A）

アカデミック・リーディング（B）
アカデミック・ライティング ビジネス・コミュニケーション

３ ３年次 アドバンスト・イングリッシュ

(3)第一外国語科目（選択科目）を修得した場合、その単位は自由選択科目に算入されます。

(4)再履修者のためのクラスが開講される場合は、再履修者は必ずそのクラスで受講しなけれ

ばなりません。

(5)他学部の第一外国語科目は履修できません。

(6)外国人留学生の履修方法は、17ページ「７．外国人留学生の外国語科目の履修について」

を参照してください。

(7)第一外国語科目配置表

（太字は必修科目）

授　業　科　目 単　位 履修年次 備　　　考

① ジェネラル・リーディング 2 1

② ジェネラル・ライティング 2 1

③ オーラル・コミュニケーション 2 1

④ アカデミック・リーディング（A） 2 2
①修得者のみ履修可能

⑤ アカデミック・リーディング（B） 2 2

アカデミック・ライティング 2 2 ②修得者のみ履修可能

ビジネス・コミュニケーション 2 2

⑥ アドバンスト・イングリッシュ 2 3 ①④⑤修得者のみ履修可能

メディア・イングリッシュ 2 3・4

スピーチ・クリニック 4 3・4

＜外国人留学生用＞

日本語初級A 2 1

日本語初級B 2 1

日本語初級C 2 1

日本語中級A 2 2

日本語中級B 2 2

日本語上級 2 3
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【4】　専門科目

１．専門科目履修方法お

よび配置表

＜２００９年度以降入学者＞

(1)専門基礎科目必要単位　　（　）内は単位数

・必　修（１２単位）…「専門基礎科目」

経営学基礎論（４）、商学基礎論（４）、会計学基礎論（４）

・選択必修（50単位）

「基幹科目」「経営学科専門科目」「マーケティング学科専門科目」「経営学関連科目」より

(2)専門科目配置表

（太字は必修科目）

授　業　科　目 単位 履修年次 備　　　　　考

（
Ａ
群
）

科
目
　
　

専
門
基
礎

経営学基礎論 ４ １

商学基礎論 ４ １

会計学基礎論 ４ １

基
幹
科
目（
Ｂ
群
）

マネジメント論Ⅰ 2 2

マネジメント論Ⅱ 2 2

事業戦略論Ⅰ 2 2

事業戦略論Ⅱ 2 2

マーケティング論 4 2

流通論 4 2

財務会計論 4 2

管理会計論 4 2

経営データ分析のための基礎解析入門Ⅰ 2 1・2 本年度休講

経営データ分析のための基礎解析入門Ⅱ 2 1・2 本年度休講

経営データ分析のための線形代数入門Ⅰ 2 1・2

経営データ分析のための線形代数入門Ⅱ 2 1・2

情報ネットワークリテラシ 2 1・2

経営情報Ⅰ 2 2 本年度休講

経営情報Ⅱ 2 2 本年度休講

ミクロ経済学基礎 4 1・2

ファイナンス基礎Ⅰ 2 1・2

ファイナンス基礎Ⅱ 2 1・2

ファイナンスⅠ 2 2

ファイナンスⅡ 2 2

国際文化理解Ⅰ 2 2

国際文化理解Ⅱ 2 2

国際コミュニケーション特講 2 1～4 集中（認定用）。本年度休講

経
営
学
科
専
門
科
目（
Ｃ
群
）

経営史Ⅰ 2 3・4

経営史Ⅱ 2 3・4

企業法務Ⅰ 2 3・4

企業法務Ⅱ 2 3・4

経営戦略論Ⅰ 2 3・4

経営戦略論Ⅱ 2 3・4

経営組織論Ⅰ 2 3・4

経営組織論Ⅱ 2 3・4

組織心理学Ⅰ 2 3・4

組織心理学Ⅱ 2 3・4

人材育成論Ⅰ 2 3・4

人材育成論Ⅱ 2 3・4

人的資源管理論Ⅰ 2 3・4

人的資源管理論Ⅱ 2 3・4

サプライチェーン・マネジメントⅠ 2 3・4

サプライチェーン・マネジメントⅡ 2 3・4
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経
営
学
科
専
門
科
目（
Ｃ
群
）

事業創造戦略Ⅰ 2 3・4

事業創造戦略Ⅱ 2 3・4

経営データ分析基礎Ⅰ 2 1・2

経営データ分析基礎Ⅱ 2 1・2

経営データ分析応用Ⅰ 2 3・4

経営データ分析応用Ⅱ 2 3・4

経営情報システム論Ⅰ 2 3・4

経営情報システム論Ⅱ 2 3・4

サイバービジネス実習Ⅰ 2 2

サイバービジネス実習Ⅱ 2 2

マネジメントサイエンスⅠ 2 3・4

マネジメントサイエンスⅡ 2 3・4

産業労働衛生論 2 3・4

医療経営論 2 3・4

戦略・マネジメント特論Ⅰ 2 3・4

戦略・マネジメント特論Ⅱ 2 3・4

戦略・マネジメント特論Ⅲ 2 3・4

戦略・マネジメント特論Ⅳ 2 3・4

簿記論Ⅰ 4 1・2 教職課程を履修する2009年
度入学経営学科所属学生のみ

簿記論Ⅱ 4 3・4

企業評価論Ⅰ 2 3・4

企業評価論Ⅱ 2 3・4

実証会計論Ⅰ 2 3・4

実証会計論Ⅱ 2 3・4

会計情報論Ⅰ 2 3・4

会計情報論Ⅱ 2 3・4

財務分析論Ⅰ 2 3・4

財務分析論Ⅱ 2 3・4

制度会計論Ⅰ 2 3・4

制度会計論Ⅱ 2 3・4

国際会計論Ⅰ 2 3・4

国際会計論Ⅱ 2 3・4

税務会計論Ⅰ 2 3・4

税務会計論Ⅱ 2 3・4

監査論Ⅰ 2 3・4

監査論Ⅱ 2 3・4

原価計算論 2 3・4

コストマネジメント 2 3・4

意思決定会計論 2 3・4

予算管理論 2 3・4

戦略管理会計Ⅰ 2 3・4

戦略管理会計Ⅱ 2 3・4

財務管理論Ⅰ 2 3・4

財務管理論Ⅱ 2 3・4

証券投資論Ⅰ 2 3・4

証券投資論Ⅱ 2 3・4 〈マーケティング学科　異名称同一科目〉

金融リスク・マネジメント論Ⅰ 2 3・4 リスク・マネジメント論Ⅰ

金融リスク・マネジメント論Ⅱ 2 3・4 リスク・マネジメント論Ⅱ

コーポレート・ファイナンスⅠ 2 3・4 金融市場論Ⅰ

コーポレート・ファイナンスⅡ 2 3・4 金融市場論Ⅱ

会計・ファイナンス特論Ⅰ 2 3・4

会計・ファイナンス特論Ⅱ 2 3・4

会計・ファイナンス特論Ⅲ 2 3・4

会計・ファイナンス特論Ⅳ 2 3・4

経営演習Ⅰ 8 3
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経営演習Ⅱ 8 4

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
専
門
科
目（
Ｄ
群
）

統合マーケティングコミュニケーション 2 3・4

広告論 4 3・4

メディア論 4 3・4

関係性マーケティング 2 3・4

ソーシャルマーケティング 2 3・4

文化創造マーケティングⅠ 2 3・4

文化創造マーケティングⅡ 2 3・4 本年度休講

消費者行動論 2 3・4

ブランド戦略論 2 3・4

マーケティングチャネル 2 3・4

サービスマーケティング 2 3・4

国際マーケティング 2 3・4

スポーツマネジメントⅠ 2 1・2

スポーツマネジメントⅡ 2 1・2

統合マーケティング特論Ⅰ 2 3・4

統合マーケティング特論Ⅱ 2 3・4

統合マーケティング特論Ⅲ 2 3・4

統合マーケティング特論Ⅳ 2 3・4

商業英語 4 3・4

商業英語論 4 3・4

貿易商務論 4 3・4

損害保険論 4 3・4

国際貿易論Ⅰ 2 3・4

国際貿易論Ⅱ 2 3・4

交通論 4 3・4

市場システム論 4 3・4 本年度休講

〈経営学科　異名称同一科目〉
金融リスク・マネジメント論Ⅰリスク・マネジメント論Ⅰ 2 3・4

リスク・マネジメント論Ⅱ 2 3・4 金融リスク・マネジメント論Ⅱ

金融市場論Ⅰ 2 3・4 コーポレート・ファイナンスⅠ

金融市場論Ⅱ 2 3・4 コーポレート・ファイナンスⅡ

現代日本産業史 4 3・4

社会情報ネットワーク論Ⅰ 2 3・4

社会情報ネットワーク論Ⅱ 2 3・4

流通情報システム論 2 3・4

流通政策Ⅰ 2 3・4 本年度休講

流通政策Ⅱ 2 3・4 本年度休講

市場システム特論Ⅰ 2 3・4

市場システム特論Ⅱ 2 3・4

市場システム特論Ⅲ 2 3・4

市場システム特論Ⅳ 2 3・4

イギリス文化論Ⅰ 2 3・4

イギリス文化論Ⅱ 2 3・4

英語圏社会・文化研究Ⅰ 2 3・4

英語圏社会・文化研究Ⅱ 2 3・4

ユダヤ文化とビジネスⅠ 2 3・4

ユダヤ文化とビジネスⅡ 2 3・4

韓国の経営文化Ⅰ 2 3・4

韓国の経営文化Ⅱ 2 3・4

アメリカ文化論Ⅰ 2 3・4

アメリカ文化論Ⅱ 2 3・4

世界の言語文化Ⅰ 2 3・4

世界の言語文化Ⅱ 2 3・4

国際ビジネス英語Ⅰ 2 1・2

国際ビジネス英語Ⅱ 2 1・2
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経営演習Ⅰ 8 3

経営演習Ⅱ 8 4

経
営
学
関
連
科
目（
Ｅ
群
）

経済原論 4 2

経済政策論 4 3・4

財政学 4 3・4

経済史概論 4 2

日本経済論 4 3・4

国際経済学 4 2

国際開発経済論Ⅰ 2 3・4

国際開発経済論Ⅱ 2 3・4

地域経済学 4 3・4

産業組織論 4 3・4

金融論 4 2

金融組織論 4 3・4

民法Ⅰ 4 3・4

民法Ⅱ 4 3・4

商法Ⅰ 4 3・4

商法Ⅱ 4 3・4

経済法 4 3・4

労働法 4 3・4

国際法 4 3・4

比較文化論Ⅰ 2 3・4

比較文化論Ⅱ 2 3・4

教
職
課
程

関
連
科
目

職業指導 4 3・4
2009年度入学経営学

科所属学生のみ。
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(3)経営演習の履修について

①　経営演習Ⅰの選考および履修について

ⅰ　２年次後期に申込・選考を実施します。募集に関する詳細は『AGU SEMINAR 

GUIDE』にて発表します。申込資格は現２年次生に限ります。

ⅱ　学生受入数については、各担当者12名程度と規定されています。

ⅲ　選考結果により履修できないこともあります。

ⅳ　選考の合格者は３年次において履修しなければなりません。

ⅴ　選考に合格した場合は、３年次に事前登録科目として自動的に履修登録されます。

ⅵ　担当者ごとに選考の基準が異なります。また、担当者によっては選考の際に所属学

科の学生を優先することがあります。

②　経営演習Ⅱの履修について

ⅰ　経営演習Ⅱは経営演習Ⅰの単位を修得済みの学生で、担当者の許可を得た場合に限

り、履修を許可します。なお、許可された場合は、事前登録されます。

ⅱ　履修を希望しない場合、必ず教務課に申し出てください。

ⅲ　履修した場合、必ず卒業論文を提出しなければなりません。

ⅳ　履修することによりこの科目は必修の扱いとなります。したがって単位の修得がで

きない場合、他の選択科目で卒業要件を満たすことはできません。

③　演習募集スケジュールについて

　　　

２年生 ３年生

４月 履修登録（事前登録）

５月

６月

７月 （下旬）スケジュール告知

８月

９月 （下旬）『AGU SEMINAR GUIDE』配布

10月

（初旬）オリエンテーション、個別ガイダンス

（中旬）第一次選考申込み

（下旬）第一次選考開始

11月
（中旬）第二次募集日程告知～申込み

（下旬）第二次選考開始

12月
（上旬）第三次募集日程告知～申込み

（中旬）第三次選考開始

１月

２月

３月
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(4)他学部学生の経営学専門科目の履修について

　経営学専門科目のうち、下記授業科目は、他学部学生は履修できません。

　

授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位

マネジメント論Ⅰ ２ 国際文化理解Ⅱ ２ スポーツマネジメントⅠ ２

マネジメント論Ⅱ ２ 国際コミュニケーション特講 ２ スポーツマネジメントⅡ ２

流通論 ４ サイバービジネス実習Ⅰ ２ 統合マーケティング特論Ⅰ ２

管理会計論 ４ サイバービジネス実習Ⅱ ２ 統合マーケティング特論Ⅱ ２

情報ネットワークリテラシ ２ 金融リスク・マネジメント論Ⅰ　※１ ２ 統合マーケティング特論Ⅲ ２

経営情報Ⅰ ２ 金融リスク・マネジメント論Ⅱ　※２ ２ 統合マーケティング特論Ⅳ ２

経営情報Ⅱ ２ コーポレート・ファイナンスⅠ　※３ ２ 国際ビジネス英語Ⅰ ２

ミクロ経済学基礎 ４ コーポレート・ファイナンスⅡ　※４ ２ 国際ビジネス英語Ⅱ ２

ファイナンス基礎Ⅰ ２ メディア論 ４ 経営演習Ⅰ ８

ファイナンス基礎Ⅱ ２ 関係性マーケティング ２ 経営演習Ⅱ ８

国際文化理解Ⅰ ２ ソーシャルマーケティング ２

　※１・２　マーケティング学科の異名称同一科目「リスク・マネジメント論Ⅰ／Ⅱ」は、

履修可能です。

　※３・４　マーケティング学科の異名称同一科目「金融市場論Ⅰ／Ⅱ」は、履修可能です。

(5)教職課程関連科目履修方法【2009年度入学経営学科所属学生のみ】

　教職課程関連科目は教職課程の一分野である「教科に関する科目」として開講する科目で

す。したがって、教育職員免許状取得希望の申請をしている学生以外は履修できません。履

修については、「Ⅹ．教職課程（教員免許状・各種資格）について」ならびに別冊の『教職課

程履修の手引（第一部）』を参照してください。なお、修得した単位は、自由選択科目に算入

されます。
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【5】　自由選択科目

自由選択科目の履修方法 選　択（２８単位）

　①　専門科目（専門基礎科目以外。基幹科目・経営学科専門科目・マーケティング学科専

門科目・経営学関連科目）、青山スタンダード科目から、それぞれの分野における卒業

に必要な単位を超えて修得した科目。

　②　他学部専門科目（他学部科目一覧表参照）

注１）　他学部の専門科目を履修する場合は、当該学部で制限を設けていない科目に限り

ます。

注２）　本学部に同一名称科目がある他学部専門科目は履修できません。

　③　「社会調査士」の資格取得について（2008年度以降入学者対象）

　　　経営学部生は、総合文化政策学部の所定科目（下表及び「他学部科目一覧表」参照）

の単位を修得し、資格認定を申請することで、大学卒業時に「社会調査士」の資格取得

が可能です。

　　　社会調査協会によると「社会調査士」は「調査企画から報告書作成までの社会調査の

全過程を体験することにより、調査方法や分析方法に関する基本的能力を有する者」と

されており、このような能力は、今後、行政・企業・NGO・NPO・研究機関などさまざ

まな社会的分野で高く評価されるようになると考えられています。この資格の取得を希

望する学生は、下表の総合文化政策学部の所定の専門科目６科目の単位を修得してくだ

さい。

　　　なお、修得した単位は、自由選択科目に算入されます。

　　社会調査士資格取得のためのカリキュラム

　　※Eと Fはどちらかひとつを選択してください。

標準カリキュラム 本学の対応授業科目

A 社会調査の基本的事項に関する科目 社会調査論Ⅰ

B 調査設計と実施方法に関する科目 社会調査論Ⅱ

C 基本的な資料とデータの分析に関する科目 社会調査法Ⅰ

D 社会調査に必要な統計学に関する科目 統計学

※ E 量的データ解析の方法に関する科目 社会統計学

※ F 質的な分析の方法に関する科目 社会調査法Ⅱ

G 社会調査の実習を中心とする科目 社会調査実習
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B．経営学部履修要項（2006～2008年度入学者）

【1】　経営学部の履修について

１．卒業要件 (1)卒業に必要な単位数について

　卒業資格を得るためには、下表に示す区分にしたがってその単位を修得しなければなりま

せん。ここに示す単位数は科目の種別ごとに要求される最低の単位数です。これが１単位で

も不足すると卒業は認められません。

科　目　の　種　別 必選の別
経営専門

コース

経営総合

コース

経
営
学
基
礎
科
目

専門基礎科目
必　　修 12 12

選　　択 6 6

外国語科目 第一外国語 必　　修 12 12

小 計 30 30

経
営
学
専
門
科
目

基幹科目 選択必修 4 4

経営専門コース科目 選択必修 8

経営総合コース科目

（関連科目を除く）
選択必修 8

基幹科目

経営専門コース科目

経営総合コース科目

選　　択 40 32

小 計 52 44

青山スタンダード科目

必　　修 12

選択必修 8

選　　択 6

小　　計 26

自由選択科目 選　　択 26 34

総 計 134 134

(2)学位について

　経営学部に４年以上（ただし、８年を限度とします）在学し、卒業に必要な要件を満たし

た学生には、学位記を与え、学士（経営学）の学位を授与します。

◎経営学部では、３年次から経営専門コースと経営総合コースに分かれます。手続きの詳細

については、「【３】経営学専門科目履修方法」を参照してください。

２．最高履修制限単位 　各年次で履修できる単位の限度は次のとおりです。各年次ともこの単位を超えて履修する

ことはできません。なお、各年次においては、１科目以上の履修をしなければなりません。

第 1年次 第 2年次 第 3年次 第 4年次 合　計

44 44 44 50 182

注）　教育職員免許状および各種資格（司書教諭・司書・社会教育主事・学芸員）取得希望の

申請をしている学生で、教職課程科目（教職課程科目配置表参照）を履修する場合は、

上記制限単位を超えて履修できます。
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３．進級条件 　２年次終了時に40単位（卒業要件単位）以上を修得しなければ３年次に進級できません。

なお、この修得単位には教職課程科目の単位は含みません。

４．修得単位僅少者につ

いて

　入学後の１年間（休学期間を除きます）で修得単位が28単位に満たない学生には、修学の

意思を確認するとともに厳重注意を行います。更に入学後の２年間（休学期間を除きます）

で修得単位が32単位に満たない学生は、成業の見込みのない学生として除籍されることがあ

りますので、どちらにも該当することのないよう注意してください。

５．授業科目履修に当た

っての注意

　相模原キャンパスで開講されている１・２年次配置科目については、履修計画をたて、相

模原キャンパスで確実に修得してください。該当科目が青山キャンパスに配置されていない

場合、３・４年次生であっても相模原キャンパスに通わなければなりません。

６．編入学者・転部者に

ついて

　編入学者・転部者には、入学時の学年の履修条件が適用されます。

（例）　2008年度２年次編入学者・転部者の場合……2007年度入学の一般学生と同じ履修条

件を適用します。

2008年度３年次編入学者の場合………………2006年度入学の一般学生と同じ履修条

件を適用します。

　注１）　編入学者・転部者は、編入学・転部してきた年度１年間に限り、授業科目の履修順

序を適用しません。

　注２）　２年次編入学者・転部者は、編入学・転部してきた年度１年間に限り、認定後の単

位数が34単位に満たない場合、その差分については最高履修制限単位を超過して履

修することができます。

３年次編入学者は、編入学してきた年度１年間に限り、認定後の単位数が68単位に

満たない場合、その差分については最高履修制限単位を超過して履修することがで

きます。

７．外国人留学生の外国

語科目の履修につい

て

　外国人留学生の外国語科目は、以下のとおり履修してください。

Ａ．第一外国語科目の履修方法（39ページ参照）

第一外国語科目の必要単位

必　修（12単位）

日本語初級A（２単位）、日本語初級B（２単位）、日本語初級C（２単位）

日本語中級A（２単位）、日本語中級B（２単位）

日本語上級（２単位）

Ｂ．言葉の技能〔領域 F〕（第二外国語科目）の履修方法（46～47ページ参照）

言葉の技能〔領域 F〕（第二外国語科目）の必要単位

必　修（４単位）

フランス語、ドイツ語、スペイン語、中国語、ロシア語、韓国語、英語のうちから

１外国語を履修してください。ただし、母語（第一言語）は第二外国語として履修

できません。

　注１）　入学手続時申請以外の第一外国語を履修することはできません。ただし、「メディア・

イングリッシュ」「スピーチ・クリニック」を修得した場合、その単位は自由選択科

目に算入されます。

　注２）　申請した第二外国語以外の言葉の技能〔領域 F〕科目の単位は、自由選択科目に算入

されます。ただし、母語（第一言語）は履修できません。

　注３）　本学入学以前に、高等学校あるいは海外などで既に学習したことのある学生が、そ

の学力を「Ⅰ修了者に準ずる」と認定された場合、Ⅱの科目で卒業に必要な単位に

充当することができます。詳細は、『学年初頭行事』を参照してください。

経営学部（2006～2008年度入学者）

－ 37 －



【2】　経営学基礎科目

１．専門基礎科目履修方

法および配置表

＜2006～2008年度入学者＞

(1)専門基礎科目必要単位　　（　）内は単位数

・必　修（12単位）

経営学基礎論（４）、商学基礎論（４）、会計学基礎論（４）

・選　択（６単位）

経営データ分析入門Ⅰ・Ⅱ（各４）、経営データ分析Ⅰ（４）、経営情報Ⅰ・Ⅱ（各２）、

情報ネットワークリテラシ（２）、経営実践基礎Ⅰ・Ⅱ（各２）、経営総合基礎Ⅰ～Ⅳ（各

２）、経営学文献講読（４）、ミクロ経済学基礎（４）、ファイナンス基礎（４）、ビジネ

ス・ライティングⅠ・Ⅱ（各２）、キャリア・ディベロップメントⅠ・Ⅱ（各２）、グロー

バル・インターンシップⅠ・Ⅱ（各２、認定用）のうちから、６単位を選択とします。

選択の必要単位を超えて修得した場合、その単位は自由選択科目に算入されます。

(2)専門基礎科目配置表

（太字は必修科目）

授　業　科　目 単　位 履修年次 備　　　考

経営学基礎論 4 1

商学基礎論 4 1

会計学基礎論 4 1

経営データ分析入門Ⅰ 4 1・2 ※　本年度休講

経営データ分析入門Ⅱ 4 1・2

経営データ分析Ⅰ 4 1・2

経営情報Ⅰ ２ 2 本年度休講

経営情報Ⅱ ２ 2 本年度休講

簿記論Ⅰ 4 1・2 教職課程履修者のみ

情報ネットワークリテラシ 2 1・2

経営実践基礎Ⅰ 2 1・2 本年度休講

経営実践基礎Ⅱ 2 1・2 本年度休講

経営総合基礎Ⅰ 2 1・2

経営総合基礎Ⅱ 2 1・2

経営総合基礎Ⅲ 2 1・2

経営総合基礎Ⅳ 2 1・2

経営学文献講読 4 1・2

ミクロ経済学基礎 4 1・2

ファイナンス基礎 4 1・2

ビジネス・ライティングⅠ 2 1・2 本年度休講

ビジネス・ライティングⅡ 2 1・2 本年度休講

キャリア・ディベロップメントⅠ 2 1・2 本年度休講

キャリア・ディベロップメントⅡ 2 3・4

グローバル・インターンシップⅠ 2 1～4 認定用。本年度休講

グローバル・インターンシップⅡ 2 3・4 認定用

※　「経営データ分析入門Ⅰ」は「経営数学（４単位）」の単位を修得した学生は履修できま

せん。
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２．第一外国語科目履修

方法および配置表

(1)第一外国語科目の必要単位　　（　）内は単位数

　必　修（12単位）

英語－ⅠA（２）、英語－ⅠB（２）、オーラル・イングリッシュⅠ（２）

英語－ⅡA（２）、英語－ⅡB（２）

英語－Ⅲ（２）

(2)第一外国語科目は、下表のように履修順序がありますので、計画的に履修するよう注意し

てください。

（太字は必修科目）

順

序

履修

年次
リーディング科目 ライティング科目 コミュニケーション科目

１ １年次 英語－ⅠA 英語－ⅠB オーラル・イングリッシュⅠ

２ ２年次
英語－ⅡA

英語－ⅡB
英語－ⅡC オーラル・イングリッシュⅡ

３ ３年次 英語－Ⅲ

(3)第一外国語選択科目を修得した場合、その単位は自由選択科目に算入されます。

(4)再履修者のためのクラスが開講される場合は、再履修者は必ずそのクラスで受講しなけれ

ばなりません。

(5)他学部の第一外国語科目は履修できません。

(6)外国人留学生の履修方法は、37ページ「７．外国人留学生の外国語科目の履修について」

を参照してください。

(7)第一外国語科目配置表

（太字は必修科目）

授　業　科　目 単　位 履修年次 備　　　考

英語－ⅠA 2 1

英語－ⅠB 2 1

オーラル・イングリッシュⅠ 2 1

英語－ⅡA 2 2

英語－ⅡB 2 2

英語－ⅡＣ 2 2

オーラル・イングリッシュⅡ 2 2

英語－Ⅲ 2 3

メディア・イングリッシュ 2 3・4

スピーチ・クリニック 4 3・4

＜外国人留学生用＞

日本語初級A 2 1

日本語初級B 2 1

日本語初級C 2 1

日本語中級A 2 2

日本語中級B 2 2

日本語上級 2 3
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【3】　経営学専門科目

１．経営学専門科目履修方法 (1)コース登録について

　２年次後期にコース（経営専門コース又は経営総合コース）の登録を行います。

　コース登録については、後期授業開始時に配布される『AGU SEMINAR GUIDE』で、内容

を確認後、経営専門コース又は経営総合コースのいずれかを選択してください。

　経営専門演習・経営総合演習の履修希望者は（４）－①を参照してください。

　経営専門演習・経営総合演習の履修を希望しない場合であっても、「コース登録期間」内で

コース登録を行ってください。

　日程など詳細は７月頃、「学生ポータル」で確認してください。

(2)経営学専門科目の必要単位

《経営専門コース》

　選択必修（12単位）

①　基幹科目から４単位を選択必修とします。

②　経営専門コース科目から８単位を選択必修とします。

　選　　択（40単位）

基幹科目・経営専門コース科目・経営総合コース科目から任意に選択します（選択必修

として修得した科目は除きます）。

注）　選択の必要単位を超えて修得した場合、その単位は自由選択科目に算入されます。

《経営総合コース》

　選択必修（12単位）

①　基幹科目から４単位を選択必修とします。

②　経営総合コース科目の総合講義・学際講義・経営総合演習から８単位を選択必修と

します。

　選　　択（32単位）

基幹科目・経営専門コース科目・経営総合コース科目から任意に選択します（選択必修

として修得した科目は除きます）。

注）　選択の必要単位を超えて修得した場合、その単位は自由選択科目に算入されます。

(3)総合講義ⅠおよびⅡの履修について

経営総合コースの学生は、「総合講義Ⅰ・総合講義Ⅱ」が３年次履修必修の事前登録科目

でしたが、2009年度より通常の選択科目に変更になりました。したがって、履修を希望

する学生は履修登録期間に、各自履修登録を行ってください。

(4)経営専門演習・経営総合演習について

①　経営専門演習Ⅰ・経営総合演習Ⅰの選考および履修について

ⅰ　２年次後期に申込・選考を実施します。募集に関する詳細は『AGU SEMINAR 

GUIDE』にて発表します。申込資格は現２年次生に限ります。

ⅱ　選考結果により履修できないこともあります。

ⅲ　選考の合格者は３年次において履修しなければなりません。

ⅳ　選考に合格した場合は、３年次に受講許可科目として自動的に履修登録されま

す。

なお、コースについては経営専門演習Ⅰ合格者は経営専門コース、経営総合演習Ⅰ合格

者は経営総合コースとなります。

②　経営専門演習Ⅱ・経営総合演習Ⅱの履修について

ⅰ　経営専門演習Ⅱは経営専門演習Ⅰ、経営総合演習Ⅱは経営総合演習Ⅰの単位を

修得済みの学生で、担当者の許可を得た場合に限り、履修を許可します。なお、

許可された場合は、事前登録されます。
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ⅱ　履修を希望しない場合、必ず教務課に申し出てください。

ⅲ　履修した場合、必ず卒業論文を提出しなければなりません。

ⅳ　履修することによりこの科目は必修の扱いとなります。したがって、単位の修

得ができない場合、他の選択科目で卒業要件を満たすことはできません。

③　演習募集スケジュールについて

　　　　

２年生 ３年生

４月 履修登録（事前登録）

５月

６月

７月 （下旬）スケジュール告知

８月

９月 （下旬）冊子『AGU SEMINAR GUIDE』配布

10月

（初旬）オリエンテーション、個別ガイダンス

（中旬）第一次選考申込み

（下旬）第一次選考開始

11月
（中旬）第二次募集日程告知～申込み

（下旬）第二次選考開始

12月
（上旬）第三次募集日程告知～申込み

（中旬）コース登録最終締め切り

１月

２月

３月

(5)卒業論文の提出について

提出日時：2011年１月12日（水）・13日（木）　教務課事務取扱時間

提 出 先：青山キャンパス教務課

①　提出日時に遅れた場合は、いかなる理由があろうとも一切受付けません。

②　提出後の訂正、変更はできません。

③　論文に使用する表紙、そのほか詳細については、指導教員の指示にしたがって作成

し、所定の表紙（購買会で販売）を貼付し必要事項を記入してください。表紙の記

入例は11月初旬に「学生ポータル」でお知らせします。

④　論文の返還を希望する学生は、直接指導教員に申し出て指導教員から返還を受けて

ください。ただし、返還されない場合もありますので、各自提出前にコピーを取っ

ておいてください。

(6)他コース学生の経営学専門科目の履修について

　①　経営学専門科目のうち、下記授業科目は、経営専門コース学生の履修を認めません。

　　　　　
授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位

経営総合演習Ⅰ 8 経営総合演習Ⅱ 8

　②　経営学専門科目のうち、下記授業科目は、経営総合コース学生の履修を認めません。

　　　　　
授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位

経営専門演習Ⅰ 8 経営専門演習Ⅱ 8

(7)他学部学生の経営学専門科目の履修について

　経営学専門科目のうち、下記授業科目は、他学部学生は履修できません。
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授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位

マネジメント論 4 流通論 4 管理会計論 4

経営史 4 サイバービジネス実習 4 総合講義Ⅰ 2

総合講義Ⅱ 2 総合講義Ⅳ 2 総合講義Ⅴ 2

経営専門演習Ⅰ 8 経営専門演習Ⅱ 8 経営総合演習Ⅰ 8

経営総合演習Ⅱ 8

(8)教職課程関連科目履修方法

　教職課程関連科目は教職課程の一分野である「教科に関する科目」として開講する科目で

す。したがって、教育職員免許状取得希望の申請をしている学生以外は履修できません。履

修については、「Ⅹ．教職課程（教員免許状・各種資格）について」ならびに別冊の『教職課

程履修の手引（第一部）』を参照してください。なお、修得した単位は、自由選択科目に算入

されます。

２．経営学専門科目配置表
授　業　科　目 単位

履修

年次
備　　　　　考

基
幹
科
目

マネジメント論 4 2

現代企業論 4 2

マーケティング論 4 2

流通論 4 2

管理会計論 4 2

財務会計論 4 2

経
営
専
門
コ
ー
ス
科
目

経
営
理
念

経営史

企業法務

4

4

3・4

3・4

経
営
行
動

経営戦略論 4 3・4

事業創造戦略 4 3・4 注１

経営組織論 4 3・4

組織心理学 4 3・4

人的資源管理論 4 3・4

事業戦略評価 4 3・4

サプライチェーン・マネジメント 4 3・4 旧称　物流情報管理

財務管理論 4 3・4

投資行動論 4 3・4

経
営
・
数
理
情
報

経営データ分析Ⅱ 4 3・4

経営情報システム論 4 3・4

インフォメーションマネジメントⅠ 4 3・4

インフォメーションマネジメントⅡ 4 3・4

サイバービジネス実習 4 2 注２

マネジメントサイエンスⅠ 2 3・4

マネジメントサイエンスⅡ 2 3・4

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

文化産業マーケティング論Ⅰ 2 3・4 注３

文化産業マーケティング論Ⅱ 2 3・4 注３　本年度休講

消費者行動論 2 3・4

製品戦略論 2 3・4

マーケティングチャネル論 2 3・4

統合マーケティングコミュニケーション論 2 3・4

サービスマーケティング論 2 3・4

国際マーケティング論 2 3・4

市場システム論 4 3・4 本年度休講
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商
業
・
市
場
シ
ス
テ
ム

金融市場論 4 3・4

リスク・マネジメント論 4 3・4

広告論 4 3・4

交通論 4 3・4

国際貿易論 4 3・4

貿易商務論 4 3・4

商業英語論 4 3・4

流通政策 4 3・4 本年度休講

シ
ス
テ
ム

会
計

簿記論Ⅱ

原価計算論

連結会計論

4

2

2

3・4

3・4

3・4

制
度
会
計

制度会計論 2 3・4 本年度休講

会計監査論 4 3・4

税務会計論 4 3・4

国際会計論 4 3・4

管
理
会
計
・
分
析

意思決定会計論

予算管理論

原価管理論

会計情報論

財務分析論

2

2

2

4

4

3・4

3・4

3・4

3・4

3・4

特
殊
講
義

経営学特殊講義Ⅰ 2 3・4

（人材育成論Ⅰ）

経営学特殊講義Ⅱ 2 3・4

（人材育成論Ⅱ）

商学特殊講義Ⅰ 2 3・4

（マーケティング・プロフェッショナル実践Ⅰ）

商学特殊講義Ⅱ 2 3・4

（マーケティング・プロフェッショナル実践Ⅱ）

会計学特殊講義Ⅰ 2 3・4

（企業評価論Ⅰ）

会計学特殊講義Ⅱ 2 3・4

（企業評価論Ⅱ）

会計学特殊講義Ⅲ 2 3・4 本年度休講

（国際会計論）

会計学特殊講義Ⅳ 2 3・4 本年度休講

（会計学文献研究）

門
演
習

経
営
専

経営専門演習Ⅰ 8 3のみ

経営専門演習Ⅱ 8 4のみ

経
営
総
合
コ
ー
ス
科
目

総
合
講
義

総合講義Ⅰ 2 3・4 「経営学専門科目履修方法」（3）参照

総合講義Ⅱ 2 3・4 「経営学専門科目履修方法」（3）参照

総合講義Ⅳ 2 3・4 野村證券（株）寄附講座

総合講義Ⅴ 2 3・4

（ベンチャー経営戦略論）

学
際
講
義

企業と社会ⅩⅩⅤ 2 3・4

（証券投資の基礎）

企業と社会ⅩⅩⅦ 2 3・4

（企業価値を創造する経営）

企業と社会ⅩⅩⅨ 2 3・4 本年度休講

（研究開発戦略の会計情報）

企業と社会ⅩⅩⅩ 2 3・4 本年度休講

（企業の価値創造力とイノベーションに関する知的資産）

企業と社会ⅩⅩⅩⅡ 2 3・4

（成熟化市場のマーケティング戦略）
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企業と社会ⅩⅩⅩⅢ 2 3・4

（社会対応のマーケティング戦略）

企業と社会ⅩⅩⅩⅤ 2 3・4

（統合マーケティングコミュニケーションの基礎）

企業と社会ⅩⅩⅩⅥ 2 3・4 本年度休講

（M&Aとコーポレート・ガバナンス）

企業と社会ⅩⅩⅩⅦ 2 3・4

（戦略と会計情報）

企業と社会ⅩⅩⅩⅧ 2 3・4 本年度休講

（戦略イノベーションと産業発展）

企業と社会ⅩⅩⅩⅨ 2 3・4

（M&Aとコーポレート・ガバナンスⅠ）

企業と社会ⅩＬ 2 3・4

（M&Aとコーポレート・ガバナンスⅡ）

企業と社会ⅩＬＩ 2 3・4

（リコールにともなうコスト問題）

技術と経営ⅩⅩⅤ 2 3・4

（経営データ分析の方法）

技術と経営ⅩⅩⅦ 2 3・4 旧称（経営とコミュニケーション）

（企業組織の情報化）

技術と経営ⅩⅩⅧ 2 3・4 旧称（経営とオフィス）

（IT革命と企業経営）

技術と経営ⅩⅩⅨ 2 3・4

（eラーニング総論）

技術と経営ⅩⅩⅩ 2 3・4 寄附講座

（eラーニングを支える ITと国際標準化戦略）

技術と経営ⅩⅩⅩⅠ 2 3・4

（eラーニングコース設計演習）

技術と経営ⅩⅩⅩⅡ 2 3・4

（オペレーションズ・マネジメント）

技術と経営ⅩⅩⅩⅢ 2 3・4

（イノベーションと組織）

技術と経営ⅩⅩⅩⅣ 2 3・4

（競争戦略論Ⅰ）

技術と経営ⅩⅩⅩⅤ 2 3・4

（競争戦略論Ⅱ）

経営組織と個人ＸⅢ 2 3・4

（組織行動論Ⅰ）

経営組織と個人ＸⅣ 2 3・4

（組織行動論Ⅱ）

経営と文化ⅩⅣ 2 3・4 寄附講座

（ショッピングセンター概論～まちづくりと SC経営）

合
演
習

経
営
総

経営総合演習Ⅰ 8 3のみ

経営総合演習Ⅱ 8 4のみ

関
連
科
目

経済原論 4 2

経済政策論 4 3・4

財政学 4 3・4

経済史概論 4 2

日本経済論 4 3・4

国際経済学 4 2

国際開発経済論Ⅰ 2 3・4

国際開発経済論Ⅱ 2 3・4

地域経済学 4 3・4

産業組織論 4 3・4

金融論 4 2 旧称　貨幣金融論　注４
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金融組織論 4 3・4 旧称　銀行論

民法Ⅰ 4 3・4

民法Ⅱ 4 3・4

商法Ⅰ 4 3・4

商法Ⅱ 4 3・4

経済法 4 3・4

労働法 4 3・4

国際法 4 3・4

比較文化論Ⅰ 2 3・4

比較文化論Ⅱ 2 3・4

関
連
科
目

教
職
課
程

職業指導 4 3・4

　

教職課程関連科目は、教育職員免許状取得希望の申請をしている学生以外は履修できません。

修得単位は自由選択科目に算入されます。

注１）　「事業創造戦略」は「事業創造論」および「経営理念論」の単位を修得した学生は履修

できません。

注２）　「サイバービジネス実習」は「サイバービジネス演習」の単位を修得した学生は履修で

きません。

注３）　「文化産業マーケティング論Ⅰ・Ⅱ」は「マーケティング原理」および「文化産業マー

ケティング論」の単位を修得した学生は履修できません。

注４）　「金融論」は、今年度は青山キャンパスでのみ開講します。
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【4】　青山スタンダード科目履修方法および配置表（2006～2008年度入学者）

１．全学部に共通する教

養教育の理念・目標

　青山学院の教育方針は、キリスト教信仰にもとづく教育を基盤として、幅広く深い知識を

授けることにより、主体的な学習能力、着実な思考力、問題解決能力および総合的な判断力

を培い、愛と奉仕の精神をもってすべての人と社会とに対する責任を進んで果たす、人間性

豊かで国際性に富む人材を育成することです。

　本学の全学部に共通する教養教育は、この理念をうけて、「およそ青山学院大学の卒業生で

あれば、どの学部・学科を卒業したかに関わりなく、一定の水準の技能・能力と一定の範囲

の知識・教養を備えているという社会的評価を受けることを到達の目標とする。」として、青

山スタンダード科目を開講しています。

２．履修方法 科　目　の　種　類 必選の別 必要単位

青
　
山
　
ス
　
タ
　
ン
　
ダ
　
ー
　
ド
　
科
　
目

1）教養コア キリスト教理解関連科目 必修 2

2）技能コア

言葉の技能
英語 ※ 1

第二外国語　※ 2　※ 3 必修 4

身体の技能 必修　※ 4 2

情報の技能 必修 2

3）テーマ別 キリスト教理解関連科目 必修 2

4）教養コア

人間理解関連科目

社会理解関連科目

自然理解関連科目

歴史理解関連科目

左記 4領域のうち 2領域

から「教養コア科目」を選択
選択必修 4

5）領域指定

人間理解関連科目

社会理解関連科目

自然理解関連科目

歴史理解関連科目

左記領域より 4）で選択し

なかった 2領域から各１

科目（２単位）ずつ選択。

（「教養コア科目」あるいは

「テーマ別科目」いずれも

可）

選択必修 4

フレッシャーズ・セミナー、教養コア科目、技能コア科目、テー

マ別科目から選択。

（ 1）～5）で修得した科目は除く ）

選択 6

※１　言葉の技能・英語は、所属する学部（学科）が開講する科目を履修します。詳しくは、

所属する学部（学科）の外国語科目履修方法および配置表に関するページを参照して

ください。（英語スキルⅠ-１、Ⅰ-２を除く）

※２　第二外国語科目の中から１外国語を選択します（入学手続き時に申請されています）。

※３　第二外国語科目には、履修順序があります。

・「（第二外国語）Ⅰ（A）」「（第二外国語）Ⅰ（B）」について、それぞれ前期の単位が修

得できた者のみが後期の履修を認められます（日本語は除く）。

・「インテンシブ・（第二外国語）」「（第二外国語）Ⅱ」あるいは「（第二外国語）会話（Ⅰ）」

は、「（第二外国語）Ⅰ」の必要単位をすべて修得した者のみが履修を認められます。

・「（第二外国語）Ⅲ」は、「インテンシブ・（第二外国語）」あるいは「（第二外国語）Ⅱ」

の単位を修得した者のみが履修を認められます。

・「（第二外国語）会話（Ⅱ）」は、「（第二外国語）Ⅱ」あるいは「（第二外国語）会話（Ⅰ）」

の単位を修得した者のみが履修を認められます。

※４　教育・経済・経営・総合文化政策・社会情報のみ必修です。
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　○　必要単位以上修得した場合は、卒業要件の中の自由選択科目に算入されます。

　○　第二外国語として修得した外国語以外の第二外国語科目を修得した単位は、卒業要件

の中の自由選択科目に算入されます（国際政治経済学部除く）。

　○　受講者数の著しく多い科目については、教室の収容人数、教育効果等を考慮して、

クラスの分割・抽選などの措置をとることがあります。

　○　総合文化政策学部生は、履修年次が３年次以上の青山キャンパス開講科目を２年次に

履修できる場合があります。詳細は時間割表等で確認してください。
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３．授業科目配置表 （太字は必修科目）

授　業　科　目 単位 配置
年次

開 講
キャンパス 備　　　　　考

フレッシャーズ・セミナー 2 1 相　　 １年生のみ

教
　
養
　
コ
　
ア
　
科
　
目

（キリスト教理解関連科目）

キ リ ス ト 教 概 論 Ⅰ 2 1 相　　

（ 人 間 理 解 関 連 科 目 ）

自 己 理 解 （ 総 合 科 目 ）

自 己 理 解 （ 個 別 科 目 ）

2
2

1
1

相　　

相　　

（総合科目）：複数の教員による担当

（個別科目）：一人の教員による担当

（ 社 会 理 解 関 連 科 目 ）

現代社会の諸問題（総合科目）

現代社会の諸問題（個別科目）

2
2

1
1

相　　

相　　

（総合科目）：複数の教員による担当

（個別科目）：一人の教員による担当

（ 自 然 理 解 関 連 科 目 ）

科学・技術の視点（総合科目）

科学・技術の視点（個別科目）

2
2

1
1

相　　

相　　

（総合科目）：複数の教員による担当

（個別科目）：一人の教員による担当

（ 歴 史 理 解 関 連 科 目 ）

歴史と人間（総合科目）

歴史と人間（個別科目）

2
2

1
1

相　　

相　　

（総合科目）：複数の教員による担当

（個別科目）：一人の教員による担当

技
　
能
　
コ
　
ア
　
科
　
目

言
　
葉
　
の
　
技
　
能

英
語
・
日
本
語

Essent ia l  Eng l i sh 2 1 相　　
2006年度入学者
法学部・理工学部のみ

英 語 ス キ ル Ⅰ - １ 1 1 相　　 2007年度以降入学者１年生のみ

英 語 ス キ ル Ⅰ - ２ 1 1 相　　 2007年度以降入学者１年生のみ

日 本 語 初 級 A 2 1 相　　

2006年度入学者
法学部・理工学部の

外国人留学生該当者のみ

第
二
外
国
語

（第二外国語）Ⅰ(A)-1 1 1 相　　
（第二外国語）はフランス語（フラ

ンス文学科除く）、ドイツ語、スペ

イン語、中国語、ロシア語、韓国語

を指します。

（第二外国語）Ⅰ(A)-2 1 1 相　　

（第二外国語）Ⅰ(B)-1 1 1 相　　

（第二外国語）Ⅰ(B)-2 1 1 相　　

英 語 Ⅰ - 1 1 1 相　　 フランス文学科のみ選択可。それ

ぞれ週２回履修し、計４単位修得

してください。英 語 Ⅰ - 2 1 1 相　　

英 語 （ Ⅰ A ）- 1 1 1 相　　 外国人留学生のみ

英 語 （ Ⅰ A ）- 2 1 1 相　　 外国人留学生のみ

英 語 （ Ⅰ B ） - 1 1 1 相　　 外国人留学生のみ

英 語 （ Ⅰ B ） - 2 1 1 相　　 外国人留学生のみ

日 本 語 Ⅰ （ A ） 2 1 相　　 外国人留学生のみ

日 本 語 Ⅰ （ B ） 2 1 相　　 外国人留学生のみ

身体の

技能
健 康 ・ ス ポ ー ツ 演 習 2 1 相　　

教育・経済・経営・総合文化政策・

社会情報のみ必修

情報の

技能
情 報 ス キ ル Ⅰ 2 1 相　　

テ
ー
マ
別
科
目

関
連
科
目
（
領
域
A
）

キ
リ
ス
ト
教
理
解

キ リ ス ト 教 概 論 Ⅱ 2 2・3 相・青
理工学部・社会情報学部は２年次

他は３年次配置

旧 約 聖 書 と 人 間 2 2・3・4 相　　

新 約 聖 書 と 人 間 2 3・4 　　青

キ リ ス ト 教 生 命 倫 理 2 3・4 　　青
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マ
　
別
　
科
　
目

キ
リ
ス
ト
教
理
解
関
連
科
目
（
領
域
A
）

キ リ ス ト 教 政 治 倫 理 2 3・4 　　青

キ リ ス ト 教 と 自 然 科 学 2 2・3・4 相　　

キ リ ス ト 教 環 境 倫 理 2 2・3・4 相　　

キ リ ス ト 教 音 楽 2 3・4 　　青

キ リ ス ト 教 美 術 2 3・4 　　青

メ ソ ジ ス ト 教 会 史 2 3・4 　　青

キ リ ス ト 教 教 育 2 3・4 閉講

世 界 の 諸 宗 教 2 2・3・4 相　　 旧称「比較宗教学」

現 代 神 学 2 3・4 　　青

キ リ ス ト 教 と 社 会 福 祉 2 3・4 閉講

聖書の中の女性たち（旧約） 2 3・4 　　青

旧称「聖書とフェミニズム」（2003
～2008年度）、「フェミニズムと聖
書」（2008年度）

聖書の中の女性たち（新約） 2 2・3・4 相　　 旧称「聖書の中の女性たち」

サービス・ラーニングⅠ 2 2・3・4 相　　

サービス・ラーニングⅡ 2 2・3・4 相　　

人
間
理
解
関
連
科
目
（
領
域
B
）

哲 学 A 2 2・3・4 相　　

哲 学 B 2 2・3・4 相　　

哲 学 の 諸 問 題 A 2 3・4 　　青

哲 学 の 諸 問 題 B 2 3・4 　　青

哲 学 の 諸 問 題 C 2 3・4 　　青

哲 学 の 諸 問 題 D 2 3・4 　　青

論 理 学 A 2 2・3・4 相　　

論 理 学 B 2 2・3・4 相　　

論 理 学 の 諸 問 題 A 2 3・4 　　青

論 理 学 の 諸 問 題 B 2 3・4 　　青

倫 理 学 A 2 2・3・4 相　　

倫 理 学 B 2 2・3・4 相　　

倫 理 学 の 諸 問 題 A 2 3・4 　　青

倫 理 学 の 諸 問 題 B 2 3・4 　　青

西 洋 倫 理 思 想 史 A 2 3・4 　　青

西 洋 倫 理 思 想 史 B 2 3・4 　　青

言 語 学 A 2 2・3・4 相　　

言 語 学 B 2 2・3・4 相　　

日 本 語 学 A 2 2・3・4 相　　

日 本 語 学 B 2 2・3・4 相　　

文 学 A 2 2・3・4 相　　

文 学 B 2 2・3・4 相　　

文 学 史 A 2 3・4 　　青

文 学 史 B 2 3・4 　　青

美 術 A 2 2・3・4 相　　

美 術 B 2 2・3・4 相　　

美 術 史 A 2 3・4 　　青
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別
　
科
　
目

人
間
理
解
関
連
科
目
（
領
域
B
）

美 術 史 B 2 3・4 　　青

音 楽 A 2 2・3・4 相　　

音 楽 B 2 2・3・4 相　　

音 楽 史 A 2 3・4 　　青

音 楽 史 B 2 3・4 　　青

文 化 人 類 学 A 2 2・3・4 相・青

文 化 人 類 学 B 2 2・3・4 相・青

比 較 文 化 A 2 2・3・4 相　　

比 較 文 化 B 2 2・3・4 相　　

比 較 文 化 の 諸 問 題 A 2 3・4 　　青

比 較 文 化 の 諸 問 題 B 2 3・4 　　青

心 理 学 A 2 2・3・4 相　　 心理学科除く

心 理 学 B 2 2・3・4 相　　 心理学科除く

教 育 学 A 2 2・3・4 相　　

教 育 学 B 2 2・3・4 相　　

平 和 を 考 え る A 2 3・4 　　青

平 和 を 考 え る B 2 3・4 　　青

人間関係とコミュニケーションA 2 2・3・4 相　　

人間関係とコミュニケーションB 2 2・3・4 相　　

文化とコミュニケーションA 2 2・3・4 相　　 国際政治経済学部除く

文化とコミュニケーションB 2 2・3・4 相　　 国際政治経済学部除く

社
会
理
解
関
連
科
目
（
領
域
C
）

法学（日本国憲法を含む） 4 2・3・4 相・青

法学部除く。

教員免許状取得申請者は、１年次

から履修できます。

日 本 の 法 と 社 会 A 2 3・4 　　青

日 本 の 法 と 社 会 B 2 3・4 　　青

国 際 政 治 経 済 学 A 2 2・3・4 相　　

国 際 政 治 経 済 学 B 2 2・3・4 相　　

国 際 関 係 概 論 A 2 2・3・4 相　　

国 際 関 係 概 論 B 2 2・3・4 相　　

社 会 学 A 2 2・3・4 相・青

社 会 学 B 2 2・3・4 相・青

社会学C（社会学による国際感覚） 2 3・4 閉講

社会学D（社会学による国際理解） 2 3・4 閉講

現代社会と教育人間学 A 2 2・3・4 相　　

現代社会と教育人間学 B 2 2・3・4 相　　

経 済 学 A 2 2・3・4 相　　 経済学部除く

経 済 学 B 2 2・3・4 相　　 経済学部除く

情 報 社 会 科 学 A 2 2・3・4 相・青

情 報 社 会 科 学 B 2 2・3・4 相・青

情 報 社 会 論 2 3・4 　　青

社 会 情 報 論 2 3・4 　　青

人 口 問 題 A 2 2・3・4 相　　
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社
会
理
解
関
連
科
目
（
領
域
C
）

人 口 問 題 B 2 2・3・4 相　　

フ ェ ミ ニ ズ ム A 2 3・4 　　青

フ ェ ミ ニ ズ ム B 2 3・4 　　青

民 族 問 題 A 2 3・4 　　青

民 族 問 題 B 2 3・4 　　青

マ ス メ デ ィ ア と 社 会 2 2・3・4 相　　

デ ー タ サ イ エ ン ス 2 2・3・4 相　　

福 祉 と 人 間 A 2 3・4 　　青

福 祉 と 人 間 B 2 3・4 　　青

国 際 ビ ジ ネ ス 入 門 A 2 2・3・4 相　　

国 際 ビ ジ ネ ス 入 門 B 2 2・3・4 相　　

感 性 ビ ジ ネ ス A
―ファッション産業のフロンティア―

2 2・3・4 相・青

感 性 ビ ジ ネ ス B
―ファッション産業のフロンティア―

2 2・3・4 相・青

感 性 ビ ジ ネ ス C
―ファッション・ビジネス戦略論―

2 3・4 　　青
ファッション産業人材育成機構

（IFI）寄附講座

感 性 ビ ジ ネ ス D
―ファッション・ビジネス戦略論―

2 3・4 　　青
ファッション産業人材育成機構

（IFI）寄附講座

バーソナル・マネー・マネジメント入門 2 3・4 　　青 三井生命寄附講座

企業のモノづくりと人づくりのリテラシー 2 2・3・4 相　　

国際ビジネスと海外事情A 2 3・4 　　青

国際ビジネスと海外事情B 2 3・4 　　青

グローバリゼーションとWTO 2 3・4 　　青

日 本 農 業 と W T O 2 3・4 　　青

環 境 問 題 と 社 会 2 3・4 　　青 NPO環境平和持続の会寄附講座

現 代 金 融 の 諸 問 題 2 3・4 　　青 金融青山会寄附講座

経済・金融とファイナンス 2 3・4 　　青 三菱 UFJ信託銀行㈱寄附講座

自
然
理
解
関
連
科
目
（
領
域
D
）

技 術 史 A 2 2・3・4 相　　

技 術 史 B 2 2・3・4 相　　

日 常 生 活 の 数 理 2 2・3・4 相　　

数 理 科 学 入 門 Ⅰ 2 2・3・4 相　　
理工学部・社会情報学部を除く

本年度休講

数 理 科 学 入 門 Ⅱ 2 2・3・4 相　　
理工学部・社会情報学部を除く

本年度休講

数 理 科 学 の 視 点 2 2・3・4 相　　

数 理 モ デ ル 2 2・3・4 相　　 本年度休講

自 然 科 学 概 論 A 2 2・3・4 相　　 本年度休講

自 然 科 学 概 論 B 2 2・3・4 相　　 本年度休講

文化としての科学・技術A 2 3・4 相・青

文化としての科学・技術B 2 3・4 相・青

現 代 物 理 2 2・3・4 相　　

ラ イ フ サ イ エ ン ス 2 2・3・4 相　　

ゲ ノ ム 2 2・3・4 相　　
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目

自
然
理
解
関
連
科
目
（
領
域
D
）

生 物 と 地 球 環 境 2 3・4 　　青

地 球 環 境 保 全 2 3・4 　　青

バイオテクノロジーと生命倫理 2 3・4 　　青

地球観（自然と人の倫理） 2 2・3・4 相　　 本年度休講

生 命 と 地 球 の 歴 史 2 2・3・4 相　　 本年度休講

宇 宙 科 学 2 2・3・4 相　　

野 鳥 の 生 態 2 2・3・4 相　　

鳥 類 と 生 物 多 様 性 2 2・3・4 相　　

植 物 生 態 学 2 2・3・4 相　　

メ カ ワ ー ル ド 2 2・3・4 相　　 理工学部除く

経 営 管 理 の 技 術 2 2・3・4 相　　 旧称「技術と経営」理工学部除く

先 端 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 2・3・4 相　　

環 境 科 学 A 2 2・3・4 相　　

環 境 科 学 B 2 2・3・4 相　　

自 然 地 理 学 A 2 2・3・4 相　　 本年度休講

自 然 地 理 学 B 2 2・3・4 相　　 本年度休講

科 学 史 2 2・3・4 相　　

生命と生態系（環境と生物） 2 2・3・4 相　　

生 命 の 連 続 （ 遺 伝 ） 2 2・3・4 相　　

か た ち の 科 学 2 2・3・4 相　　

自 然 史 2 2・3・4 相　　

自 然 観 の 変 遷 2 2・3・4 相　　

歴
史
理
解
関
連
科
目
（
領
域
E
）

青 山 学 院 大 学 の 歴 史 2 2・3・4 相・青

日 本 社 会 史 A 2 2・3・4 相　　

日 本 社 会 史 B 2 2・3・4 相　　

日 本 社 会 史 C 2 3・4 　　青

中 国 史 A 2 2・3・4 相　　

中 国 史 B 2 2・3・4 相　　

中 国 史 C 2 3・4 　　青

ヨ ー ロ ッ パ 史 A 2 2・3・4 相　　

ヨ ー ロ ッ パ 史 B 2 2・3・4 相　　

ヨ ー ロ ッ パ 史 C 2 3・4 　　青

現 代 史 A 2 2・3・4 相　　

現 代 史 B 2 2・3・4 相　　

現 代 史 C 2 2・3・4 相　　

現 代 史 D 2 2・3・4 相　　

考 古 学 A 2 2・3・4 相　　

考 古 学 B 2 2・3・4 相　　

科 学 思 想 史 A 2 2・3・4 相　　

科 学 思 想 史 B 2 2・3・4 相　　

人間形成の歴史 A（日本） 2 2・3・4 閉講

人間形成の歴史 B（日本） 2 2・3・4 閉講
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マ
　
別
　
科
　
目

人間形成の歴史 C（西洋） 2 3・4 閉講

人間形成の歴史 D（西洋） 2 3・4 閉講

言
葉
の
技
能
（
領
域
F
）

インテンシブ・（第二外国語）（A） 2 2・3・4 相　　
（第二外国語）はフランス語（フラ

ンス文学科除く）、ドイツ語、スペ

イン語、中国語、ロシア語、韓国語

を指します。

インテンシブ・（第二外国語）（B） 2 2・3・4 相　　

インテンシブ・（第二外国語）（C） 2 2・3・4 相　　

インテンシブ・（第二外国語）（D） 2 2・3・4 相　　

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅱ （ A ） 2 2・3・4 相　　
（第二外国語）はフランス語（フラ

ンス文学科除く）、ドイツ語、スペ

イン語、中国語を指します。

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅱ （ B ） 2 2・3・4 相　　

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅱ （ C ） 2 2・3・4 相　　

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅱ （ D ） 2 2・3・4 相　　

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅱ （ E ） 2 2・3・4 相　　

（第二外国語）はフランス語（フラ

ンス文学科除く）、ドイツ語、中国

語を指します。

中 国 語 Ⅱ （ F ） 2 2・3・4 相　　

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅱ 2 2・3・4 相・青

（第二外国語）はフランス語（フラ

ンス文学科除く）、ドイツ語、スペ

イン語、中国語、ロシア語、韓国語

を指します。

英 語 Ⅱ 2 2・3・4 相　　 フランス文学科のみ

英 語 （ Ⅱ A ） 2 2・3・4 相　　 外国人留学生のみ

英 語 （ Ⅱ B ） 2 2・3・4 相　　 外国人留学生のみ、旧称「英語Ⅱ」

日 本 語 Ⅱ 2 2・3・4 相　　 外国人留学生のみ

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅲ 2 3・4 　　青

（第二外国語）はドイツ語、スペイ

ン語、中国語、ロシア語、韓国語を

指します。

フ ラ ン ス 語 Ⅲ （ A ） 2 3・4 　　青 フランス文学科除く

フ ラ ン ス 語 Ⅲ （ B ） 2 3・4 　　青 フランス文学科除く

英 語 Ⅲ 2 3・4 　　青 フランス文学科のみ

英 語 （ Ⅲ ） 2 3・4 　　青 外国人留学生のみ

日 本 語 Ⅲ 2 3・4 　　青 外国人留学生のみ

（第二外国語）会話（Ⅰ） 2 2・3・4 相・青

（第二外国語）はフランス語（フラ

ンス文学科除く）、ドイツ語、スペ

イン語、中国語、ロシア語、韓国語、

英語（フランス文学科のみ）を指し

ます。

（第二外国語）会話（Ⅱ） 2 3・4 　　青

（第二外国語）はフランス語（フラ

ンス文学科除く）、ドイツ語、スペ

イン語、中国語を指します。

日 本 語 （ Ⅰ ） A 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅰ ） B 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅰ ） C 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅰ ） D 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅱ ） A 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅱ ） B 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅱ ） C 1 3 　　青 交換留学生のみ

経営学部（2006～2008年度入学者）

－ 53 －



テ
　
ー
　
マ
　
別
　
科
　
目

言
葉
の
技
能
（
領
域
F
）

日 本 語 （ Ⅱ ） D 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅲ ） A 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅲ ） B 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅲ ） C 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅲ ） D 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅳ ） A 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅳ ） B 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅳ ） C 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅳ ） D 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅴ ） A 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅴ ） B 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅴ ） C 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅴ ） D 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 事 情 （ Ⅰ ） 2 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 事 情 （ Ⅱ ） 2 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 事 情 （ Ⅲ ） 2 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 事 情 （ Ⅳ ） 2 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 事 情 （ Ⅴ ） 2 3 　　青 交換留学生のみ

アメリカ合衆国の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

アメリカ合衆国の社会と文化 B 2 2・3・4 相　　

英 語 圏 の 社 会 と 文 化 A 2 2・3・4 相　　 国際政治経済学部除く

英 語 圏 の 社 会 と 文 化 B 2 2・3・4 相　　

フランス語圏の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

フランス語圏の社会と文化 B 2 2・3・4 相　　

フランス語圏の社会と文化 C 2 3・4 　　青

ドイツ語圏の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

ドイツ語圏の社会と文化 B 2 2・3・4 相　　

ドイツ語圏の社会と文化 C 2 3・4 　　青

スペイン語圏の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

スペイン語圏の社会と文化 B 2 2・3・4 相　　

スペイン語圏の社会と文化 C 2 3・4 　　青

中国語圏の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

中国語圏の社会と文化 B 2 2・3・4 相　　

中国語圏の社会と文化 C 2 3・4 　　青

ロシア語圏の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

ロシア語圏の社会と文化 B 2 3・4 　　青

韓国・朝鮮の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

韓国・朝鮮の社会と文化 B 2 3・4 　　青

イスラム圏の社会と文化 A 2 3・4 　　青

イスラム圏の社会と文化 B 2 3・4 　　青

日 本 学 A 2 3・4 　　青 交換留学生・外国人留学生のみ

日 本 学 B 2 3・4 　　青 交換留学生・外国人留学生のみ
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E n g l i s h  S t u d i e s  A 2 2・3・4 相　　

E n g l i s h  S t u d i e s  B 2 2・3・4 相　　

E n g l i s h  S t u d i e s  C 2 3・4 　　青

E n g l i s h  S t u d i e s  D 2 3・4 　　青 本年度休講

E n g l i s h  S t u d i e s  E 2 3・4 　　青 本年度休講

こ と ば の 研 究 A 2 2・3・4 相　　

こ と ば の 研 究 B 2 3・4 　　青

少数民族の社会と文化 A 2 3・4 　　青 本年度休講

少数民族の社会と文化 B 2 3・4 　　青

民 族 文 化 論 A 2 2・3・4 相　　

民 族 文 化 論 B 2 2・3・4 相　　 本年度休講

身
体
の
技
能
（
領
域
G
）

健 康 医 学 2 2・3・4 相・青

身 体 の 仕 組 み と 病 気 A 2 2・3・4 相　　

身 体 の 仕 組 み と 病 気 B 2 2・3・4 相　　

ス ポ ー ツ 生 理 学 2 2・3・4 相　　

スポーツバイオメカニクス 2 2・3・4 相　　

ス ポ ー ツ 心 理 学 2 2・3・4 相　　

動 き の 人 間 学 2 2・3・4 相　　

医 療 社 会 学 2 2・3・4 相　　

ス ポ ー ツ 運 動 実 習 1 2・3・4 相・青

４回まで重複履修を認めます。

教員免許状取得申請者は、１年次

から履修できます。

アドバンストスポーツ実習 2 2・3・4 相　　

情
報
の
技
能
（
領
域
H
）

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 Ⅰ 2 2・3・4 相・青

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 Ⅱ 2 2・3・4 相・青

情 報 ス キ ル Ⅱ 2 2・3・4 相　　 本年度休講

e ラ ー ニ ン グ 入 門 2 2・3・4 相　　

インストラクショナルデザイン入門 2 2・3・4 相　　

教育システムのためのIT入門 2 2・3・4 相　　

eラーニングの法的課題入門 2 2・3・4 相　　
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【5】　自由選択科目

自由選択科目の履修方法 《経営専門コース》　選　択（26単位）

《経営総合コース》　選　択（34単位）

　①　経営学基礎科目、経営学専門科目、青山スタンダード科目から、それぞれの分野にお

ける卒業に必要な単位を超えて修得した科目。

　②　他学部専門科目（他学部科目一覧表参照）

注１）　他学部の専門科目を履修する場合は、当該学部で制限を設けていない科目に限り

ます。

注２）　本学部に同一名称科目がある他学部専門科目は履修できません。

　③　「社会調査士」の資格取得について（2008年度以降入学者対象）

　　　経営学部生は、総合文化政策学部の所定科目（下表及び「他学部科目一覧表」参照）

の単位を修得し、資格認定を申請することで、大学卒業時に「社会調査士」の資格取得

が可能です。

　　　社会調査協会によると「社会調査士」は「調査企画から報告書作成までの社会調査の

全過程を体験することにより、調査方法や分析方法に関する基本的能力を有する者」と

されており、このような能力は、今後、行政・企業・NGO・NPO・研究機関などさまざ

まな社会的分野で高く評価されるようになると考えられています。この資格の取得を希

望する学生は、下表の総合文化政策学部の所定の専門科目６科目の単位を修得してくだ

さい。

　　　なお、修得した単位は、自由選択科目に算入されます。

　　社会調査士資格取得のためのカリキュラム

　　※Eと Fはどちらかひとつを選択してください。

標準カリキュラム 本学の対応授業科目

A 社会調査の基本的事項に関する科目 社会調査論Ⅰ

B 調査設計と実施方法に関する科目 社会調査論Ⅱ

C 基本的な資料とデータの分析に関する科目 社会調査法Ⅰ

D 社会調査に必要な統計学に関する科目 統計学

※ E 量的データ解析の方法に関する科目 社会統計学

※ F 質的な分析の方法に関する科目 社会調査法Ⅱ

G 社会調査の実習を中心とする科目 社会調査実習
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C．経営学部履修要項（2003～2005年度入学者）

【1】　経営学部の履修について

１．卒業要件 (1)卒業に必要な単位数について

　卒業資格を得るためには、下表に示す区分にしたがってその単位を修得しなければなりま

せん。ここに示す単位数は科目の種別ごとに要求される最低の単位数です。これが１単位で

も不足すると卒業は認められません。

＜2004・2005年度入学者＞

科　目　の　種　別 必選の別
経営専門
コース

経営総合
コース

経
営
学
基
礎
科
目

専門基礎科目
必　　修 12 12

選　　択 6 6

外国語科目 第一外国語 必　　修 10 10

小 計 28 28

経
営
学
専
門
科
目 

基幹科目 選択必修 4 4

経営専門コース科目 選択必修 8

経営総合コース科目

（関連科目を除く）
選択必修 8

基幹科目

経営専門コース科目

経営総合コース科目

選　　択 40 32

小 計 52 44

青
山
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
科
目

コ
ア
科
目

教養コア

キリスト教理解関連科目〔領域A〕 必　　修 2 2

人間理解関連科目　〔領域B〕 選択必修 2 2

社会理解関連科目　〔領域C〕 選択必修 2 2

自然理解関連科目　〔領域D〕 選択必修 2 2

歴史理解関連科目　〔領域E〕 選択必修 2 2

技能コア

言葉の技能　〔領域 F〕 必　　修 6 6

身体の技能　〔領域G〕 必　　修 2 2

情報の技能　〔領域H〕 必　　修 2 2

テーマ別科目
〔領域A〕 必　　修 2 2

〔領域A〕～〔領域H〕 選択必修 6 6

小 計

必　　修 14 14

選択必修 14 14

計 28 28

自由選択科目 選　　択 26 34

総 計 134 134

◎経営学部では、３年次から経営専門コースと経営総合コースに分かれます。手続きの詳細

については、「【３】経営専門科目履修方法」を参照してください。
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＜2003年度入学者＞

科　目　の　種　別 必選の別
経営専門

コース

経営総合

コース

経
営
学
基
礎
科
目

専門基礎科目
必　　修 12 12

選　　択 10 10

外国語科目 第一外国語 必　　修 10 10

小 計 32 32

経
営
学
専
門
科
目

基幹科目 選択必修 4 4

経営専門コース科目 選択必修 8

経営総合コース科目

（関連科目を除く）
選択必修 8

基幹科目

経営専門コース科目

経営総合コース科目

選　　択 40 32

小 計 52 44

青
山
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
科
目

コ
ア
科
目

教養コア

キリスト教理解関連科目〔領域A〕 必　　修 2 2

人間理解関連科目　〔領域B〕 選択必修 2 2

社会理解関連科目　〔領域C〕 選択必修 2 2

自然理解関連科目　〔領域D〕 選択必修 2 2

歴史理解関連科目　〔領域E〕 選択必修 2 2

技能コア

言葉の技能　〔領域 F〕 必　　修 6 6

身体の技能　〔領域G〕 必　　修 2 2

情報の技能　〔領域H〕 必　　修 2 2

テーマ別科目
〔領域A〕 必　　修 2 2

〔領域A〕～〔領域H〕 選択必修 6 6

小 計

必　　修 14 14

選択必修 14 14

計 28 28

自由選択科目 選　　択 22 30

総 計 134 134

◎経営学部では、３年次から経営専門コースと経営総合コースに分かれます。手続きの詳細

については、「【３】経営専門科目履修方法」を参照してください。

(2)学位について

　経営学部に４年以上（ただし、８年を限度とします）在学し、卒業に必要な要件を満たし

た学生には、学位記を与え、学士（経営学）の学位を授与します。

２．最高履修制限単位 　各年次で履修できる単位の限度は次のとおりです。各年次ともこの単位を超えて履修する

ことはできません。なお、各年次においては、１科目以上の履修をしなければなりません。

第 1年次 第 2年次 第 3年次 第 4年次 合計

44 44 44 50 182

注）　教育職員免許状および各種資格（司書教諭・司書・社会教育主事・学芸員）取得希望の

申請をしている学生で、教職課程科目（教職課程科目配置表参照）を履修する場合は、

上記制限単位を超えて履修できます。
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３．進級条件 　２年次終了時に40単位（卒業要件単位）以上を修得しなければ３年次に進級できません。

なお、この修得単位には教職課程科目の単位は含みません。

４．修得単位僅少者について 　入学後の１年間（休学期間を除きます）で修得単位が28単位に満たない学生には、修学の

意思を確認するとともに厳重注意を行います。更に入学後の２年間（休学期間を除きます）

で修得単位が32単位に満たない学生は、 成業の見込みのない学生として除籍されることがあ

りますので、どちらにも該当することのないよう注意してください。

５．授業科目履修にあた

っての注意

　相模原キャンパスで開講されている１・２年次配置科目については、履修計画をたて、相

模原キャンパスで確実に修得してください。該当科目が青山キャンパスに配置されていない

場合、３・４年生であっても相模原キャンパスに通わなければなりません。

６．編入学者・転部者に

ついて

　編入学者・転部者には、入学時の学年の履修条件が適用されます。

（例）　2005年度２年次編入学者・転部者の場合……2004年度入学の一般学生と同じ履修条

件を適用します。

2005年度３年次編入学者の場合………………2003年度入学の一般学生と同じ履修条

件を適用します。

　注１）　編入学者・転部者は、編入学・転部してきた年度１年間に限り、授業科目の履修順

序を適用しません。

　注２）　２年次編入学者・転部者は、編入学・転部してきた年度１年間に限り、認定後の単

位数が34単位に満たない場合、その差分を最高履修制限単位を超過して履修するこ

とができます。

３年次編入学者は、編入学してきた年度１年間に限り、認定後の単位数が68単位に

満たない場合、その差分を最高履修制限単位を超過して履修することができます。

７．外国人留学生の外国

語科目の履修について

　外国人留学生は、以下のとおり外国語科目を履修してください。

　Ａ．青山スタンダード／技能コア／言葉の技能〔領域 F〕の履修方法（P.70参照）

必　修（２単位）

日本語初級A

　Ｂ．第一外国語科目の履修方法（62ページ参照）

第一外国語科目の必要単位

必　修（10単位）

日本語初級B（２単位）、日本語初級C（２単位）

日本語中級A（２単位）、日本語中級B（２単位）

日本語上級（２単位）

　Ｃ．言葉の技能〔領域 F〕（第二外国語科目）の履修方法（70ページ参照）

言葉の技能〔領域 F〕（第二外国語科目）の必要単位

必　修（４単位）

フランス語、ドイツ語、スペイン語、中国語、ロシア語、韓国語、英語のうちから１

外国語を履修してください。ただし、母語（第一言語）は第二外国語として履修でき

ません。

注１）　入学手続時申請以外の第一外国語を履修することはできません。ただし、「メディア・

イングリッシュ」「スピーチ・クリニック」を修得した場合、その単位は自由選択科目

に算入されます。

注２）　申請した第二外国語以外の言葉の技能〔領域 F〕科目の単位は、自由選択科目に算入さ

れます。ただし、母語（第一言語）は履修できません。

注３）　本学入学以前に、高等学校あるいは海外などで既に学習したことのある学生が、その

学力をⅠ修了者に準ずると認定された場合、Ⅱの科目で卒業に必要な単位に充当する

ことができます。詳細は、『学年初頭行事』を参照してください。
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【2】　経営学基礎科目

１．専門基礎科目履修方

法および配置表

＜2004～2005年度入学者＞

(1)専門基礎科目必要単位　（　）内は単位数

・必　修（12単位）

経営学基礎論（４）、商学基礎論（４）、会計学基礎論（４）

・選　択（６単位）

経営データ分析入門Ⅰ（４）、経営データ分析Ⅰ（４）、簿記論Ⅰ（４）、経営情報Ⅰ・Ⅱ

（各２）、情報ネットワークリテラシ（２）、経営実践基礎Ⅰ・Ⅱ（各２）、経営総合基礎

Ⅰ～Ⅳ（各２）、キャリア・ディベロップメントⅡ（２）のうちから、６単位を選択とし

ます。選択の必要単位を超えて修得した場合、その単位は自由選択科目に算入されます。

(2)専門基礎科目配置表

（太字は必修科目）

授　業　科　目 単　位 履修年次 備　　　考

経営学基礎論 4 1

商学基礎論 4 1

会計学基礎論 4 1

経営データ分析入門Ⅰ 4 1・2 ※　本年度休講

経営データ分析Ⅰ 4 1・2

経営情報Ⅰ 2 2 本年度休講

経営情報Ⅱ 2 2 本年度休講

簿記論Ⅰ 4 1・2

情報ネットワークリテラシ 2 1・2

経営実践基礎Ⅰ 2 1・2 本年度休講

経営実践基礎Ⅱ 2 1・2 本年度休講

経営総合基礎Ⅰ 2 1・2

経営総合基礎Ⅱ 2 1・2

経営総合基礎Ⅲ 2 1・2

経営総合基礎Ⅳ 2 1・2

キャリア・ディベロップメントⅡ 2 3・4

※　「経営データ分析入門Ⅰ」は「経営数学（４単位）」の単位を修得した学生は履修できま

せん。
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＜2003年度入学者＞

(1)専門基礎科目必要単位　（　）内は単位数

・必　修（12単位）

経営学基礎論（４）、商学基礎論（４）、会計学基礎論（４）

・選　択（10単位）

経営データ分析入門Ⅰ（４）、経営データ分析Ⅰ（４）、簿記論Ⅰ（４）、経営情報Ⅰ・Ⅱ

（各２）、情報ネットワークリテラシ（２）、法学（日本国憲法を含む）（４）、経済学 A・

B（各２）、社会学 A・B（各２）、心理学 A・B（各２）、政治学 A・B（各２）、経営実践

基礎Ⅰ・Ⅱ（各２）、経営総合基礎Ⅰ～Ⅳ（各２）、キャリア・ディベロップメントⅡ（２）

のうちから、10単位を選択とします。選択の必要単位を超えて修得した場合、その単位

は自由選択科目に算入されます。

(2)専門基礎科目配置表

（太字は必修科目）

授　業　科　目 単　位 履修年次 備　　　考

経営学基礎論 4 1

商学基礎論 4 1

会計学基礎論 4 1

経営データ分析入門Ⅰ 4 1・2 注 1　本年度休講

経営データ分析Ⅰ 4 1・2

経営情報Ⅰ 2 2 本年度休講

経営情報Ⅱ 2 2 本年度休講

簿記論Ⅰ 4 1・2

情報ネットワークリテラシ 2 1・2

法学（日本国憲法を含む） 4 3・4

経済学 A 2 1・2 注 2

経済学 B 2 1・2 注 2

社会学 A 2 1・2 注 3　青山キャンパスにも開講

社会学 B 2 1・2 注 3　　　　　　〃

心理学 A 2 1・2 注 4

心理学 B 2 1・2 注 4

政治学 A 2 1・2 （2006年度閉講）

政治学 B 2 1・2 （2006年度閉講）

経営実践基礎Ⅰ 2 1・2 本年度休講

経営実践基礎Ⅱ 2 1・2 本年度休講

経営総合基礎Ⅰ 2 1・2

経営総合基礎Ⅱ 2 1・2

経営総合基礎Ⅲ 2 1・2

経営総合基礎Ⅳ 2 1・2

キャリア・ディベロップメントⅡ 2 3・4

注１）　「経営データ分析入門Ⅰ」は「経営数学（４単位）」の単位を修得した学生は履修でき

ません。

注２）　「経済学 A」「経済学 B」は「経済学（４単位）」の単位を修得した学生は履修できませ

ん。

注３）　「社会学 A」「社会学 B」は「社会学（４単位）」の単位を修得した学生は履修できませ

ん。

注４）　「心理学 A」「心理学 B」は「心理学（４単位）」の単位を修得した学生は履修できませ

ん。
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２．第一外国語科目の履

修方法および配置表

(1)第一外国語科目の必要単位　（　）内は単位数

　必　修（10単位）

英語－ⅠA（2）、英語－ⅠB（2）

英語－ⅡA（2）、英語－ⅡB（2）

英語－Ⅲ（2）

(2)第一外国語科目は、下表のように履修順序がありますので、計画的に履修するよう注意し

てください。

（太字は必修科目）

順

序

履修

年次
リーディング科目 ライティング科目 コミュニケーション科目

１ １年次 英語－ⅠA 英語－ⅠB ※ Essential English

２ ２年次
英語－ⅡA

英語－ⅡB
英語－ⅡC オーラル・イングリッシュ

３ ３年次 英語－Ⅲ

※印科目は、青山スタンダード／技能コア／言葉の技能〔領域 F〕の科目

(3)第一外国語選択科目を修得した場合、その単位は自由選択科目に算入されます。

(4)再履修者のためのクラスが開講される場合は、再履修者は必ずそのクラスで受講しなけれ

ばなりません。

(5)他学部の第一外国語科目は履修できません。

(6)外国人留学生は、59ページ「７．外国人留学生の外国語科目の履修について」を参照して

ください。

(7)第一外国語科目配置表 （太字は必修科目）

授　業　科　目 単　位 履修年次 備　　　考

英語－ⅠA 2 1

英語－ⅠB 2 1

英語－ⅡA 2 2

英語－ⅡB 2 2

英語－ⅡC 2 2

オーラル・イングリッシュ 2 2

英語－Ⅲ 2 3

メディア・イングリッシュ 2 3・4

スピーチ・クリニック 4 3・4

＜外国人留学生用＞

日本語初級B 2 1

日本語初級C 2 1

日本語中級A 2 2

日本語中級B 2 2

日本語上級 2 3
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【3】　経営学専門科目

１．経営学専門科目履修方法 (1)コース登録について

　２年次後期にコース（経営専門コース又は経営総合コース）の登録を行います。

　コース登録については、後期授業開始時に配布される冊子『AGU SEMINAR GUIDE』で、

内容を確認後、経営専門コース又は経営総合コースのいずれかを選択してください。

　経営専門演習・経営総合演習の履修希望者は（４）－①を参照してください。

　経営専門演習・経営総合演習の履修を希望しない場合であっても、「コース登録期間」内で

コース登録を行ってください。

　日程など詳細は７月頃、「学生ポータル」で確認してください。

(2)経営学専門科目の必要単位

《経営専門コース》

　選択必修（12単位）

①　基幹科目から４単位を選択必修とします。

②　経営専門コース科目から８単位を選択必修とします。

　選　　択（40単位）

基幹科目・経営専門コース科目・経営総合コース科目から任意に選択します（選択必修

として修得した科目は除きます）。

注）　選択の必要単位を超えて修得した場合、その単位は自由選択科目に算入されます。

《経営総合コース》

　選択必修（12単位）

①　基幹科目から４単位を選択必修とします。

②　経営総合コース科目の総合講義・学際講義・経営総合演習から８単位を選択必修と

します。

　選　　択（32単位）

基幹科目・経営専門コース科目・経営総合コース科目から任意に選択します（選択必修

として修得した科目は除きます）。

注）　選択の必要単位を超えて修得した場合、その単位は自由選択科目に算入されます。

(3)総合講義ⅠおよびⅡの履修について

経営総合コースの学生は、「総合講義Ⅰ・総合講義Ⅱ」が３年次履修必修の事前登録科目

でしたが、2009年度より通常の選択科目に変更になりました。したがって、履修を希望す

る学生は履修登録期間に各自履修登録を行ってください。

(4)経営専門演習・経営総合演習について

①　経営専門演習Ⅰ・経営総合演習Ⅰの選考および履修について

ⅰ　２年次後期に申込・選考を実施します。募集に関する詳細は『AGU SEMINAR 

GUIDE』にて発表します。申込資格は現２年次生に限ります。

ⅱ　選考結果により履修できないこともあります。

ⅲ　選考の合格者は３年次において履修しなければなりません。

ⅳ　選考に合格した場合は、３年次に受講許可科目として自動的に履修登録されます。

なお、コースについては経営専門演習Ⅰ合格者は経営専門コース、経営総合演習

Ⅰ合格者は経営総合コースとなります。

②　経営専門演習Ⅱ・経営総合演習Ⅱの履修について

ⅰ　経営専門演習Ⅱは経営専門演習Ⅰ、経営総合演習Ⅱは経営総合演習Ⅰの単位を修

得済みの学生で、担当者の許可を得た場合に限り、履修を許可します。なお、許

可された場合は、事前登録されます。

ⅱ　履修を希望しない場合、必ず教務課に申し出てください。
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ⅲ　履修した場合、必ず卒業論文を提出しなければなりません。

ⅳ　履修することによりこの科目は必修の扱いとなります。したがって、単位の修得

ができない場合、他の選択科目で卒業要件を満たすことはできません。

③　演習募集スケジュールについて

　　　　

2年生 3年生

４月 履修登録（事前登録）

５月

６月

７月 （下旬）スケジュール告知

８月

９月 （下旬）冊子『AGU SEMINAR GUIDE』配布

10月

（初旬）オリエンテーション、個別ガイダンス

（中旬）第一次選考申込み

（下旬）第一次選考開始

11月
（中旬）第二次募集日程告知～申込み

（下旬）第二次選考開始

12月 （中旬）コース登録最終締め切り

１月

２月

３月
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(5)卒業論文の提出について

提出日時：2011年１月12日（水）・13日（木）　教務課事務取扱時間

提 出 先：青山キャンパス教務課

①　提出日時に遅れた場合は、いかなる理由があろうとも一切受付けません。

②　提出後の訂正、変更はできません。

③　論文に使用する表紙、そのほか詳細については、指導教員の指示にしたがって作成

し、所定の表紙（購買会で販売）を貼付し必要事項を記入してください。表紙の記

入例は11月初旬に「学生ポータル」でお知らせします。

④　論文の返還を希望する学生は、直接指導教員に申し出て指導教員から返還を受けて

ください。ただし、返還されない場合もありますので、各自提出前にコピーを取っ

ておいてください。

(6)他コース学生の経営学専門科目の履修について

①　経営学専門科目のうち、下記授業科目は、経営専門コース学生の履修を認めません。

授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位

経営総合演習Ⅰ 8 経営総合演習Ⅱ 8

②　経営学専門科目のうち、下記授業科目は、経営総合コース学生の履修を認めません。

授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位

経営専門演習Ⅰ 8 経営専門演習Ⅱ 8

(7)他学部学生の経営学専門科目の履修について

経営学専門科目のうち、下記授業科目は、他学部学生は履修できません。

　　

授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位

マネジメント論 4 流通論 4 管理会計論 4

経営史 4 サイバービジネス実習 4 総合講義Ⅰ 2

総合講義Ⅱ 2 総合講義Ⅳ 2 総合講義Ⅴ 2

経営専門演習Ⅰ 8 経営専門演習Ⅱ 8 経営総合演習Ⅰ 8

経営総合演習Ⅱ 8

(8)教職課程関連科目履修方法

　教職課程関連科目は教職課程の一分野である「教科に関する科目」として開講する科目で

す。したがって、教育職員免許状取得希望の申請をしている学生以外は履修できません。履

修については、「Ⅹ．教職課程（教員免許状・各種資格）について」ならびに別冊の『教職課

程履修の手引（第一部）』を参照してください。なお、修得した単位は、自由選択科目に算入

されます。
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２．経営学専門科目配置表 授　業　科　目 単位 履修年次 備　　　　　考

基
幹
科
目

マネジメント論 4 2

現代企業論 4 2

マーケティング論 4 2

流通論 4 2

管理会計論 4 2

財務会計論 4 2

経
営
専
門
コ
ー
ス
科
目

経
営
思
想

経営史 4 3・4

企業法務 4 3・4

経
営
行
動

経営戦略論 4 3・4

事業創造戦略 4 3・4 注１

経営組織論 4 3・4

組織心理学 4 3・4

人的資源管理論 4 3・4

事業戦略評価 4 3・4

サプライチェーン・マネジメント 4 3・4 旧称　物流情報管理

財務管理論 4 3・4

投資行動論 4 3・4

経
営
・
数
理
情
報

経営データ分析Ⅱ 4 3・4

経営情報システム論 4 3・4

インフォメーションマネジメントⅠ 4 3・4

インフォメーションマネジメントⅡ 4 3・4

サイバービジネス実習 4 2 注２

マネジメントサイエンスⅠ 2 3・4

マネジメントサイエンスⅡ 2 3・4

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

文化産業マーケティング論Ⅰ 2 3・4 注３

文化産業マーケティング論Ⅱ 2 3・4 注３　本年度休講

消費者行動論 2 3・4

製品戦略論 2 3・4

マーケティングチャネル論 2 3・4

統合マーケティングコミュニケーション論 2 3・4

サービスマーケティング論 2 3・4

国際マーケティング論 2 3・4

商
業
・
市
場
シ
ス
テ
ム

市場システム論 4 3・4 本年度休講

金融市場論 4 3・4

リスク・マネジメント論 4 3・4

広告論 4 3・4

交通論 4 3・4

国際貿易論 4 3・4

貿易商務論 4 3・4

商業英語論 4 3・4

流通政策 4 3・4 本年度休講

会
計
シ
ス
テ
ム

簿記論Ⅱ

原価計算論

連結会計論

4

2

2

3・4

3・4

3・4

制
度
会
計

制度会計論 2 3・4 本年度休講

会計監査論 4 3・4

税務会計論 4 3・4

国際会計論 4 3・4
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管
理
会
計
・
分
析

意思決定会計論 2 3・4

予算管理論 2 3・4

原価管理論 2 3・4

会計情報論 4 3・4

財務分析論 4 3・4

特
殊
講
義

経営学特殊講義Ⅰ 2 3・4
（人材育成論Ⅰ）

経営学特殊講義Ⅱ 2 3・4
（人材育成論Ⅱ）

商学特殊講義Ⅰ 2 3・4
（マーケティング・プロフェッショナル実践Ⅰ）

商学特殊講義Ⅱ 2 3・4
（マーケティング・プロフェッショナル実践Ⅱ）

会計学特殊講義Ⅰ 2 3・4
（企業評価論Ⅰ）

会計学特殊講義Ⅱ 2 3・4
（企業評価論Ⅱ）

会計学特殊講義Ⅲ 2 3・4 本年度休講

（国際会計論）

会計学特殊講義Ⅳ 2 3・4 本年度休講

（会計学文献研究）

門
演
習

経
営
専

経営専門演習Ⅰ 8 3のみ

経営専門演習Ⅱ 8 4のみ

経
営
総
合
コ
ー
ス
科
目

総
合
講
義

総合講義Ⅰ 2 3・4 「経営学専門科目履修方法」（3）参照

総合講義Ⅱ 2 3・4 「経営学専門科目履修方法」（3）参照

総合講義Ⅳ 2 3・4 野村證券（株）寄附講座

総合講義Ⅴ 2 3・4
（ベンチャー経営戦略論）

学
際
講
義

企業と社会ⅩⅩⅤ 2 3・4
（証券投資の基礎）

企業と社会ⅩⅩⅦ 2 3・4

（企業価値を創造する経営）

企業と社会ⅩⅩⅨ 2 3・4 本年度休講
（研究開発戦略の会計情報）

企業と社会ⅩⅩⅩ 2 3・4 本年度休講
（企業の価値創造力とイノベーションに関する知的資産）

企業と社会ⅩⅩⅩⅡ 2 3・4
（成熟化市場のマーケティング戦略）

企業と社会ⅩⅩⅩⅢ 2 3・4
（社会対応のマーケティング戦略）

企業と社会ⅩⅩⅩⅤ 2 3・4

（統合マーケティングコミュニケーションの基礎）

企業と社会ⅩⅩⅩⅥ 2 3・4 本年度休講

（M&Aとコーポレート・ガバナンス）

企業と社会ⅩⅩⅩⅦ 2 3・4

（戦略と会計情報）

企業と社会ⅩⅩⅩⅧ 2 3・4 本年度休講

（戦略イノベーションと産業発展）

企業と社会ⅩⅩⅩⅨ 2 3・4

（M&Aとコーポレート・ガバナンスⅠ）

企業と社会ⅩＬ 2 3・4

（M&Aとコーポレート・ガバナンスⅡ）

企業と社会ⅩＬＩ 2 3・4

（リコールにともなうコスト問題）

技術と経営ⅩⅩⅤ 2 3・4 本年度休講
（経営データ分析の方法）

技術と経営ⅩⅩⅦ 2 3・4 旧称（経営とコミュニケーション）
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（企業組織の情報化）

技術と経営ⅩⅩⅧ 2 3・4 旧称（経営とオフィス）
（IT革命と企業経営）

技術と経営ⅩⅩⅨ 2 3・4
（eラーニング総論）

技術と経営ⅩⅩⅩ 2 3・4 寄附講座
（eラーニングを支えるITと国際標準化戦略）

技術と経営ⅩⅩⅩⅠ 2 3・4
（eラーニングコース設計演習）

技術と経営ⅩⅩⅩⅡ 2 3・4
（オペレーションズ・マネジメント）

技術と経営ⅩⅩⅩⅢ 2 3・4
（イノベーションと組織）

技術と経営ⅩⅩⅩⅣ 2 3・4
（競争戦略論Ⅰ）

技術と経営ⅩⅩⅩⅤ 2 3・4
（競争戦略論Ⅱ）

経営組織と個人ＸⅢ 2 3・4
（組織行動論Ⅰ）

経営組織と個人ＸⅣ 2 3・4
（組織行動論Ⅱ）

経営と文化ⅩⅣ 2 3・4 寄附講座
（ショッピングセンター概論～まちづくりと SC経営）

合
演
習

経
営
総

経営総合演習Ⅰ 8 3のみ

経営総合演習Ⅱ 8 4のみ

関
連
科
目

経済原論 4 2

経済政策論 4 3・4

財政学 4 3・4

経済史概論 4 2

日本経済論 4 3・4

国際経済学 4 2

国際開発経済論Ⅰ 2 3・4

国際開発経済論Ⅱ 2 3・4

地域経済学 4 3・4

産業組織論 4 3・4

金融論 4 2 旧称　貨幣金融論　注４

金融組織論 4 3・4 旧称　銀行論

民法Ⅰ 4 3・4

民法Ⅱ 4 3・4

商法Ⅰ 4 3・4

商法Ⅱ 4 3・4

経済法 4 3・4

労働法 4 3・4

国際法 4 3・4

比較文化論Ⅰ 2 3・4

比較文化論Ⅱ 2 3・4

関
連
科
目

教
職
課
程

職業指導 4 3・4

　教職課程関連科目は、教育職員免許状取得希望の申請をしている学生以外は履修できませ

ん。修得単位は自由選択科目に算入されます。

注１）　「事業創造戦略」は「事業創造論」および「経営理念論」の単位を修得した学生は履修

できません。
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注２）　「サイバービジネス実習」は「サイバービジネス演習」の単位を修得した学生は履修で

きません。

注３）　「文化産業マーケティング論Ⅰ・Ⅱ」は「マーケティング原理」および「文化産業マー

ケティング論」の単位を修得した学生は履修できません。

注４）　「金融論」は、今年度は青山キャンパスでのみ開講します。
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【4】　青山スタンダード科目履修方法および配置表 （2003～2005年度入学者）

１．全学部に共通する教

養教育の理念・目標

　青山学院の教育方針は、キリスト教信仰にもとづく教育を基盤として、幅広く深い知識を

授けることにより、主体的な学習能力、着実な思考力、問題解決能力および総合的な判断力

を培い、愛と奉仕の精神をもってすべての人と社会とに対する責任を進んで果たす、人間性

豊かで国際性に富む人材を育成することです。

　本学の全学部に共通する教養教育は、この理念をうけて、「およそ青山学院大学の卒業生で

あれば、どの学部・学科を卒業したかに関わりなく、一定の水準の技能・能力と一定の範囲

の知識・教養を備えているという社会的評価を受けることを到達の目標とする。」として、青

山スタンダード科目を開講しています。

２．履修方法 科目の種別 授業科目 必要単位

フレッシャーズ・セミナー 自由

コ
　
ア
　
科
　
目

教
　
養
　
コ
　
ア

キリスト教理解関連科目（領域A） キリスト教概論Ⅰ 2

人間理解関連科目（領域B）
自己理解（総合科目）

自己理解（個別科目） ｝ 2

社会理解関連科目（領域C）
現代社会の諸問題（総合科目）

現代社会の諸問題（個別科目） ｝ 2

自然理解関連科目（領域D）
科学・技術の視点（総合科目）

科学・技術の視点（個別科目） ｝ 2

歴史理解関連科目（領域E）
歴史と人間（総合科目）

歴史と人間（個別科目） ｝ 2

技
　
能
　
コ
　
ア

言葉の技能（領域 F）
英語　※ 1 2

第二外国語　※ 2　※ 3 4

身体の技能（領域G） 健康・スポーツ演習　※ 4 2

情報の技能（領域H） 情報スキルⅠ 2

テーマ

別科目

キリスト教理解関連科目（領域A） キリスト教概論Ⅱ 2

（領域A）～（領域H）　※ 5 6

※１　英米文学科、フランス文学科を除きます。

※２　第二外国語科目の中から１外国語を選択します（入学手続き時に申請されています）。

※３　第二外国語科目には、履修順序があります。

　・2004年度以降入学生は、「（第二外国語）Ⅰ（A）」「（第二外国語）Ⅰ（B）」について、そ

れぞれ前期の単位が修得できた者のみが後期の履修を認められます（日本語は除く）。

　・「（第二外国語）Ⅱ」あるいは「（第二外国語）会話（Ⅰ）」は、「（第二外国語）Ⅰ」の必

要単位をすべて修得した者のみが履修を認められます。

　・「（第二外国語）Ⅲ」は、「（第二外国語）Ⅱ」の単位を修得した者のみが履修を認められ

ます。

　・「（第二外国語）会話（Ⅱ）」は、「（第二外国語）Ⅱ」あるいは「（第二外国語）会話（Ⅰ）」

の単位を修得した者のみが履修を認められます。

※４　教育・経済・経営のみ必修です。

※５　６単位以上修得した場合は、卒業要件の中の自由選択科目に算入されます。

○フレッシャーズ・セミナー、健康・スポーツ演習（教育・経済・経営除く）、第二外国語と

して修得した外国語以外の第二外国語科目を修得した単位は、卒業要件の中の自由選択科

目に算入されます（日本文学科・国際政治経済学部除く）。

○受講者数の著しく多い科目については、教室の収容人数、教育効果等を考慮して、クラス

の分割・抽選などの措置をとることがあります。
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３．授業科目配置表 （太字は必修科目）

授　業　科　目 単位 配置
年次

開 講
キャンパス 備　　　　　考

フレッシャーズ・セミナー 2 1 相　　 １年生のみ

教
　
養
　
コ
　
ア
　
科
　
目

（キリスト教理解関連科目）

キ リ ス ト 教 概 論 Ⅰ 2 1 相　　

（ 人 間 理 解 関 連 科 目 ）

自 己 理 解 （ 総 合 科 目 ）

自 己 理 解 （ 個 別 科 目 ）

2

2

1

1

相　　

相　　

（総合科目）：複数の教員による担当

（個別科目）：一人の教員による担当

（ 社 会 理 解 関 連 科 目 ）

現代社会の諸問題（総合科目）

現代社会の諸問題（個別科目）

2

2

1

1

相　　

相　　

（総合科目）：複数の教員による担当

（個別科目）：一人の教員による担当

（ 自 然 理 解 関 連 科 目 ）

科学・技術の視点（総合科目）

科学・技術の視点（個別科目）

2

2

1

1

相　　

相　　

（総合科目）：複数の教員による担当

（個別科目）：一人の教員による担当

（ 歴 史 理 解 関 連 科 目 ）

歴史と人間（総合科目）

歴史と人間（個別科目）

2

2

1

1

相　　

相　　

（総合科目）：複数の教員による担当

（個別科目）：一人の教員による担当

技
　
　
　
能
　
　
　
コ
　
　
　
ア
　
　
　
科
　
　
　
目

言
　
　
葉
　
　
の
　
　
技
　
　
能

英
語
・
日
本
語

Essent ia l  Eng l i sh 2 1 相　　 英米文・フランス文・国際政治経済除く

Essential EnglishⅠ 1 1 相　　 国際政治経済学部のみ

Essential EnglishⅡ 1 1 相　　 国際政治経済学部のみ

日 本 語 初 級 A 2 1 相　　 外国人留学生該当者のみ

第
二
外
国
語
（
２
０
０
４
・
２
０
０
５
年
度
入
学
生
）

（第二外国語）Ⅰ(A)-1 1 1 相　　
（第二外国語）は

フランス語（フランス文学科除

く）、ドイツ語、スペイン語、中国

語、ロシア語、韓国語を指す。

（第二外国語）Ⅰ(A)-2 1 1 相　　

（第二外国語）Ⅰ(B)-1 1 1 相　　

（第二外国語）Ⅰ(B)-2 1 1 相　　

英 語 Ⅰ - 1 1 1 相　　 フランス文学科のみ選択可。それ

ぞれ週２回履修し、計４単位修得

してください。英 語 Ⅰ - 2 1 1 相　　

英 語（ Ⅰ A ） - 1 1 1 相　　 外国人留学生のみ

英 語（ Ⅰ A ） - 2 1 1 相　　 外国人留学生のみ

英 語（ Ⅰ B ） - 1 1 1 相　　 外国人留学生のみ

英 語（ Ⅰ B ） - 2 1 1 相　　 外国人留学生のみ

日 本 語 Ⅰ （ A ） 2 1 相　　 外国人留学生のみ

日 本 語 Ⅰ （ B ） 2 1 相　　 外国人留学生のみ

第
二
外
国
語
（
２
０
０
３
年
度
入
学
生
）

（第二外国語）Ⅰ（A） 2 1 相　　
（第二外国語）は

フランス語（フランス文学科除

く）、ドイツ語、スペイン語、中国

語、ロシア語、韓国語を指す。
（第二外国語）Ⅰ（B） 2 1 相　　

英 語 Ⅰ 2 1 相　　

フランス文学科のみ選択可。それ

ぞれ週２回履修し、計４単位修得

すること。

英 語 （ Ⅰ A ） 2 1 相　　 外国人留学生のみ

英 語 （ Ⅰ B ） 2 1 相　　 外国人留学生のみ

日 本 語 Ⅰ （ A ） 2 1 相　　 外国人留学生のみ

日 本 語 Ⅰ （ B ） 2 1 相　　 外国人留学生のみ
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技
能
コ
ア
科
目

身体の

技能
健 康 ・ ス ポ ー ツ 演 習 2 1 相　　 教育・経済・経営のみ必修

情報の

技能
情 報 ス キ ル Ⅰ 2 1 相　　

テ
　
　
　
ー
　
　
　
マ
　
　
　
別
　
　
　
科
　
　
　
目

キ
リ
ス
ト
教
理
解
関
連
科
目
（
領
域
A
）

キ リ ス ト 教 概 論 Ⅱ 2 2・3 相・青
理工学部は２年次

他は３年次配置

旧 約 聖 書 と 人 間 2 2・3・4 相　　

新 約 聖 書 と 人 間 2 3・4 　　青

キ リ ス ト 教 生 命 倫 理 2 3・4 　　青

キ リ ス ト 教 政 治 倫 理 2 3・4 　　青

キ リ ス ト 教 と 自 然 科 学 2 2・3・4 相　　

キ リ ス ト 教 環 境 倫 理 2 2・3・4 相　　

キ リ ス ト 教 音 楽 2 3・4 　　青

キ リ ス ト 教 美 術 2 3・4 　　青

メ ソ ジ ス ト 教 会 史 2 3・4 　　青

キ リ ス ト 教 教 育 2 3・4 閉講

世 界 の 諸 宗 教 2 2・3・4 相　　 旧称「比較宗教学」

現 代 神 学 2 3・4 　　青

キ リ ス ト 教 と 社 会 福 祉 2 3・4 閉講

聖書の中の女性たち（旧約） 2 3・4 　　青

旧称「聖書とフェミニズム」（2003

～2007年度）、「フェミニズムと聖

書」（2008年度）

聖書の中の女性たち（新約） 2 2・3・4 相　　 旧称「聖書の中の女性たち」

サービス・ラーニングⅠ 2 2・3・4 相　　

サービス・ラーニングⅡ 2 2・3・4 相　　

人
間
理
解
関
連
科
目
（
領
域
B
）

哲 学 A 2 2・3・4 相　　

哲 学 B 2 2・3・4 相　　

哲 学 の 諸 問 題 A 2 3・4 　　青

哲 学 の 諸 問 題 B 2 3・4 　　青

哲 学 の 諸 問 題 C 2 3・4 　　青

哲 学 の 諸 問 題 D 2 3・4 　　青

論 理 学 A 2 2・3・4 相　　

論 理 学 B 2 2・3・4 相　　

論 理 学 の 諸 問 題 A 2 3・4 　　青

論 理 学 の 諸 問 題 B 2 3・4 　　青

倫 理 学 A 2 2・3・4 相　　

倫 理 学 B 2 2・3・4 相　　

倫 理 学 の 諸 問 題 A 2 3・4 　　青

倫 理 学 の 諸 問 題 B 2 3・4 　　青

西 洋 倫 理 思 想 史 A 2 3・4 　　青

西 洋 倫 理 思 想 史 B 2 3・4 　　青

言 語 学 A 2 2・3・4 相　　

言 語 学 B 2 2・3・4 相　　
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テ
　
　
　
ー
　
　
　
マ
　
　
　
別
　
　
　
科
　
　
　
目

人
間
理
解
関
連
科
目
（
領
域
B
）

日 本 語 学 A 2 2・3・4 相　　

日 本 語 学 B 2 2・3・4 相　　

文 学 A 2 2・3・4 相　　

文 学 B 2 2・3・4 相　　

文 学 史 A 2 3・4 　　青

文 学 史 B 2 3・4 　　青

美 術 A 2 2・3・4 相　　

美 術 B 2 2・3・4 相　　

美 術 史 A 2 3・4 　　青

美 術 史 B 2 3・4 　　青

音 楽 A 2 2・3・4 相　　

音 楽 B 2 2・3・4 相　　

音 楽 史 A 2 3・4 　　青

音 楽 史 B 2 3・4 　　青

文 化 人 類 学 A 2 2・3・4 相・青

文 化 人 類 学 B 2 2・3・4 相・青

比 較 文 化 A 2 2・3・4 相　　

比 較 文 化 B 2 2・3・4 相　　

比 較 文 化 の 諸 問 題 A 2 3・4 　　青

比 較 文 化 の 諸 問 題 B 2 3・4 　　青

心 理 学 A 2 2・3・4 相　　
心理学科・経営学部2003年度入学

生除く

心 理 学 B 2 2・3・4 相　　
心理学科・経営学部2003年度入学

生除く

教 育 学 A 2 2・3・4 相　　

教 育 学 B 2 2・3・4 相　　

平 和 を 考 え る A 2 3・4 　　青

平 和 を 考 え る B 2 3・4 　　青

人間関係とコミュニケーション A 2 2・3・4 相　　

人間関係とコミュニケーション B 2 2・3・4 相　　

文化とコミュニケーション A 2 2・3・4 相　　 国際政治経済学部除く

文化とコミュニケーション B 2 2・3・4 相　　 国際政治経済学部除く

社
会
理
解
関
連
科
目
（
領
域
C
）

法学（日本国憲法を含む） 4 2・3・4 相・青

法学部・経営学部2003年度入学生

除く。

教員免許状取得申請者は、１年次

から履修できます。

日 本 の 法 と 社 会 A 2 3・4 　　青

日 本 の 法 と 社 会 B 2 3・4 　　青

国 際 政 治 経 済 学 A 2 2・3・4 相　　
（旧称）「政治学 A」

経営学部2003年度入学生除く

国 際 政 治 経 済 学 B 2 2・3・4 相　　
（旧称）「政治学 B」

経営学部2003年度入学生除く

国 際 関 係 概 論 A 2 2・3・4 相　　

国 際 関 係 概 論 B 2 2・3・4 相　　
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テ
　
　
　
ー
　
　
　
マ
　
　
　
別
　
　
　
科
　
　
　
目

社
会
理
解
関
連
科
目
（
領
域
C
）

社 会 学 A 2 2・3・4 相・青 経営学部2003年度入学生除く

社 会 学 B 2 2・3・4 相・青 経営学部2003年度入学生除く

社会学 C（社会学による国際感覚） 2 3・4 閉講

社会学 D（社会学による国際理解） 2 3・4 閉講

現代社会と教育人間学 A 2 2・3・4 相　　

現代社会と教育人間学 B 2 2・3・4 相　　

経 済 学 A 2 2・3・4 相　　 経済学部除く

経 済 学 B 2 2・3・4 相　　 経済学部除く

情 報 社 会 科 学 A 2 2・3・4 相・青

情 報 社 会 科 学 B 2 2・3・4 相・青

情 報 社 会 論 2 3・4 　　青

社 会 情 報 論 2 3・4 　　青

人 口 問 題 A 2 2・3・4 相　　

人 口 問 題 B 2 2・3・4 相　　

フ ェ ミ ニ ズ ム A 2 3・4 　　青

フ ェ ミ ニ ズ ム B 2 3・4 　　青

民 族 問 題 A 2 3・4 　　青

民 族 問 題 B 2 3・4 　　青

マ ス メ デ ィ ア と 社 会 2 2・3・4 相　　

文 献 と 情 報 の 世 界 2 2・3・4 閉講

デ ー タ サ イ エ ン ス 2 2・3・4 相　　

福 祉 と 人 間 A 2 3・4 　　青

福 祉 と 人 間 B 2 3・4 　　青

国 際 ビ ジ ネ ス 入 門 A 2 2・3・4 相　　

国 際 ビ ジ ネ ス 入 門 B 2 2・3・4 相　　

感 性 ビ ジ ネ ス A

―ファション産業のフロンティア―
2 2・3・4 相・青

感 性 ビ ジ ネ ス B

―ファション産業のフロンティア―
2 2・3・4 相・青

感 性 ビ ジ ネ ス C

―ファションビジネス戦略論―
2 3・4 　　青

ファッション産業人材育成機構

（IFI）寄附講座

感 性 ビ ジ ネ ス D

―ファションビジネス戦略論―
2 3・4 　　青

ファッション産業人材育成機構

（IFI）寄附講座

バーソナル・マネー・マネジメント入門 2 3・4 　　青 三井生命寄附講座

企業のモノづくりと人づくりのリテラシー 2 2・3・4 相　　

国際ビジネスと海外事情 A 2 3・4 　　青

国際ビジネスと海外事情 B 2 3・4 　　青

グローバリゼーションとWTO 2 3・4 　　青

日 本 農 業 と W T O 2 3・4 　　青

環 境 問 題 と 社 会 2 3・4 　　青 NPO環境平和持続の会寄附講座

現 代 金 融 の 諸 問 題 2 3・4 　　青 金融青山会寄附講座

経済・金融とファイナンス 2 3・4 　　青 三菱 UFJ信託銀行㈱寄附講座

技 術 史 A 2 2・3・4 相　　
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テ
　
　
　
ー
　
　
　
マ
　
　
　
別
　
　
　
科
　
　
　
目

自
然
理
解
関
連
科
目
（
領
域
D
）

技 術 史 B 2 2・3・4 相　　

日 常 生 活 の 数 理 2 2・3・4 相　　

数 理 科 学 入 門 Ⅰ 2 2・3・4 相　　
理工学部除く

本年度休講

数 理 科 学 入 門 Ⅱ 2 2・3・4 相　　
理工学部除く

本年度休講

数 理 科 学 の 視 点 2 2・3・4 相　　

数 理 モ デ ル 2 2・3・4 相　　 本年度休講

自 然 科 学 概 論 A 2 2・3・4 相　　 本年度休講

自 然 科 学 概 論 B 2 2・3・4 相　　 本年度休講

文化としての科学・技術 A 2 3・4 相・青

文化としての科学・技術 B 2 3・4 相・青

現 代 物 理 2 2・3・4 相　　

現 代 社 会 と 化 学 物 質 2 2・3・4 閉講

ラ イ フ サ イ エ ン ス 2 2・3・4 相　　

ゲ ノ ム 2 2・3・4 相　　

生 物 と 地 球 環 境 2 3・4 　　青

地 球 環 境 保 全 2 3・4 　　青

バイオテクノロジーと生命倫理 2 3・4 　　青

地球観（自然と人の倫理） 2 2・3・4 相　　 本年度休講

生 命 と 地 球 の 歴 史 2 2・3・4 相　　 本年度休講

宇 宙 科 学 2 2・3・4 相　　

野 鳥 の 生 態 2 2・3・4 相　　

鳥 類 と 生 物 多 様 性 2 2・3・4 相　　

植 物 生 態 学 2 2・3・4 相　　

メ カ ワ ー ル ド 2 2・3・4 相　　 理工学部除く

経 営 管 理 の 技 術 2 2・3・4 相　　 旧称「技術と経営」理工学部除く

先 端 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 2・3・4 相　　

環 境 科 学 A 2 2・3・4 相　　

環 境 科 学 B 2 2・3・4 相　　

自 然 地 理 学 A 2 2・3・4 相　　 本年度休講

自 然 地 理 学 B 2 2・3・4 相　　 本年度休講

科 学 史 2 2・3・4 相　　

生命と生態系（環境と生物） 2 2・3・4 相　　

生 命 の 連 続 （ 遺 伝 ） 2 2・3・4 相　　

か た ち の 科 学 2 2・3・4 相　　

自 然 史 2 2・3・4 相　　

自 然 観 の 変 遷 2 2・3・4 相　　

科
目
（
領
域
E
）

歴
史
理
解
関
連

青 山 学 院 大 学 の 歴 史 2 2・3・4 相・青

日 本 社 会 史 A 2 2・3・4 相　　

日 本 社 会 史 B 2 2・3・4 相　　

日 本 社 会 史 C 2 3・4 　　青
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中 国 史 A 2 2・3・4 相　　

中 国 史 B 2 2・3・4 相　　

中 国 史 C 2 3・4 　　青

ヨ ー ロ ッ パ 史 A 2 2・3・4 相　　

ヨ ー ロ ッ パ 史 B 2 2・3・4 相　　

ヨ ー ロ ッ パ 史 C 2 3・4 　　青

現 代 史 A 2 2・3・4 相　　

現 代 史 B 2 2・3・4 相　　

現 代 史 C 2 2・3・4 相　　

現 代 史 D 2 2・3・4 相　　

考 古 学 A 2 2・3・4 相　　

考 古 学 B 2 2・3・4 相　　

科 学 思 想 史 A 2 2・3・4 相　　

科 学 思 想 史 B 2 2・3・4 相　　

人間形成の歴史 A（日本） 2 2・3・4 閉講

人間形成の歴史 B（日本） 2 2・3・4 閉講

人間形成の歴史 C（西洋） 2 3・4 閉講

人間形成の歴史 D（西洋） 2 3・4 閉講

言
葉
の
技
能
（
領
域
F
）

インテンシブ・（第二外国語）（A） 2 2・3・4 相　　
（第二外国語）はフランス語（フラ

ンス文学科除く）、ドイツ語、スペ

イン語、中国語、ロシア語、韓国語

を指します。

インテンシブ・（第二外国語）（B） 2 2・3・4 相　　

インテンシブ・（第二外国語）（C） 2 2・3・4 相　　

インテンシブ・（第二外国語）（D） 2 2・3・4 相　　

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅱ （ A ） 2 2・3・4 相　　

（第二外国語）はフランス語（フラ

ンス文学科除く）、ドイツ語、スペ

イン語、中国語を指します。

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅱ （ B ） 2 2・3・4 相　　

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅱ （ C ） 2 2・3・4 相　　

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅱ （ D ） 2 2・3・4 相　　

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅱ （ E ） 2 2・3・4 相　　

（第二外国語）はフランス語（フラ

ンス文学科除く）、ドイツ語、中国

語を指します。

中 国 語 Ⅱ （ F ） 2 2・3・4 相　　

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅱ 2 2・3・4 相・青

（第二外国語）はフランス語（フラ

ンス文学科除く）、ドイツ語、スペ

イン語、中国語、ロシア語、韓国語

を指します。

英 語 Ⅱ 2 2・3・4 相　　 フランス文学科のみ

英 語 （ Ⅱ A ） 2 2・3・4 相　　 外国人留学生のみ

英 語 （ Ⅱ B ） 2 2・3・4 相　　 外国人留学生のみ、旧称「英語Ⅱ」

日 本 語 Ⅱ 2 2・3・4 相　　 外国人留学生のみ

（ 第 二 外 国 語 ） Ⅲ 2 3・4 　　青

（第二外国語）はドイツ語、スペイ

ン語、中国語、ロシア語、韓国語を

指します。

フ ラ ン ス 語 Ⅲ （ A ） 2 3・4 　　青 フランス文学科除く

フ ラ ン ス 語 Ⅲ （ B ） 2 3・4 　　青 フランス文学科除く
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英 語 Ⅲ 2 3・4 　　青 フランス文学科のみ

英 語 （ Ⅲ ） 2 3・4 　　青 外国人留学生のみ

日 本 語 Ⅲ 2 3・4 　　青 外国人留学生のみ

（第二外国語）会話（Ⅰ） 2 2・3・4 相・青

（第二外国語）はフランス語（フラ

ンス文学科除く）、ドイツ語、スペ

イン語、中国語、ロシア語、韓国語、

英語（フランス文学科のみ）を指し

ます。

（第二外国語）会話（Ⅱ） 2 3・4 　　青

（第二外国語）はフランス語（フラ

ンス文学科除く）、ドイツ語、スペ

イン語、中国語を指します。

日 本 語 （ Ⅰ ） A 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅰ ） B 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅰ ） C 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅰ ） D 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅱ ） A 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅱ ） B 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅱ ） C 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅱ ） D 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅲ ） A 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅲ ） B 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅲ ） C 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅲ ） D 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅳ ） A 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅳ ） B 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅳ ） C 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅳ ） D 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅴ ） A 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅴ ） B 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅴ ） C 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 語 （ Ⅴ ） D 1 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 事 情 （ Ⅰ ） 2 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 事 情 （ Ⅱ ） 2 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 事 情 （ Ⅲ ） 2 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 事 情 （ Ⅳ ） 2 3 　　青 交換留学生のみ

日 本 事 情 （ Ⅴ ） 2 3 　　青 交換留学生のみ

アメリカ合衆国の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

アメリカ合衆国の社会と文化 B 2 2・3・4 相　　

英 語 圏 の 社 会 と 文 化 A 2 2・3・4 相　　

英 語 圏 の 社 会 と 文 化 B 2 2・3・4 相　　

フランス語圏の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

フランス語圏の社会と文化 B 2 2・3・4 相　　

フランス語圏の社会と文化 C 2 3・4 　　青
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ドイツ語圏の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

ドイツ語圏の社会と文化 B 2 2・3・4 相　　

ドイツ語圏の社会と文化 C 2 3・4 　　青

スペイン語圏の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

スペイン語圏の社会と文化 B 2 2・3・4 相　　

スペイン語圏の社会と文化 C 2 3・4 　　青

中国語圏の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

中国語圏の社会と文化 B 2 2・3・4 相　　

中国語圏の社会と文化 C 2 3・4 　　青

ロシア語圏の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

ロシア語圏の社会と文化 B 2 3・4 　　青

韓国・朝鮮の社会と文化 A 2 2・3・4 相　　

韓国・朝鮮の社会と文化 B 2 3・4 　　青

イスラム圏の社会と文化 A 2 3・4 　　青

イスラム圏の社会と文化 B 2 3・4 　　青

日 本 学 A 2 3・4 　　青 交換留学生・外国人留学生のみ

日 本 学 B 2 3・4 　　青 交換留学生・外国人留学生のみ

E n g l i s h  S t u d i e s  A 2 2・3・4 相　　

E n g l i s h  S t u d i e s  B 2 2・3・4 相　　

E n g l i s h  S t u d i e s  C 2 3・4 　　青

E n g l i s h  S t u d i e s  D 2 3・4 　　青 本年度休講

E n g l i s h  S t u d i e s  E 2 3・4 　　青 本年度休講

こ と ば の 研 究 A 2 2・3・4 相　　

こ と ば の 研 究 B 2 3・4 　　青

少数民族の社会と文化 A 2 3・4 　　青 本年度休講

少数民族の社会と文化 B 2 3・4 　　青

民 族 文 化 論 A 2 2・3・4 相　　

民 族 文 化 論 B 2 2・3・4 相　　 本年度休講

身
体
の
技
能
（
領
域
G
）

健 康 医 学 2 2・3・4 相・青

身 体 の 仕 組 み と 病 気 A 2 2・3・4 相　　

身 体 の 仕 組 み と 病 気 B 2 2・3・4 相　　

ス ポ ー ツ 生 理 学 2 2・3・4 相　　

スポーツバイオメカニクス 2 2・3・4 相　　

ス ポ ー ツ 心 理 学 2 2・3・4 相　　

動 き の 人 間 学 2 2・3・4 相　　

医 療 社 会 学 2 2・3・4 相　　

ス ポ ー ツ 運 動 実 習 1 2・3・4 相・青

４回まで重複履修を認めます。

教員免許状取得申請者は、１年次

から履修できます。

アドバンストスポーツ実習 2 2・3・4 相　　

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 Ⅰ 2 2・3・4 相・青

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 Ⅱ 2 2・3・4 相・青
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情 報 ス キ ル Ⅱ 2 2・3・4 相　　 本年度休講

e ラ ー ニ ン グ 入 門 2 2・3・4 相　　

インストラクショナルデザイン入門 2 2・3・4 相　　

教育システムのためのIT入門 2 2・3・4 相　　

eラーニングの法的課題入門 2 2・3・4 相　　
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【5】　自由選択科目

１．自由選択科目の履修方法

（2004・2005年

度入学者）

《経営専門コース》　選　択（26単位）

《経営総合コース》　選　択（34単位）

　①　経営学基礎科目、経営学専門科目、青山スタンダード科目から、それぞれの分野にお

ける卒業に必要な単位を超えて修得した科目。

　②　他学部専門科目（「D．他学部科目一覧表」参照）

注１）　他学部の専門科目を履修する場合は、当該学部で制限を設けていない科目に限

ります。

注２）　本学部に同一名称科目がある他学部専門科目は履修できません。

２．自由選択科目の履修方法

（2003年度入学

者）

《経営専門コース》　選　択（22単位）

《経営総合コース》　選　択（30単位）

　①　経営学基礎科目、経営学専門科目、青山スタンダード科目から、それぞれの分野にお

ける卒業に必要な単位を超えて修得した科目。

　②　他学部専門科目（「D．他学部科目一覧表」参照）

注１）　他学部の専門科目を履修する場合は、当該学部で制限を設けていない科目に限

ります。

注２）　本学部に同一名称科目がある他学部専門科目は履修できません。
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D．経営学部履修要項（2002年度以前入学者）

【1】　経営学部の履修について

１．卒業要件 (1)卒業に必要な単位数について

　卒業資格を得るためには、下表に示す区分にしたがってその単位を修得しなければなりま

せん。ここに示す単位数は科目の種別ごとに要求される最低の単位数です。これが１単位で

も不足すると卒業は認められません。

科　目　の　種　別 必選の別
経営専門

コース

経営総合

コース

経
営
学
基
礎
科
目

専門基礎科目
必　　修 12 12

選　　択 16 16

外国語科目
第一外国語 必　　修 12 12

第二外国語 必　　修 4 4

小 計 44 44

経
営
学
専
門
科
目

基幹科目 選択必修 4 4

経営専門コース科目 選択必修 8

経営総合コース科目

（関連科目を除く）
選択必修 8

基幹科目

経営専門コース科目

経営総合コース科目

選　　択 40 32

小 計 52 44

科
目
　
　

全
学
共
通

Ⅰ群～Ⅵ群
必　　修 6 6

選　　択 12 12

小 計 18 18

自由選択科目 選　　択 20 28

総 計 134 134

◎経営学部では、３年次から経営専門コースと経営総合コースに分かれます。手続きの詳細

については、「【３】経営専門科目履修方法」を参照してください。

(2)学位について

　経営学部に４年以上（ただし、８年を限度とします）在学し、卒業に必要な要件を満たし

た学生には、学位記を与え、学士（経営学）の学位を授与します。

２．最高履修制限単位 　各年次で履修できる単位の限度は次のとおりです。各年次ともこの単位を超えて履修する

ことはできません。なお、各年次においては、１科目以上の履修をしなければなりません。

第 1年次 第 2年次 第 3年次 第 4年次 合計

44 44 44 50 182

注）　教育職員免許状および各種資格（司書教諭・司書・社会教育主事・学芸員）取得希望の

申請をしている学生で、教職課程科目（教職課程科目配置表参照）を履修する場合は、

上記制限単位を超えて履修できます。
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３．進級条件 　２年次終了時に40単位（卒業要件単位）以上を修得しなければ３年次に進級できません。

なお、この修得単位には教職課程科目の単位は含みません。

４．修得単位僅少者について 　入学後の１年間（休学期間を除きます）で修得単位が28単位に満たない学生には、修学の

意思を確認するとともに厳重注意を行います。更に入学後の２年間（休学期間を除きます）

で修得単位が32単位に満たない学生は、 成業の見込みのない学生として除籍されることがあ

りますので、どちらにも該当することのないよう注意してください。

５．授業科目履修にあた

っての注意

　相模原キャンパスで開講されている１・２年次配置科目については、履修計画をたて、相

模原キャンパスで確実に修得してください。該当科目が青山キャンパスに配置されていない

場合、３・４年生であっても相模原キャンパスに通わなければなりません。

６．外国人留学生の外国

語科目の履修について

　外国人留学生の外国語科目は、以下のとおり履修してください。

　Ａ．第一外国語科目の履修方法（84～85ページ参照）

第一外国語科目の必要単位

必　修（12単位）

日本語初級A（２単位）、日本語初級B（２単位）、日本語初級C（２単位）

日本語中級A（２単位）、日本語中級B（２単位）

日本語上級（２単位）

　Ｂ．言葉の技能〔領域 F〕（第二外国語科目）の履修方法（85～86ページ参照）

言葉の技能〔領域 F〕（第二外国語科目）の必要単位

必　修（４単位）

フランス語、ドイツ語、スペイン語、中国語、ロシア語、韓国語、英語のうちから１

外国語を履修してください。ただし、母語（第一言語）は第二外国語として履修でき

ません。

　注１）　入学手続時申請以外の第一外国語を履修することはできません。ただし、「メディア・

イングリッシュ」「スピーチ・クリニック」を修得した場合、その単位は自由選択科

目に算入されます。

　注２）　申請した第二外国語以外の言葉の技能〔領域 F〕科目の単位は、自由選択科目に算入

されます。ただし、母語（第一言語）は履修できません。

　注３）　2003年度から、第二外国語授業科目名称を全入学年度生を対象に変更しました。科

目配置表に十分注意して、再履修者は、「旧名称」に対応する「新名称」の再履修者

用を履修してください。

経営学部（2002年度以前入学者）

－ 82 －



【2】　経営学基礎科目

１．専門基礎科目履修方

法および配置表

(1)専門基礎科目必要単位　　（　）内は単位数

　必　修（12単位）

経営学基礎論（４）、商学基礎論（４）、会計学基礎論（４）

　選　択（16単位）

経営データ分析入門Ⅰ（４）、経営データ分析Ⅰ（４）、簿記論Ⅰ（４）、経営情報Ⅰ・Ⅱ

（各２）、情報ネットワークリテラシ（２）、法学（日本国憲法を含む）（４）、経済学 A・

B（各２）、社会学 A・B（各２）、心理学 A・B（各２）、政治学 A・B（各２）、経営実践

基礎Ⅰ・Ⅱ（各２）、経営総合基礎Ⅰ～Ⅳ（各２）、キャリア・ディベロップメントⅡ（２）

のうちから、16単位を選択とします。

注１）　選択の必要単位を超えて修得した場合、その単位は自由選択科目に算入されます。

注２）　総合教養演習科目を年度を変えて２科目修得した場合は１科目のみ専門基礎科目

に算入し、その他は自由選択科目に算入されます。

注３）　2002年度までに全学共通科目の社会学A（２）、社会学B（２）を修得した場合

は、専門基礎科目には算入されません。また、専門基礎科目の社会学A・B（各２）

は履修できません。

(2)専門基礎科目配置表

（太字は必修科目）

授　業　科　目 単　位 履修年次 備　　　考

経営学基礎論 4 1

商学基礎論 4 1

会計学基礎論 4 1

経営データ分析入門Ⅰ 4 1・2 注 1　本年度休講

経営データ分析Ⅰ 4 1・2 注 2

経営情報Ⅰ ２ 2 本年度休講

経営情報Ⅱ ２ 2 本年度休講

簿記論Ⅰ 4 1・2 注 3

情報ネットワークリテラシ 2 1・2 注 4

法学（日本国憲法を含む） 4 3・4

経済学 A 2 1・2 注 5

経済学 B 2 1・2 注 5

社会学 A 2 1・2 注 6　青山キャンパスにも開講

社会学 B 2 1・2 注 6　青山キャンパスにも開講

心理学 A 2 1・2 注 7

心理学 B 2 1・2 注 7

政治学 A 2 1・2 （2006年度閉講）

政治学 B 2 1・2 （2006年度閉講）

経営実践基礎Ⅰ 2 1・2 本年度休講

経営実践基礎Ⅱ 2 1・2 本年度休講

経営総合基礎Ⅰ 2 1・2

経営総合基礎Ⅱ 2 1・2

経営総合基礎Ⅲ 2 1・2

経営総合基礎Ⅳ 2 1・2

キャリア・ディベロップメントⅡ 2 3・4

注１）　「経営データ分析入門Ⅰ」は「経営数学」（４単位）の単位を修得した学生は履修でき

ません。

注２）　「経営データ分析Ⅰ」は「統計学」（４単位）の単位を修得した学生は履修できません。

注３）　「簿記論Ⅰ」は「簿記概論」（４単位）の単位を修得した学生は履修できません。

注４）　「情報ネットワークリテラシ」は「情報ネットワークリテラシ応用」（２単位）の単位
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を修得した学生は履修できません。

注５）　「経済学 A」「経済学 B」は「経済学」（４単位）の単位を修得した学生は履修できませ

ん。

注６）　「社会学 A」「社会学 B」は「社会学」（４単位）の単位を修得した学生は履修できませ

ん。

注７）　「心理学 A」「心理学 B」は「心理学」（４単位）の単位を修得した学生は履修できませ

ん。

２．第一外国語科目履修

方法および配置表

(1)第一外国語科目の必要単位　　（　）内は単位数

　必　修（12単位）

英語－ⅠA（２）、英語－ⅠB（２）、オーラル・イングリッシュⅠ（２）

英語－ⅡA（２）、英語－ⅡB（２）

英語－Ⅲ（２）

(2)第一外国語科目は、下表のように履修順序がありますので計画的に履修するよう注意して

ください。

（太字は必修科目）

順

序

履修

年次
リーディング科目 ライティング科目 コミュニケーション科目

１ １年次 英語－ⅠA 英語－ⅠB オーラル・イングリッシュⅠ

２ ２年次
英語－ⅡA

英語－ⅡB
英語－ⅡC オーラル・イングリッシュⅡ

３ ３年次 英語－Ⅲ

(3)第一外国語選択科目を修得した場合、その単位は自由選択科目に算入されます。

(4)再履修者のためのクラスが開講される場合は、再履修者は必ずそのクラスで受講しなけれ

ばなりません。

(5)他学部の第一外国語科目は履修できません。

(6)外国人留学生の履修方法については、82ページ「６．外国人留学生の外国語科目の履修に

ついて」を参照してください。

(7)第一外国語科目配置表

（太字は必修科目）

授　業　科　目 単位 履修年次 備　　　考

英語－ⅠA 2 1

英語－ⅠB 2 1

オーラル・イングリッシュⅠ 2 1

英語－ⅡA 2 2

英語－ⅡB 2 2

英語－ⅡC 2 2

オーラル・イングリッシュⅡ 2 2

英語－Ⅲ 2 3

メディア・イングリッシュ 2 3・4 旧称　時事英語※

スピーチ・クリニック 4 3・4
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＜外国人留学生用＞

日本語初級A 2 1

日本語初級B 2 1

日本語初級C 2 1

日本語中級A 2 2

日本語中級B 2 2

日本語上級 2 3

※　「メディア・イングリッシュ」は、「時事英語」（２単位）の単位を修得した学生は履修で

きません。

３．第二外国語科目履修

方法および配置表

(1)第二外国語科目の必要単位　　（　）内は単位数

　必　修（４単位）

　　

フランス語Ⅰ（A）（２）、フランス語Ⅰ（B）（２）

ド イ ツ 語Ⅰ（A）（２）、ド イ ツ 語Ⅰ（B）（２）

スペイン語Ⅰ（A）（２）、スペイン語Ⅰ（B）（２）

中　国　語Ⅰ（A）（２）、中　国　語Ⅰ（B）（２）

ロ シ ア 語Ⅰ（A）（２）、ロ シ ア 語Ⅰ（B）（２）

韓　国　語Ⅰ（A）（２）、韓　国　語Ⅰ（B）（２）

洩
穎
穎
穎
瑛
穎
穎
穎
盈

中から１外国語を必修

　注）　（A）・（B）に分かれているものは、両方とも履修しなければなりません。

(2)第二外国語科目は入学時に学籍資料票により申請した外国語の科目を履修しなければな

りません。

(3)第二外国語科目は、下表のように履修順序があります。

（太字は必修科目）

1 2 3

１を合格した場合のみ履修可 ２を合格した場合のみ履修可

フランス語

ド イ ツ 語

スペイン語

中 国 語

ロ シ ア 語

韓 国 語

洩
穎
穎
遠遠瑛
遠遠穎
穎
盈

Ⅰ（A）

Ⅰ（B）

フランス語

ド イ ツ 語

スペイン語

中 国 語

ロ シ ア 語

韓 国 語

洩
穎
穎
遠遠瑛
遠遠穎
穎
盈

Ⅱまたは

インテンシブ

フランス語

ド イ ツ 語

スペイン語

中 国 語

ロ シ ア 語

韓 国 語

洩
穎
穎
遠遠瑛
遠遠穎
穎
盈

Ⅲ

フランス語

ド イ ツ 語

スペイン語

中 国 語

インテンシブ

洩
穎
穎
瑛
穎
穎
盈

Ⅱまたは、

会話（Ⅰ）

または、

インテンシブ

フランス語

ド イ ツ 語

スペイン語

中 国 語

ロ シ ア 語

洩
穎
穎
瑛
穎
穎
盈

会話（Ⅱ）

「会話」の単位を修得した学生には、同言語の会話（Ⅰ）、会話（Ⅱ）の履修順序を適用し

ません。更に、同言語の会話（Ⅰ）の履修も認めます。

(4)学籍資料票により申請した第二外国語のⅡ、Ⅲおよび会話の単位は、自由選択科目に算入

されます。

(5)申請した第二外国語以外の科目の単位は、自由選択科目に算入されます。

(6)再履修者のためのクラスが開講されている場合、必ず指定されたクラスで履修しなければ

なりません。
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(7)他学部の第二外国語科目は原則として履修できません。

(8)本学入学以前に、高等学校あるいは海外などで既に学習したことのある学生が、その学力

をⅠ修了者に準ずると認定された場合、Ⅱの科目で卒業に必要な単位に充当することがで

きます。詳細は冊子『学年初頭行事』を参照してください。

(9)2003年度から、第二外国語授業科目名称を全入学年度生を対象に変更しました。科目配置

表に十分に注意して、再履修者は「旧名称」に対応する「新名称」の再履修用を履修して

ください。また、会話を除き、既に単位を修得した旧名称に対応する新名称科目は履修で

きませんので注意してください。

(10)外国人留学生の履修方法は、82ページを参照してください。

(11)第二外国語科目配置表

（太字は必修科目）

新授業科目名 旧授業科目名 単位
履修

年次
備　　　考

Ⅰ フ ラ ン ス 語 Ⅰ （ Ａ ） フランス語初級（文法） 2 1

フ ラ ン ス 語 Ⅰ （ Ｂ ） フランス語初級（講読） 2 1

ド イ ツ 語 Ⅰ （ Ａ ） ドイツ語初級（文法） 2 1

ド イ ツ 語 Ⅰ （ Ｂ ） ドイツ語初級（講読） 2 1

ス ペ イ ン 語 Ⅰ （ Ａ ） ス ペ イ ン 語 初 級 （ A ） 2 1

ス ペ イ ン 語 Ⅰ （ Ｂ ） ス ペ イ ン 語 初 級 （ B ） 2 1

中 国 語 Ⅰ （ Ａ ） 中 国 語 初 級 （ A ） 2 1

中 国 語 Ⅰ （ Ｂ ） 中 国 語 初 級 （ B ） 2 1

ロ シ ア 語 Ⅰ （ Ａ ） ロ シ ア 語 初 級 （ A ） 2 1

ロ シ ア 語 Ⅰ （ Ｂ ） ロ シ ア 語 初 級 （ B ） 2 1

韓 国 語 Ⅰ （ Ａ ） 韓 国 語 初 級 （ A ） 2 1

韓 国 語 Ⅰ （ Ｂ ） 韓 国 語 初 級 （ B ） 2 1

英語Ⅰ

（週２回履修し、合計４単位

修得してください。）

英語初級 2 1 フランス文学科のみ

Ⅱ インテンシブ・フランス語（A） 2 2

インテンシブ・フランス語（B） 2 2

インテンシブ・フランス語（C） 2 2

インテンシブ・フランス語（D） 2 2

フ ラ ン ス 語 Ⅱ （ A ） フ ラ ン ス 語 中 級 （ A ） 2 2

フ ラ ン ス 語 Ⅱ （ B ） フ ラ ン ス 語 中 級 （ B ） 2 2

フ ラ ン ス 語 Ⅱ （ C ） フ ラ ン ス 語 中 級 （ C ） 2 2

フ ラ ン ス 語 Ⅱ （ D ） フ ラ ン ス 語 中 級 （ D ） 2 2

フ ラ ン ス 語 Ⅱ （ E ） フ ラ ン ス 語 中 級 （ E ） 2 2

フ ラ ン ス 語 Ⅱ フ ラ ン ス 語 中 級 2 2

インテンシブ・ドイツ語（A） 2 2

インテンシブ・ドイツ語（B） 2 2
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Ⅱ

インテンシブ・ドイツ語（C） 2 2

インテンシブ・ドイツ語（D） 2 2

ド イ ツ 語 Ⅱ （ A ） ド イ ツ 語 中 級 （ A ） 2 2

ド イ ツ 語 Ⅱ （ B ） ド イ ツ 語 中 級 （ B ） 2 2

ド イ ツ 語 Ⅱ （ C ） ド イ ツ 語 中 級 （ C ） 2 2

ド イ ツ 語 Ⅱ （ D ） ド イ ツ 語 中 級 （ D ） 2 2

ド イ ツ 語 Ⅱ （ E ） 2 2

ド イ ツ 語 Ⅱ ド イ ツ 語 中 級 2 2

インテンシブ・スペイン語（A） 2 2

インテンシブ・スペイン語（B） 2 2

インテンシブ・スペイン語（C） 2 2

インテンシブ・スペイン語（D） 2 2

ス ペ イ ン 語 Ⅱ （ A ） ス ペ イ ン 語 中 級 （ A ） 2 2

ス ペ イ ン 語 Ⅱ （ B ） ス ペ イ ン 語 中 級 （ B ） 2 2

ス ペ イ ン 語 Ⅱ （ C ） ス ペ イ ン 語 中 級 （ C ） 2 2

ス ペ イ ン 語 Ⅱ （ D ） 2 2

ス ペ イ ン 語 Ⅱ ス ペ イ ン 語 中 級 2 2

インテンシブ・中国語（A） 2 2

インテンシブ・中国語（B） 2 2

インテンシブ・中国語（C） 2 2

インテンシブ・中国語（D） 2 2

中 国 語 Ⅱ （ A ） 中 国 語 中 級 （ A ） 2 2

中 国 語 Ⅱ （ B ） 中 国 語 中 級 （ B ） 2 2

中 国 語 Ⅱ （ C ） 中 国 語 中 級 （ C ） 2 2

中 国 語 Ⅱ （ D ） 中 国 語 中 級 （ D ） 2 2

中 国 語 Ⅱ （ E ） 2 2

中 国 語 Ⅱ （ F ） 2 2

中 国 語 Ⅱ 中 国 語 中 級 2 2

インテンシブ・ロシア語（A） 2 2

インテンシブ・ロシア語（B） 2 2

インテンシブ・ロシア語（C） 2 2

インテンシブ・ロシア語（D） 2 2

ロ シ ア 語 Ⅱ ロ シ ア 語 中 級 2 2

インテンシブ・韓国語（A） 2 2

インテンシブ・韓国語（B） 2 2

インテンシブ・韓国語（C） 2 2

インテンシブ・韓国語（D） 2 2

韓 国 語 Ⅱ 韓 国 語 中 級 2 2

英 語 Ⅱ 英 語 中 級 2 2 フランス文学科のみ

Ⅲ フ ラ ン ス 語 Ⅲ （ A ） フ ラ ン ス 語 上 級 （ A ） 2 3

フ ラ ン ス 語 Ⅲ （ B ） フ ラ ン ス 語 上 級 （ B ） 2 3

ド イ ツ 語 Ⅲ ド イ ツ 語 上 級 2 3

経営学部（2002年度以前入学者）

－ 87 －



Ⅲ ス ペ イ ン 語 Ⅲ ス ペ イ ン 語 上 級 2 3

中 国 語 Ⅲ 中 国 語 上 級 2 3

ロ シ ア 語 Ⅲ ロ シ ア 語 上 級 2 3

韓 国 語 Ⅲ 韓 国 語 上 級 2 3

英 語 Ⅲ 英 語 上 級 2 3 フランス文学科のみ

会
話
フランス語会話（Ⅰ） フ ラ ン ス 語 会 話 2 2

フランス語会話（Ⅱ） フ ラ ン ス 語 会 話 2 3

ド イ ツ 語 会 話 （ Ⅰ ） ド イ ツ 語 会 話 2 2

ド イ ツ 語 会 話 （ Ⅱ ） ド イ ツ 語 会 話 2 3

スペイン語会話（Ⅰ） ス ペ イ ン 語 会 話 2 2

スペイン語会話（Ⅱ） ス ペ イ ン 語 会 話 2 3

中 国 語 会 話 （ Ⅰ ） 中 国 語 会 話 2 2

中 国 語 会 話 （ Ⅱ ） 中 国 語 会 話 2 3

ロ シ ア 語 会 話 （ Ⅰ ） ロ シ ア 語 会 話 2 2

ロ シ ア 語 会 話 （ Ⅱ ） ロ シ ア 語 会 話 2 3

韓 国 語 会 話 （ Ⅰ ） 韓 国 語 会 話 2 2

英 語 会 話 （ Ⅰ ） 2 2 フランス文学科のみ

外
国
人
留
学
生
用

日 本 語 Ⅰ （ A ） 日 本 語 A 2 1

日 本 語 Ⅰ （ B ） 日 本 語 B 2 1

日 本 語 Ⅱ 日 本 語 （ 中 ） 2 2

日 本 語 Ⅲ 日 本 語 （ 上 ） 2 3

英 語 （ Ⅰ A ） 英 語 Ⅰ A 2 1

英 語 （ Ⅰ B ） 英 語 Ⅰ B 2 1

英 語 （ Ⅱ ） 英 語 Ⅱ 2 2

英 語 （ Ⅲ ） 英 語 Ⅲ 2 3

交
換
留
学
生
用

日 本 語 （ Ⅰ ） 2 3

日 本 語 （ Ⅱ ） 2 3

日 本 語 （ Ⅲ ） 2 3

日 本 語 （ Ⅳ ） 2 3

日 本 語 （ Ⅴ ） 2 3

日 本 事 情 （ Ⅱ ） 2 3

日 本 事 情 （ Ⅲ ） 2 3

日 本 事 情 （ Ⅴ ） 2 3
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【3】　経営学専門科目

１．経営学専門科目履修方法 (1)コース登録について

　２年次後期にコース（経営専門コース又は経営総合コース）の登録を行います。

　コース登録については、後期授業開始時に配布される『AGU SEMINAR GUIDE』で、内容

を確認後、経営専門コース又は経営総合コースのいずれかを選択してください。

　経営専門演習・経営総合演習の履修希望者は（4）－①を参照してください。

　経営専門演習・経営総合演習の履修を希望しない場合であっても、「コース登録期間」内で

コース登録を行ってください。

　日程など詳細は７月頃、「学生ポータル」で確認してください。

(2)経営学専門科目の必要単位

《経営専門コース》

　選択必修（12単位）

①　基幹科目から４単位を選択必修とします。

②　経営専門コース科目から８単位を選択必修とします。

　選択（40単位）

基幹科目・経営専門コース科目・経営総合コース科目から任意に選択します（選択必修

として修得した科目は除きます）。

注）　選択の必要単位を超えて修得した場合、その単位は自由選択科目に算入されます。

《経営総合コース》

　選択必修（12単位）

①　基幹科目から４単位を選択必修とします。

②　経営総合コース科目の総合講義・学際講義・経営総合演習から８単位を選択必修と

します。

　選択（32単位）

基幹科目・経営専門コース科目・経営総合コース科目から任意に選択します（選択必修

として修得した科目は除きます）。

注）　選択の必要単位を超えて修得した場合、その単位は自由選択科目に算入されます。

(3)総合講義ⅠおよびⅡの履修について

経営総合コースの学生は「総合講義Ⅰ・総合講義Ⅱ」が３年次履修必修の事前登録科目

でしたが、2009年度より通常の選択科目に変更になりました。したがって、履修を希望

する学生は履修登録期間に各自履修登録を行ってください。

(4)経営専門演習・経営総合演習について

①　経営専門演習Ⅰ・経営総合演習Ⅰの選考および履修について

ⅰ　２年次後期に申込・選考を実施します。募集に関する詳細は『AGU SEMINAR 

GUIDE』にて発表します。申込資格は現２年次生に限ります。

ⅱ　選考結果により履修できないこともあります。

ⅲ　選考の合格者は３年次において履修しなければなりません。

ⅳ　選考に合格した場合は、３年次に受講許可科目として自動的に履修登録されます。

なお、コースについては経営専門演習Ⅰ合格者は経営専門コース、経営総合演習

Ⅰ合格者は経営総合コースとなります。

②　経営専門演習Ⅱ・経営総合演習Ⅱの履修について

ⅰ　経営専門演習Ⅱは経営専門演習Ⅰ、経営総合演習Ⅱは経営総合演習Ⅰの単位を修

得済みの学生で、担当者の許可を得た場合に限り、履修を許可します。なお、許

可された場合は、事前登録されます。

ⅱ　履修を希望しない場合、必ず教務課に申し出てください。
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ⅲ　履修した場合、必ず卒業論文を提出しなければなりません。

ⅳ　履修することによりこの科目は必修の扱いとなります。したがって、単位の修得

ができない場合、他の選択科目で卒業要件を満たすことはできません。

(5)卒業論文の提出について

提出日時：2011年１月12日（水）・13日（木）　教務課事務取扱時間

提 出 先：青山キャンパス教務課

①　提出日時に遅れた場合は、いかなる理由があろうとも一切受付けません。

②　提出後の訂正、変更はできません。

③　論文に使用する表紙、そのほか詳細については、指導教員の指示にしたがって作成

し、所定の表紙（購買会で販売）を貼付し必要事項を記入してください。表紙の記

入例は11月初旬に学生ポータルでお知らせします。

論文の返還を希望する学生は、直接指導教員に申し出て指導教員から返還を受けてくだ

さい。ただし、返還されない場合もありますので、各自提出前にコピーを取っておいて

ください。

(6)他コース学生の経営学専門科目の履修について

①　経営学専門科目のうち、下記授業科目は、経営専門コース学生の履修を認めません。

授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位

経営総合演習Ⅰ 8 経営総合演習Ⅱ 8

②　経営学専門科目のうち、下記授業科目は、経営総合コース学生の履修を認めません。

授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位

経営専門演習Ⅰ 8 経営専門演習Ⅱ 8

(7)履修順序のある科目について

「サイバービジネス実習」については、専門基礎科目の「情報ネットワークリテラシ基礎」

および「情報ネットワークリテラシ応用」の両単位を修得済み、若しくは、「コンピュー

タ概論」または「情報ネットワークリテラシ」の単位を修得済みでなければ履修できま

せん。

(8)他学部学生の経営学専門科目の履修について

経営学専門科目のうち、下記授業科目は、他学部学生は履修できません。

授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位 授　業　科　目 単位

マネジメント論 4 流通論 4 管理会計論 4

経営史 4 サイバービジネス実習 4 総合講義Ⅰ 2

総合講義Ⅱ 2 総合講義Ⅳ 2 総合講義Ⅴ 2

経営専門演習Ⅰ 8 経営専門演習Ⅱ 8 経営総合演習Ⅰ 8

経営総合演習Ⅱ 8

(9)教職課程関連科目履修方法

　教職課程関連科目は教職課程の一分野である「教科に関する科目」として開講する科目で

す。したがって、教育職員免許状取得希望の申請をしている学生以外は履修できません。履

修については、「Ⅹ．教職課程（教員免許状・各種資格）について」並びに別冊の『教職課程

履修の手引（第一部）』を参照してください。なお、修得した単位は、自由選択科目に算入さ

れます。
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２．経営学専門科目配置表
授　業　科　目 単位

履修

年次
備　　　考

基
幹
科
目

マネジメント論 4 2

現代企業論 4 2

マーケティング論 4 2

流通論 4 2

管理会計論 4 2

財務会計論 4 2

経
営
専
門
コ
ー
ス
科
目

経
営
思
想

経営史

企業法務

4

4

3・4

3・4

経
営
行
動

経営戦略論 4 3・4

事業創造戦略 4 3・4 本年度休講　注１

経営組織論 4 3・4

組織心理学 4 3・4

人的資源管理論 4 3・4

事業戦略評価 4 3・4 本年度休講

サプライチェーン・マネジメント 4 3・4 旧称　物流情報管理

財務管理論 4 3・4

投資行動論 4 3・4

経
営
・
数
理
情
報

経営データ分析Ⅱ 4 3・4

経営情報システム論 4 3・4

インフォメーションマネジメントⅠ 4 3・4

インフォメーションマネジメントⅡ 4 3・4

サイバービジネス実習 4 2 注２

マネジメントサイエンスⅠ 2 3・4

マネジメントサイエンスⅡ 2 3・4

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

文化産業マーケティング論Ⅰ 2 3・4 注３

文化産業マーケティング論Ⅱ 2 3・4 注３　本年度休講

消費者行動論 2 3・4

製品戦略論 2 3・4

マーケティングチャネル論 2 3・4

統合マーケティングコミュニケーション論 2 3・4

サービスマーケティング論 2 3・4

国際マーケティング論 2 3・4

商
業
・
市
場
シ
ス
テ
ム

市場システム論 4 3・4 本年度休講

金融市場論 4 3・4

リスク・マネジメント論 4 3・4

広告論 4 3・4

交通論 4 3・4

国際貿易論 4 3・4

貿易商務論 4 3・4

商業英語論 4 3・4

流通政策 4 3・4 本年度休講

会
計
シ
ス
テ
ム

簿記論Ⅱ

原価計算論

連結会計論

4

2

2

3・4

3・4

3・4

制
度
会
計

制度会計論 2 3・4 本年度休講

会計監査論 4 3・4

税務会計論 4 3・4

国際会計論 4 3・4
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経
営
専
門
コ
ー
ス
科
目

管
理
会
計
・
分
析

意思決定会計論 2 3・4

予算管理論 2 3・4

原価管理論 2 3・4

会計情報論 4 3・4

財務分析論 4 3・4

特
殊
講
義

経営学特殊講義Ⅰ 2 3・4

（人材育成論Ⅰ）

経営学特殊講義Ⅱ 2 3・4

（人材育成論Ⅱ）

商学特殊講義Ⅰ 2 3・4

（マーケティング・プロフェッショナル実践Ⅰ）

商学特殊講義Ⅱ 2 3・4

（マーケティング・プロフェッショナル実践Ⅱ）

会計学特殊講義Ⅰ 2 3・4

（企業評価論Ⅰ）

会計学特殊講義Ⅱ 2 3・4

（企業評価論Ⅱ）

会計学特殊講義Ⅲ 2 3・4 本年度休講

（国際会計論）

会計学特殊講義Ⅳ 2 3・4 本年度休講

（会計学文献研究）

門
演
習

経
営
専

経営専門演習Ⅰ 8 3のみ

経営専門演習Ⅱ 8 4のみ

経
営
総
合
コ
ー
ス
科
目

総
合
講
義

総合講義Ⅰ 2 3・4 「経営学専門科目履修方法」（3）参照

総合講義Ⅱ 2 3・4 「経営学専門科目履修方法」（3）参照

総合講義Ⅳ 2 3・4 野村證券（株）寄附講座

総合講義Ⅴ 2 3・4

（ベンチャー経営戦略論）

学
際
講
義

企業と社会ⅩⅩⅤ 2 3・4

（証券投資の基礎）

企業と社会ⅩⅩⅦ 2 3・4

（企業価値を創造する経営）

企業と社会ⅩⅩⅨ 2 3・4 本年度休講

（研究開発戦略の会計情報）

企業と社会ⅩⅩⅩ 2 3・4 本年度休講

（企業の価値創造力とイノベーションに関する知的資産）

企業と社会ⅩⅩＸⅡ 2 3・4

（成熟化市場のマーケティング戦略）

企業と社会ⅩⅩＸⅢ 2 3・4

（社会対応のマーケティング戦略）

企業と社会ⅩⅩⅩⅤ 2 3・4

（統合マーケティングコミュニケーションの基礎）

企業と社会ⅩⅩⅩⅥ 2 3・4 本年度休講

（M&Aとコーポレート・ガバナンス）

企業と社会ⅩⅩⅩⅦ 2 3・4

（戦略と会計情報）

企業と社会ⅩⅩⅩⅧ 2 3・4 本年度休講

（戦略イノベーションと産業発展）

企業と社会ⅩⅩⅩⅨ 2 3・4

（M&Aとコーポレート・ガバナンスⅠ）

企業と社会ⅩＬ 2 3・4

（M&Aとコーポレート・ガバナンスⅡ）

企業と社会ⅩＬＩ 2 3・4

（リコールにともなうコスト問題）
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経
営
総
合
コ
ー
ス
科
目

学
際
講
義

技術と経営ⅩⅩⅦ 2 3・4 旧称（経営とコミュニケーション）

（企業組織の情報化）

技術と経営ⅩⅩⅧ 2 3・4 旧称（経営とオフィス）

（IT革命と企業経営）

技術と経営ⅩⅩⅨ 2 3・4

（eラーニング総論）

技術と経営ＸⅩⅩ 2 3・4 寄附講座

（eラーニングを支える ITと国際標準化戦略）

技術と経営ＸⅩⅩⅠ 2 3・4

（eラーニングコース設計演習）

技術と経営ＸⅩⅩⅡ 2 3・4

（オペレーションズ・マネジメント）

技術と経営ⅩⅩＸⅢ 2 3・4

（イノベーションと組織）

技術と経営ＸⅩⅩⅣ 2 3・4

（競争戦略論Ⅰ）

技術と経営ＸⅩⅩⅤ 2 3・4

（競争戦略論Ⅱ）

経営組織と個人ＸⅢ 2 3・4

（組織行動論Ⅰ）

経営組織と個人ⅩⅣ 2 3・4

（組織行動論Ⅱ）

経営と文化ⅩⅣ 2 3・4 寄附講座

（ショッピングセンター概論～まちづくりと SC経営）

合
演
習

経
営
総

経営総合演習Ⅰ 8 3のみ

経営総合演習Ⅱ 8 4のみ

関
連
科
目

経済原論 4 2

経済政策論 4 3・4

財政学 4 3・4

経済史概論 4 2

日本経済論 4 3・4

国際経済学 4 2

国際開発経済論Ⅰ 2 3・4

国際開発経済論Ⅱ 2 3・4

地域経済学 4 3・4

産業組織論 4 3・4

金融論 4 2 旧称　貨幣金融論　注４

金融組織論 4 3・4 旧称　銀行論

民法Ⅰ 4 3・4

民法Ⅱ 4 3・4

商法Ⅰ 4 3・4

商法Ⅱ 4 3・4

経済法 4 3・4

労働法 4 3・4

国際法 4 3・4

比較文化論Ⅰ 2 3・4

比較文化論Ⅱ 2 3・4

関
連
科
目

教
職
課
程

職業指導 4 3・4

　教職課程関連科目は、教育職員免許状取得希望の申請をしている学生以外は履修できませ

ん。修得単位は自由選択科目に算入されます。
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注１）　「事業創造戦略」は「事業創造論」および「経営理念論」の単位を修得した学生は履修

できません。

注２）　「サイバービジネス実習」は「サイバービジネス演習」の単位を修得した学生は履修で

きません。

注３）　「文化産業マーケティング論Ⅰ・Ⅱ」は「マーケティング原理」および「文化産業マー

ケティング論」の単位を修得した学生は履修できません。

注４）　「金融論」は、今年度は青山キャンパスでのみ開講します。
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【4】　全学共通科目履修方法および配置表

１．本学の全学共通教育

の理念・目標

　全学共通教育の理念は、キリスト教信仰に基づく教育を基盤として、幅広く深い知識を授

けることにより、主体的学習能力、着実な思考力、問題解決能力及び総合的な判断力を培い、

愛と奉仕の精神をもってすべての人と社会とに対する責任を進んで果たす、人間性豊かで国

際性に富む人材を育成することにあります。

２．全学共通科目（必要

単位18単位）履修方

法

　全学共通科目の履修については、入学年度の履修条件に従って単位を修得しなければなり

ません。

（イ）　Ⅰ群の「キリスト教概論」４単位（文・法・経営）「キリスト教概論Ⅰ」２単位（１

年次配置）、「キリスト教概論Ⅱ」２単位（２年次配置）（理工）「キリスト教概論Ⅱ」

２単位（３年次配置）（経済・国際政経）を必修

（ロ）　Ⅵ群の「体育実技」２単位を必修（履修方法については97ページ参照）（文・経済・

経営のみ）

（ハ）　Ⅰ群からⅥ群より12単位を選択

注）　上記（ハ）の12単位を超えて修得した単位は、自由選択科目に算入されます。

○　2003年度より、全学共通科目の内容が必修科目を除いて、全入学年度生を対象に変更と

なりました。既に履修済みの全学共通科目と同一名称の科目は履修できませんので注意

してください。また、青山キャンパス（３・４年次）にも各群数科目が配置されていま

すが、年度により変更することがあります。

○　受講者数の著しく多い科目については、教室の収容人数、教育効果等を考慮して、クラ

スの分割・抽選などの措置をとることがあります。

（太字は必修科目）３．全学共通科目配置表

授　業　科　目 単　位 履修年次 備　　　考

全
学
共
通
科
目

Ⅰ
群

キ リ ス ト 教 概 論 4 1 文・法・経営

キ リ ス ト 教 概 論 Ⅰ 2 1 経済・国際政経・理工

キ リ ス ト 教 概 論 Ⅱ 2 2・3
経済・国際政経は３年次

理工学部は２年次

旧 約 聖 書 と 人 間 2 1・2

新 約 聖 書 と 人 間 2 3・4

キ リ ス ト 教 生 命 倫 理 2 3・4

キ リ ス ト 教 政 治 倫 理 2 3・4

キ リ ス ト 教 と 自 然 科 学 2 1・2

キ リ ス ト 教 環 境 倫 理 2 1・2

キ リ ス ト 教 音 楽 2 3・4

キ リ ス ト 教 美 術 2 3・4

メ ソ ジ ス ト 教 会 史 2 3・4

キ リ ス ト 教 教 育 2 3・4 2010年度閉講

世 界 の 諸 宗 教 2 1・2 旧称「比較宗教学」

現 代 神 学 2 3・4

キ リ ス ト 教 と 社 会 福 祉 2 3・4 2010年度閉講

聖 書 の 中 の 女 性 た ち （ 旧 約 ） 2 3・4

旧称「聖書とフェミニズ

ム」（2003～2007年度）、

「フェミニズムと聖書」

（2008年度）
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全
学
共
通
科
目

Ⅱ
群

聖 書 の 中 の 女 性 た ち （ 新 約 ） 2 1・2
旧称「聖書の中の女性た

ち」

サ ー ビ ス ・ ラ ー ニ ン グ Ⅰ 2 1・2

サ ー ビ ス ・ ラ ー ニ ン グ Ⅱ 2 1・2

哲 学 A 2 1・2

哲 学 の 諸 問 題 A 2 3・4

哲 学 の 諸 問 題 B 2 3・4

哲 学 の 諸 問 題 C 2 3・4

哲 学 の 諸 問 題 D 2 3・4

論 理 学 A 2 1・2

論 理 学 B 2 1・2

論 理 学 の 諸 問 題 A 2 3・4

論 理 学 の 諸 問 題 B 2 3・4

倫 理 学 A 2 1・2

倫 理 学 B 2 1・2

倫 理 学 の 諸 問 題 A 2 3・4

倫 理 学 の 諸 問 題 B 2 3・4

西 洋 倫 理 思 想 史 A 2 3・4

西 洋 倫 理 思 想 史 B 2 3・4

言 語 学 A 2 1・2

言 語 学 B 2 1・2

日 本 語 学 A 2 1・2

日 本 語 学 B 2 1・2

文 学 A 2 1・2

文 学 B 2 1・2

文 学 史 A 2 3・4

文 学 史 B 2 3・4

美 術 A 2 1・2

美 術 B 2 1・2

美 術 史 A 2 3・4

美 術 史 B 2 3・4

音 楽 A 2 1・2

音 楽 B 2 1・2

音 楽 史 A 2 3・4

音 楽 史 B 2 3・4

文 化 人 類 学 A 2 1・2・3・4

文 化 人 類 学 B 2 1・2・3・4

比 較 文 化 A 2 1・2

比 較 文 化 B 2 1・2

比 較 文 化 の 諸 問 題 A 2 3・4

比 較 文 化 の 諸 問 題 B 2 3・4

科 学 思 想 史 A 2 1・2

科 学 思 想 史 B 2 1・2

Ⅲ
群

現 代 史 A 2 1・2

現 代 史 B 2 1・2

現 代 史 C 2 1・2
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目

Ⅲ
群

現 代 史 D 2 1・2

青 山 学 院 大 学 の 歴 史 2 1・2・3・4

日 本 社 会 史 A 2 1・2

日 本 社 会 史 B 2 1・2

日 本 社 会 史 C 2 3・4

中 国 史 A 2 1・2

中 国 史 B 2 1・2

中 国 史 C 2 3・4

ヨ ー ロ ッ パ 史 A 2 1・2

ヨ ー ロ ッ パ 史 B 2 1・2

ヨ ー ロ ッ パ 史 C 2 3・4

考 古 学 A 2 1・2

考 古 学 B 2 1・2

法 　 学 （ 日 本 国 憲 法 を 含 む ） 4 1・2・3・4

日 本 の 法 と 社 会 A 2 3・4

日 本 の 法 と 社 会 B 2 3・4

国 際 政 治 経 済 学 A 2 1・2 旧称「政治学Ａ」

国 際 政 治 経 済 学 B 2 1・2 旧称「政治学Ｂ」

国 際 関 係 概 論 A 2 1・2

国 際 関 係 概 論 B 2 1・2

心 理 学 A 2 1・2

心 理 学 B 2 1・2

教 育 学 A 2 1・2

教 育 学 B 2 1・2

社 会 学 A 2 1・2・3・4

社 会 学 B 2 1・2・3・4

社会学 C（社会学による国際感覚） 2 3・4 2007年度閉講

社会学 D（社会学による国際理解） 2 3・4 2007年度閉講

現 代 社 会 と 教 育 人 間 学 A 2 1・2

現 代 社 会 と 教 育 人 間 学 B 2 1・2

経 済 学 A 2 1・2 経済学部除く

経 済 学 B 2 1・2 経済学部除く

情 報 社 会 科 学 A 2 1・2・3・4

情 報 社 会 科 学 B 2 1・2・3・4

情 報 社 会 論 （注１） 2 3・4

社 会 情 報 論 （注２） 2 3・4

人 口 問 題 A （注３） 2 1・2

人 口 問 題 B （注４） 2 1・2

Ⅳ
群

技 術 史 A 2 1・2

技 術 史 B 2 1・2

日 常 生 活 の 数 理 2 1・2

数 理 科 学 入 門 Ⅰ 2 1・2

数 理 科 学 入 門 Ⅱ 2 1・2

数 理 科 学 の 視 点 2 1・2

数 理 モ デ ル 2 1・2

自 然 科 学 概 論 A 2 1・2・3・4 本年度休講
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全
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目

Ⅳ
群

自 然 科 学 概 論 B 2 1・2・3・4 本年度休講

文 化 と し て の 科 学 ・ 技 術 A 2 1・2・3・4

文 化 と し て の 科 学 ・ 技 術 B 2 1・2・3・4

現 代 物 理 2 1・2

ラ イ フ サ イ エ ン ス 2 1・2

ゲ ノ ム 2 1・2

生 物 と 地 球 環 境 2 3・4

地 球 環 境 保 全 2 3・4

バ イ オ テ ク ノ ロ ジ ー と 生 命 倫 理 2 3・4

身 体 の 仕 組 み と 病 気 A 2 1・2・3・4

身 体 の 仕 組 み と 病 気 B 2 1・2・3・4 本年度休講

地 球 観 （ 自 然 と 人 の 倫 理 ） 2 1・2 本年度休講

生 命 と 地 球 の 歴 史 2 1・2 本年度休講

宇 宙 科 学 2 1・2

野 鳥 の 生 態 2 1・2

鳥 類 と 生 物 多 様 性 2 1・2

植 物 生 態 学 2 1・2

生 命 と 生 態 系 （ 環 境 と 生 物 ） 2 1・2

生 命 の 連 続 （ 遺 伝 ） 2 1・2

か た ち の 科 学 2 1・2

自 然 史 2 1・2

自 然 観 の 変 遷 2 1・2

メ カ ワ ー ル ド 2 1・2 理工学部除く

経 営 管 理 の 技 術 2 1・2
旧称「技術と経営」

理工学部除く

先 端 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 2 1・2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 Ⅰ 2 1・2・3・4 理工学部除く

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎 Ⅱ 2 1・2・3・4 理工学部除く

Ⅴ
群

環 境 科 学 A （注５） 2 1・2

環 境 科 学 B （注６） 2 1・2

自 然 地 理 学 A 2 1・2 本年度休講

自 然 地 理 学 B 2 1・2 本年度休講

フ ェ ミ ニ ズ ム A 2 3・4

フ ェ ミ ニ ズ ム B 2 3・4

マ ス メ デ ィ ア と 社 会 2 1・2

デ ー タ サ イ エ ン ス 2 1・2

情 報 ス キ ル Ⅱ 2 1・2 本年度休講

福 祉 と 人 間 A 2 3・4

福 祉 と 人 間 B 2 3・4

民 族 問 題 A 2 3・4

民 族 問 題 B 2 3・4

ア メ リ カ 合 衆 国 の 社 会 と 文 化 A 2 1・2 本年度休講

ア メ リ カ 合 衆 国 の 社 会 と 文 化 B 2 1・2 本年度休講

英 語 圏 の 社 会 と 文 化 A 2 1・2 国際政治経済学部除く

英 語 圏 の 社 会 と 文 化 B 2 1・2

フ ラ ン ス 語 圏 の 社 会 と 文 化 A 2 1・2
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全
学
共
通
科
目

Ⅴ
群

フ ラ ン ス 語 圏 の 社 会 と 文 化 B 2 1・2

フ ラ ン ス 語 圏 の 社 会 と 文 化 C 2 3・4

ド イ ツ 語 圏 の 社 会 と 文 化 A 2 1・2

ド イ ツ 語 圏 の 社 会 と 文 化 B 2 1・2

ド イ ツ 語 圏 の 社 会 と 文 化 C 2 3・4

ス ペ イ ン 語 圏 の 社 会 と 文 化 A 2 1・2

ス ペ イ ン 語 圏 の 社 会 と 文 化 B 2 1・2

ス ペ イ ン 語 圏 の 社 会 と 文 化 C 2 3・4

中 国 語 圏 の 社 会 と 文 化 A 2 1・2

中 国 語 圏 の 社 会 と 文 化 B 2 1・2

中 国 語 圏 の 社 会 と 文 化 C 2 3・4

ロ シ ア 語 圏 の 社 会 と 文 化 A 2 1・2

ロ シ ア 語 圏 の 社 会 と 文 化 B 2 3・4

韓 国 ・ 朝 鮮 の 社 会 と 文 化 A 2 1・2

韓 国 ・ 朝 鮮 の 社 会 と 文 化 B 2 3・4

イ ス ラ ム 圏 の 社 会 と 文 化 A 2 3・4

イ ス ラ ム 圏 の 社 会 と 文 化 B 2 3・4

日 本 学 A （注７） 2 3・4

日 本 学 B （注７） 2 3・4

E n g l i s h   S t u d i e s   A 2 1・2

E n g l i s h   S t u d i e s   B 2 1・2

E n g l i s h   S t u d i e s   C 2 3・4

E n g l i s h   S t u d i e s   D 2 3・4 本年度休講

E n g l i s h   S t u d i e s   E 2 3・4 本年度休講

こ と ば の 研 究 A 2 1・2

こ と ば の 研 究 B 2 3・4

少 数 民 族 の 社 会 と 文 化 A 2 3・4 本年度休講

少 数 民 族 の 社 会 と 文 化 B 2 3・4

民 族 文 化 論 A 2 1・2

民 族 文 化 論 B 2 1・2 本年度休講

国 際 ビ ジ ネ ス 入 門 A 2 1・2

国 際 ビ ジ ネ ス 入 門 B 2 1・2

感 性 ビ ジ ネ ス A

―ファッション産業のフロンティア―
2 1・2

感 性 ビ ジ ネ ス B

―ファッション産業のフロンティア―
2 1・2

パーソナル・マネー・マネジメント入門 2 3・4

企業のモノづくりと人づくりのリテラシー 2 1・2

平 和 を 考 え る A 2 3・4

平 和 を 考 え る B 2 3・4

人 間 関 係 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン A 2 1・2

人 間 関 係 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン B 2 1・2

文 化 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン A 2 1・2

文 化 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン B 2 1・2

国 際 ビ ジ ネ ス と 海 外 事 情 A 2 3・4

国 際 ビ ジ ネ ス と 海 外 事 情 B 2 3・4
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Ⅵ
群

感 性 ビ ジ ネ ス C

―ファッション・ビジネス戦略論―
2 3・4

ファッション産業人

材育成機構（IFI）寄附講

座

感 性 ビ ジ ネ ス D

―ファッション・ビジネス戦略論―
2 3・4

ファッション産業人

材育成機構（IFI）寄附講

座

医 療 社 会 学 2 1・2

グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン と W T O 2 3・4

日 本 農 業 と W T O 2 3・4

環 境 問 題 と 社 会 2 3・4 NPO環境平和持続の会寄附講座

現 代 金 融 の 諸 問 題 2 3・4 金融青山会寄附講座

経 済 ・ 金 融 と フ ァ イ ナ ン ス 2 3・4 三菱UFJ信託銀行㈱寄附講座

e ラ ー ニ ン グ 入 門 2 1・2

インストラクショナルデザイン入門 2 1・2

教 育 シ ス テ ム の た め の I T 入 門 2 1・2

e ラ ー ニ ン グ の 法 的 課 題 入 門 2 1・2

健 康 医 学 （注８） 2 1・2・3・4

ス ポ ー ツ 生 理 学 2 1・2

ス ポ ー ツ バ イ オ メ カ ニ ク ス 2 1・2

ス ポ ー ツ 心 理 学 2 1・2

動 き の 人 間 学 2 1・2

体
育
実
技

体 育 実 技 A １ 1 1

体 育 実 技 A ２ 1 1

体 育 実 技 B 1 1

ス ポ ー ツ 運 動 実 習（注９）（注10） 1 1・2・3・4

ア ド バ ン ス ト ス ポ ー ツ 実 習（注９） 2 1・2

（注１）：2002年度までに「情報社会科学 A」の単位を修得した学生は履修できません。

（注２）：2002年度までに「情報社会科学 B」の単位を修得した学生は履修できません。

（注３）：「人口論」の単位を修得した学生は履修できません。

（注４）：「人口論」の単位を修得した学生は履修できません。

（注５）：「環境問題 A」の単位を修得した学生は履修できません。

（注６）：「環境問題 B」の単位を修得した学生は履修できません。

（注７）：交換留学生及び外国人留学生以外の学生は履修できません。

（注８）：「健康の科学」の単位を修得した学生は履修できません。

（注９）：2001年度以降入学生で、「体育実技」の２単位を修得した学生のみ履修できます。

（注10）：４回までの重複履修を認めます。

４．体育実技の履修方法 　体育実技は必修科目として２単位を修得しなければなりません。体育実技には体育実技 A

１（前期１単位）・体育実技 A２（後期１単位）と体育実技 B（集中１単位）があり、１年次

に履修します。

(1)体育実技のコース及び履修方法

　以下の３つのコースの中から１つを選んで履修してください。

　　（通年コース）　　　　体育実技 A１　＋　体育実技 A２

　　（前期＋集中コース）　体育実技 A１　＋　体育実技 B

　　（後期＋集中コース）　体育実技 A２　＋　体育実技 B

　①　体育実技 A１・体育実技 A２（半期週１回の授業）
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体育実技 A１（前期１単位）及び体育実技 A２（後期１単位）は授業期間中の所定の時

限に週１回行われる授業コースです。

　②　体育実技 B（集中の授業）

体育実技 Bは集中授業です。

　③　「体育実技特別クラス」（前期後期各１単位、計２単位、隔年開講）の履修は、学年初

めの健康診断受診後、医師面接を行い、保健管理センターにて許可を得た学生に限りま

す。（2010年度は休講します）。

(2)体育実技Bの内容

　①　集中コース

学内や学外の施設を使用して、夏期休業期間中に集中的に授業をするコースです。

実施に当たっては、オリエンテーションを含め、全日程参加するものとします（実施

期間は６日間）。

実施に伴う交通費や施設使用料等は受講生各自の負担とします。

　②　合宿コース

休業期間を利用し、合宿して集中的に実施するコースです。

実施に当たっては、数回のオリエンテーションを含め、全日程参加するものとします

（合宿期間は５日間）。このコースを希望する者は、学年初めの健康診断を受け、異常の

ない者でなければなりません。実施に伴う用具・交通費・合宿費等は受講生各自の負担

とします。

(3)体育実技再履修者の履修方法

　体育実技（再履修者用）は特に開講されません。また、体育実技 Bは、定員に余裕のある

種目についてのみ履修が可能です。

　詳細については再履修者対象の身体の技能登録ガイダンスで説明します。

経営学部（2002年度以前入学者）
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【5】　自由選択科目

自由選択科目履修方法 《経営専門コース》　選　択（20単位）

《経営総合コース》　選　択（28単位）

　①　経営学基礎科目、経営学専門科目、全学共通科目から、それぞれの分野における卒業

に必要な単位を超えて修得した科目。

　②　他学部専門科目（「他学部科目一覧表」参照）

注１）　他学部の専門科目を履修する場合は、当該学部で制限を設けていない科目に限

ります。

注２）　本学部に同一名称科目がある他学部専門科目は履修できません。
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E．他学部科目一覧表
他学部科目の履修について 　他学部科目のうち本学部学生が履修可能な科目の一覧表を以下に掲載します。

　履修については下記の点に注意してください。

１．一覧表は他学部が本学部に対して履修可能としている科目を掲載しています。なお、「担

当者氏名」および「本年度休講」の掲載はしていませんので、講義内容および授業時間

割表にて確認してください。履修希望科目が講義内容および授業時間割表に掲載されて

いない場合は本年度休講となっています。

また、年度により一覧表の科目のうち履修を認めないなどの措置をとることがあります。

２．他学部の一覧表は基本的には1997年度以降入学者に対応した科目を掲載しています。履

修可能な科目は同じ入学年度の科目のみ履修できます。掲載してある一覧表以前の入学

生で他学部科目の履修を希望する学生は教務課で希望学部の授業要覧を閲覧し履修でき

るかどうかを確認してください。

３．修得した単位は、自由選択科目に算入されます。

４．一覧表に掲載されている科目のうち、履修に制限がある場合は、開講学部の履修制限に

したがって履修してください。

他学部科目一覧表
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文学部共通科目

授　業　科　目 単位 履修年次

芸 術 文 化 論 4 3・4

東 洋 の 思 想 4 2・3・4

東 洋 美 術 史 4 3・4

東 洋 文 化 史 4 3・4

映 像 文 化 論 B 2 3・4

生 命 倫 理 学 4 3・4

テ ク ス ト 論 4 3・4

世 界 各 地 域 の 文 学 A 4 3・4

児 童 文 学 4 3・4

比 較 言 語 学 4 3・4

古 典 ギ リ シ ャ 語 Ⅱ 4 3・4

ラ テ ン 語 Ⅱ 4 3・4

認 知 言 語 学 4 3・4

イタリアの言語と文化 4 2・3・4

現 代 社 会 と 文 学 部 2 3・4

授　業　科　目 単位 履修年次

文 化 財 科 学 4 3・4

現 代 思 想 4 3・4

西 洋 美 術 史 4 3・4

西 洋 文 化 史 4 3・4

東 洋 音 楽 史 4 3・4

詩 論 4 3・4

物 語 文 学 4 3・4

世 界 各 地 域 の 文 学 B 4 3・4

比 較 文 学 4 3・4

記 号 論 4 3・4

ラ テ ン 語 入 門 4 2・3・4

出 版 ジ ャ ー ナ リ ズ ム 4 3・4

精 神 分 析 学 入 門 4 3・4

通訳ワークショップ（１） 2 3・4

授　業　科　目 単位 履修年次

日 本 の 思 想 4 2・3・4

日 本 美 術 史 4 3・4

日 本 文 化 史 4 3・4

映 像 文 化 論 A 2 3・4

西 洋 音 楽 史 4 3・4

ギリシャ・ローマ文学 4 3・4

キ リ ス ト 教 文 学 4 3・4

世 界 各 地 域 の 文 学 C 4 3・4

言 語 学 概 論 4 3・4

古 典 ギ リ シ ャ 語 Ⅰ 4 3・4

ラ テ ン 語 Ⅰ 4 3・4

放 送 ジ ャ ー ナ リ ズ ム 4 3・4

心 理 言 語 学 4 3・4

通訳ワークショップ（２） 2 3・4



文学部教育学科（2001年度～2008年度入学者）

※１：社会教育主事希望者のみ履修可　※２：2003年度以降入学生は履修不可　※３：「臨床心理学」修得者は履修不可

※４：社会教育主事・学芸員希望者のみ履修可　※５：司書・学芸員希望者のみ履修可

授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次

日 本 教 育 史
（ 人 間 形 成 の 歴 史 Ⅰ ） 4 1・2 西 洋 教 育 史

（ 人 間 形 成 の 歴 史 Ⅱ ） 4 3・4 宗 教 教 育 学 2 2

教 育 哲 学 Ⅰ
（人間形成の思想と哲学） 2 3・4 教 育 哲 学 Ⅱ

（人間形成の文化と社会） 2 3・4 発 達 と 文 化 Ⅰ
（ 教 育 人 類 学 ） 2 3・4

発 達 と 文 化 Ⅱ
（ 教 育 現 象 学 ） 2 3・4 図 書 館 情 報 文 化 論 2 2 比 較 発 達 社 会 学 4 1・2

教 育 社 会 学 概 論 4 1・2 比 較 教 育 学 4 3・4 教 育 行 政 ・ 制 度 4 2

国 際 理 解 教 育 2 3・4 現代社会と社会教育Ⅰ
（ 高 齢 化 社 会 と 教 育 ） 2 3・4 現代社会と社会教育Ⅱ

（ 青 年 期 の 教 育 ） 2 3・4

現代社会と社会教育Ⅲ
（ ジ ェ ン ダ ー と 教 育 ） 2 3・4 家 庭 教 育 4 2 発 達 文 化 論 2 3・4

発 達 心 理 学 4 1・2 教 育 調 査 ・ 統 計 4 3・4 社 会 教 育 計 画 4 3・4

※１ 社 会 教 育 演 習 4 3・4 図 書 館 情 報 学 概 論 2 2 図書館システム経営論 2 3・4

図書館システムサービス論 2 2 図 書 館 情 報 学 特 論 2 3・4 児 童 サ ー ビ ス 論 2 3・4

生 涯 学 習 概 論 4 2 ※１ 生 涯 学 習 演 習 4 3・4 学 校 教 育 学 総 論 4 1・2

初 等 教 育 原 理 4 1・2 教 育 課 程 論 4 3・4 学 校 経 営 ・ 管 理 4 3・4

※２ 教 育 方 法 4 2 教 材 開 発 論 2 3・4 学 校 教 育 学 特 論 4 3・4

音 楽 教 材 研 究 2 3・4 図 画 工 作 教 材 研 究 2 3・4 体 育 教 材 研 究 2 3・4

国 語 教 材 研 究 2 3・4 社 会 教 材 研 究 2 3・4 算 数 教 材 研 究 2 3・4

理 科 教 材 研 究 2 3・4 生 活 科 教 材 研 究 2 3・4 家 庭 教 材 研 究 2 3・4

学校経営と学校図書館 2 2 学習指導と学校図書館 2 3・4 読 書 教 育 論 2 3・4

学 校 心 理 学 2 3・4 臨 床 保 育 学 4 3・4 幼 児 教 育 原 理 4 1・2

小 児 保 健 学 4 3・4 小 児 精 神 神 経 学 2 3・4 保 育 方 法 の 研 究 4 3・4

保 育 内 容 総 論 4 3・4 保 育 内 容 研 究（ 健 康 ） 2 3・4 保育内容研究（人間関係） 2 3・4

保 育 内 容 研 究（ 環 境 ） 2 3・4 保育内容研究（ことば） 2 3・4 保育内容研究（表現 A ） 2 3・4

保育内容研究（表現 B ） 2 3・4 ※３ 臨 床 心 理 学 総 論 4 2 人 格 心 理 学 4 3・4

相 談 心 理 学 4 3・4 養 護 教 育 4 1・2 障 害 児 ・ 者 の 心 理 Ⅰ 2 2

障 害 児 ・ 者 の 心 理 Ⅱ 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 教 育 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 福 祉 2 3・4

障 害 児 ・ 者 の 医 学 2 3・4 メディア・コミュニケーション概論 2 1・2 認 知 科 学 概 論 2 2

イ ン タ ー フ ェ ー ス 論 2 3・4 知 的 表 現 論 2 3・4 メディア・コミュニケーション特論Ⅰ 2 3・4

メディア・コミュニケーション特論Ⅱ 2 3・4 視聴覚教育メディア論 2 3・4 学 習 心 理 学 4 3・4

社 会 心 理 学 4 3・4 情 報 メ デ ィ ア 論 Ⅰ 2 2 情 報 メ デ ィ ア 論 Ⅱ 2 3・4

情 報 メ デ ィ ア 特 論 2 3・4 メ デ ィ ア 組 織 法 Ⅰ 2 3・4 メ デ ィ ア 組 織 法 Ⅱ 4 3・4

学 校 図 書 館 メ デ ィ ア 2 3・4 情 報 サ ー ビ ス 論 4 3・4 情 報 検 索 法 4 3・4

情 報 メ デ ィ ア 利 用 論 2 3・4 ※ 4 教 育 学 概 論 Ⅱ 2 3・4 ※ 5 生 涯 学 習 概 論 Ⅱ 2 3・4

インストラクショナルデザイン総論 2 3・4 教育システムのための ITファンダメンタル 2 3・4 コンピュータ利用教育と学習理論 2 3・4

コ ン テ ン ツ 開 発 演 習 2 3・4 eラーニングシステムマネジメント演習 2 3・4 コース実施と学習支援演習 2 3・4

オンライン調査解析演習 2 3・4 協調学習デザイン演習 2 3・4 キ リ ス ト 教 学 校 論 2 3・4

聖 書 の 世 界（ 旧 約 ） 2 3・4 聖 書 の 世 界（ 新 約 ） 2 3・4 キ リ ス ト 教 の 教 理 2 3・4

キ リ ス ト 教 と 法 思 想 2 3・4 宗 教 と 社 会 2 3・4 礼 拝 学 2 3・4

キリスト教と精神医学 2 3・4

他学部科目一覧表
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文学部英米文学科（2010年度入学者）

授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次

イ ギ リ ス 文 学 史 4 1・2 イ ギ リ ス 文 学 概 論 4 1・2 イ ギ リ ス 文 化 概 論 4 1・2

ア メ リ カ 文 学 史 4 1・2 ア メ リ カ 文 学 概 論 4 1・2 ア メ リ カ 文 化 概 論 4 1・2

グローバル文学・文化概論 4 1・2 グ ロ ー バ ル 文 学 理 論 4 1・2 英 語 学 概 論 4 1・2

英 語 史 4 1・2 英 文 法 4 1・2 コミュニケーション概論 4 1・2

異文化間コミュニケーション概論 4 1・2 英 語 教 育 学 概 論 4 1・2 イ ギ リ ス 文 学 特 講 4 3・4

イ ギ リ ス 文 化 特 講 4 3・4 ア メ リ カ 文 学 特 講 4 3・4 ア メ リ カ 文 化 特 講 4 3・4

グ ロ ー バ ル 文 学 特 講 4 3・4 グ ロ ー バ ル 文 化 特 講 4 3・4 英 語 学 特 講 4 3・4

言 語 学 特 講 4 3・4 コミュニケーション特講 4 3・4 英 語 教 育 学 特 講 4 3・4

英 詩 概 論 4 3・4 イ ギ リ ス 事 情 4 3・4 ア メ リ カ 事 情 4 3・4

英 語 聖 書 4 3・4 ビジネスイングリッシュⅠ 2 3・4 メディアイングリッシュⅠ 2 3・4

メディアイングリッシュⅡ 2 3・4

文学部英米文学科（2009年度以前入学者）

授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次

英 国 文 学 史 Ⅰ 4 1 英 国 文 学 史 Ⅱ 4 1 英 語 学 概 論 4 1

米 国 文 学 史 4 1 英 語 史 4 1 英 文 学 概 論 4 1

米 文 学 概 論 4 1 コミュニケーション概論 4 1 異文化間コミュニケーション概論 4 1

英 文 学 特 講 4 3・4 米 文 学 特 講 4 3・4 英 語 学 特 講 4 3・4

言 語 学 特 講 4 3・4 コミュニケーション特講 4 3・4 英 詩 概 論 4 3・4

英 語 教 授 法 4 3・4 イ ギ リ ス 事 情 4 3・4 ア メ リ カ 事 情 4 3・4

英 語 聖 書 4 3・4 ビジネスイングリッシュⅠ 2 3・4 メディアイングリッシュⅠ 2 3・4

メディアイングリッシュⅡ 2 3・4

文学部フランス文学科

授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次

講 読 演 習 Ⅰ 4 3・4 フランス文学史概説Ⅱ 4 3・4 フ ラ ン ス 語 学 概 論 4 3・4

フ ラ ン ス 語 史 4 3・4 エ ク ス プ リ カ シ オ ン 4 3・4 コミュニカシオンⅠ・Ⅱ 8 3・4

コ ミ ュ ニ カ シ オ ン Ⅲ 4 3・4 フ ラ ン ス 語 作 文 Ⅱ 4 3・4 フ ラ ン ス 語 作 文 Ⅲ 4 4

時 事 フ ラ ン ス 語 4 3・4 実 務 フ ラ ン ス 語 4 3・4 フ ラ ン ス 文 学 特 講 4 3・4

フ ラ ン ス 語 学 特 講 4 3・4 フ ラ ン ス 文 化 特 講 4 3・4 フ ラ ン ス 文 学 演 習 4 3・4

フ ラ ン ス 語 学 演 習 4 3・4 フ ラ ン ス 文 化 演 習 4 3・4 ※ 1 基 礎 演 習 A 4 1

※ 2フランス語会話Ⅲ 4 3・4 ※ 3 フランス語教授法 4 3・4 ※ 4 フランス語教授法Ⅰ 4 3・4

※ 4 フランス語教授法Ⅱ 4 3・4

他学部科目一覧表
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※１：「基礎演習 A（１）」は履修可

※２：「フランス語会話Ⅱ」修得者は履修不可

※３：2008年度以前入学者

※４：2009年度以降入学者

文学部日本文学科

授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次

日 本 文 学 史 Ⅰ 2 1 日 本 文 学 史 Ⅱ 2 1 日 本 文 学 史 Ⅲ 2 2

日 本 文 学 史 Ⅳ 2 2 古 典 文 学 概 論 4 1・2 近 代 文 学 概 論 4 1・2

漢 文 学 概 論 4 1・2 日 本 語 学 概 論 4 1・2 日 本 語 史 4 1・2

日本文学講読  ［ 1］～［ 4］ 4 1・2 漢 文 学 講 読 4 1・2 日 本 語 学 講 読 4 1・2

表 象 文 化 論［ 1］～［ 3］ 4 3・4 日本文学特講［ 1 ］～［12］ 4 3・4 日 本 文 学 特 講 A ・ B 2 3・4

漢 文 学 特 講［ 1］・［ 2］ 4 3・4 日本語学特講［ 1 ］～［ 3 ］ 4 3・4 書 理 論 4 3・4

文学部史学科（2005年度以降入学者）

授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次

※ 考 古 学 概 説 2 1 史 学 概 論 2 1 人 文 地 理 学 概 論 4 3

古 文 書 学 4 2・3・4 日 本 史 特 講 4 2・3・4 東 洋 史 特 講 4 2・3・4

西 洋 史 特 講 4 2・3・4 考 古 学 特 講 4 2・3・4 芸 術 史 特 講 4 2・3・4

史 学 特 講 A 4 1・2・3・4 史 学 特 講 B 4 1・2・3・4 ※ 博 物 館 概 論 2 3のみ

※ 博 物 館 学 各 論 4 3・4 ※ 博 物 館 実 習 Ⅰ 2 3のみ ※ 博 物 館 実 習 Ⅱ 2 4

※学芸員希望者のみ

文学部史学科（2004年度以前入学者）

授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次

※ 考 古 学 概 説 4 1 史 学 概 論 4 2 人 文 地 理 学 概 論 4 3

古 文 書 学 4 2・3・4 日 本 史 特 講 4 2・3・4 東 洋 史 特 講 4 2・3・4

西 洋 史 特 講 4 2・3・4 考 古 学 特 講 4 2・3・4 芸 術 史 特 講 4 2・3・4

史 学 特 講 A 4 2・3・4 史 学 特 講 B 4 2・3・4 ※ 博 物 館 概 論 2 3のみ

博 物 館 学 各 論 4 3・4 ※ 博 物 館 実 習 Ⅰ 2 3のみ ※ 博 物 館 実 習 Ⅱ 2 4

※学芸員希望者のみ

他学部科目一覧表
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文学部心理学科　昼間主コース（2001年度～2006年度入学者）

授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次

基 礎 心 理 学 A 2 2 基 礎 心 理 学 B 2 3・4 教 育 ・ 心 理 統 計 法 4 2

学 習 心 理 学 4 3・4 発 達 心 理 学 4 1・2 臨 床 保 育 学 4 3・4

教 育 哲 学 Ⅰ 2 3・4 社 会 心 理 学 4 3・4 産 業 心 理 学 2 3・4

認 知 科 学 概 論 2 2 臨 床 心 理 学 4 2 心 理 療 法 4 3・4

人 格 心 理 学 4 3・4 相 談 心 理 学 4 3・4 哲 学 的 認 識 論 4 3・4

学 校 心 理 学 2 3・4 学 校 教 育 学 総 論 2 1・2 障 害 児 ・ 者 の 心 理 Ⅰ 2 2

障 害 児 ・ 者 の 心 理 Ⅱ 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 教 育 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 福 祉 2 3・4

障 害 児 ・ 者 の 医 学 2 3・4 心 理 学 特 講 A 2 3・4 心 理 学 特 講 B 2 3・4

心 理 学 原 書 講 読 2 3・4 教 育 統 計 実 習 2 3・4

文学部心理学科　夜間主コース（2001年度～2006年度入学者）

授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次

基 礎 心 理 学 2 3・4 教 育 ・ 心 理 統 計 法 4 3・4 学 習 心 理 学 4 3・4

発 達 心 理 学 4 3・4 保 育 内 容 総 論 4 3・4 臨 床 保 育 学 4 3・4

保 育 方 法 の 研 究 4 3・4 生 涯 学 習 概 論 4 3・4 現代社会と社会教育Ⅰ
（ 高 齢 化 社 会 と 教 育 ）

2 3・4

現代社会と社会教育Ⅱ
（ 青 年 期 の 教 育 ）

2 3・4 現代社会と社会教育Ⅲ
（ ジ ェ ン ダ ー と 教 育 ）

2 3・4 社 会 心 理 学 4 3・4

産 業 心 理 学 2 3・4 臨 床 心 理 学 4 3・4 臨 床 心 理 学 特 講 4 3・4

心 理 療 法 4 3・4 人 格 心 理 学 4 3・4 精 神 医 学 4 3・4

相 談 心 理 学 4 3・4 哲 学 的 認 識 論 4 3・4 学 校 心 理 学 2 3・4

障 害 児 ・ 者 の 心 理 Ⅰ 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 心 理 Ⅱ 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 教 育 2 3・4

障 害 児 ・ 者 の 福 祉 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 医 学 2 3・4 心 理 学 特 講 A 2 3・4

心 理 学 特 講 B 2 3・4 心 理 学 原 書 講 読 2 3・4

※夜間主時間帯（６～７時限）に配置されている場合は履修出来ません。

他学部科目一覧表
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文学部心理学科（2007年度～2008年度入学者）

授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次

基 礎 心 理 学 2 2 心 理 統 計 学 基 礎 4 2 哲 学 的 認 識 論 4 3・4

心 理 統 計 実 習 2 3・4 心 の 哲 学 4 3・4 心 理 学 史 2 3・4

心 理 学 研 究 法 2 3 学 習 心 理 学 4 3・4 発 達 心 理 学 4 1・2

生 涯 発 達 心 理 学 Ⅰ 2 2 生 涯 発 達 心 理 学 Ⅱ 2 2 知 覚 心 理 学 2 2

認 知 科 学 概 論 2 2 認 知 心 理 学 4 3・4 感 情 心 理 学 2 3・4

神 経 心 理 学 2 3・4 人 格 心 理 学 4 3・4 健 康 心 理 学 2 3・4

社 会 心 理 学 4 3・4 社 会 心 理 学 Ⅰ 2 3・4 社 会 心 理 学 Ⅱ 2 3・4

産 業 心 理 学 2 3・4 広 告 心 理 学 2 3・4 ノンバーバル・コミュニケーションⅠ 2 3・4

ノンバーバル・コミュニケーションⅡ 2 3・4 音 楽 心 理 学 2 3 心 理 学 特 講 A 2 3・4

心 理 学 特 講 B 2 3・4 学 校 心 理 学 2 3・4 臨 床 心 理 学 4 2

臨 床 心 理 学 Ⅰ 2 3・4 臨 床 心 理 学 Ⅱ 2 3・4 心 理 療 法 4 3・4

精 神 分 析 学 2 3・4 家 族 心 理 学 2 3・4 犯 罪 心 理 学 4 3・4

臨 床 心 理 学 特 講 4 3・4 相 談 心 理 学 4 3・4 音 楽 療 法 2 3・4

音 楽 療 法 演 習 2 3・4 コ ミ ュ ニ テ ィ 心 理 学 2 3・4 臨 床 心 理 実 務 倫 理 論 2 3・4

心 理 面 接 法 4 3・4 精 神 医 学 4 3・4 身 体 医 学 2 3・4

心 身 医 学 2 3・4 薬 理 学 2 3・4 脳 生 理 学 2 3・4

精 神 衛 生 2 3・4 生 涯 発 達 論 2 3・4 母 子 保 健 2 3・4

成 人 ・ 高 齢 者 保 健 2 3・4 精 神 保 健 福 祉 2 3・4 保健・医療・福祉・制度論 2 3・4

社会保障制度と関連法規 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 心 理 Ⅰ 2 2 障 害 児 ・ 者 の 心 理 Ⅱ 2 3・4

障 害 児 ・ 者 の 教 育 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 福 祉 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 医 学 2 3・4

学 校 教 育 学 総 論 4 1・2 保 育 内 容 総 論 4 3・4 臨 床 保 育 学 4 3・4

保 育 方 法 の 研 究 4 3・4 生 涯 学 習 概 論 4 2 現代社会と社会教育Ⅰ
（ 高 齢 化 社 会 と 教 育 ）

2 3・4

現代社会と社会教育Ⅱ
（ 青 年 期 の 教 育 ）

2 3・4 現代社会と社会教育Ⅲ
（ ジ ェ ン ダ ー と 教 育 ）

2 3・4 心 理 学 原 書 講 読 A 2 3・4

心 理 学 原 書 講 読 B 2 3・4

他学部科目一覧表
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教育人間科学部教育学科（2009年度以降入学者）

授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次

人 間 形 成 学 総 論 2 1・2 日 本 教 育 史 Ⅰ 2 1・2 日 本 教 育 史 Ⅱ 2 1・2

西 洋 教 育 史 Ⅰ 2 3・4 西 洋 教 育 史 Ⅱ 2 3・4 教 育 史 特 殊 講 義 2 3・4

宗 教 教 育 学 2 2 発 達 と 文 化 A 2 3・4 発 達 と 文 化 B 2 3・4

教 育 哲 学 A 2 3・4 教 育 哲 学 B 2 3・4 教 育 学 特 論 A 2 3・4

教 育 学 特 論 B 2 3・4 教 育 社 会 学 総 論 2 1・2 比 較 発 達 社 会 学 2 1・2

生 涯 発 達 心 理 学 Ⅰ 2 1・2 生 涯 発 達 心 理 学 Ⅱ 2 1・2 キ ャ リ ア 教 育 A 2 2

キ ャ リ ア 教 育 B 2 3・4 家 庭 教 育 A 2 2 家 庭 教 育 B 2 2

比 較 教 育 学 2 3・4 異 文 化 理 解 教 育 2 3・4 老 年 学 2 3・4

教 育 学 特 論 C 2 3・4 教 育 学 特 論 D 2 3・4 社 会 福 祉 概 論 2 2

臨 床 心 理 学 概 論 Ⅰ 2 2 臨 床 心 理 学 概 論 Ⅱ 2 2 小 児 精 神 神 経 学 2 3・4

相 談 心 理 学 Ⅰ 2 3・4 相 談 心 理 学 Ⅱ 2 3・4 特 別 支 援 教 育 2 3・4

障 害 児 ・ 者 の 心 理 Ⅰ 2 2 障 害 児 ・ 者 の 心 理 Ⅱ 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 教 育 2 3・4

障 害 児 ・ 者 の 福 祉 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 医 学 2 3・4 教 育 学 特 論 E 2 3・4

教 育 学 特 論 F 2 3・4 生 涯 学 習 概 論 Ⅰ 2 2 生 涯 学 習 概 論 Ⅱ 2 2

高 等 教 育 論 A 2 2 高 等 教 育 論 B 2 3・4 社 会 教 育 計 画 Ⅰ 2 3・4

社 会 教 育 計 画 Ⅱ 2 3・4 社 会 教 育 課 題 研 究 4 3・4 高 齢 化 社 会 と 教 育 2 3・4

青 年 期 と 教 育 2 3・4 ジ ェ ン ダ ー と 教 育 2 3・4 青 年 文 化 論 2 3・4

ボ ラ ン テ ィ ア 教 育 論 2 3・4 地域ネットワーキング論 2 3・4 スポーツ・レクリエーション論 2 3・4

教 育 学 特 論 G 2 3・4 教 育 学 特 論 H 2 3・4 教 育 情 報 学 総 論 2 1・2

メディア・コミュニケーション総論 2 1・2 認 知 科 学 概 論 2 2 学校経営と学校図書館 2 2

視聴覚教育メディア論 2 3・4 イ ン タ ー フ ェ ー ス 論 2 3・4 知 的 表 現 論 2 3・4

教 材 開 発 論 2 3・4 学習指導と学校図書館 2 3・4 学 校 図 書 館 メ デ ィ ア 2 3・4

情 報 メ デ ィ ア 利 用 論 2 3・4 読 書 教 育 論 2 3・4 学 習 心 理 学 Ⅰ 2 3・4

学 習 心 理 学 Ⅱ 2 3・4 社 会 心 理 学 Ⅰ 2 3・4 社 会 心 理 学 Ⅱ 2 3・4

教 育 学 特 論 I 2 3・4 教 育 学 特 論 J 2 3・4 図 書 館 情 報 学 概 論 2 2

図書館システムサービス論 2 2 図 書 館 情 報 文 化 論 2 2 図書館システム経営論 2 3・4

情 報 メ デ ィ ア 論 A 2 2 情 報 メ デ ィ ア 論 B 2 3・4 情 報 メ デ ィ ア 論 C 2 3・4

児 童 サ ー ビ ス 論 2 3・4 メ デ ィ ア 組 織 法 Ⅰ 2 3・4 メ デ ィ ア 組 織 法 Ⅱ 2 3・4

メ デ ィ ア 組 織 法 Ⅲ 2 3・4 情 報 サ ー ビ ス 論 Ⅰ 2 3・4 情 報 サ ー ビ ス 論 Ⅱ 2 3・4

情 報 検 索 法 Ⅰ 2 3・4 情 報 検 索 法 Ⅱ 2 3・4 図 書 館 情 報 学 実 習 2 4

教 育 学 特 論 K 2 3・4 教 育 学 特 論 L 2 3・4 幼 児 教 育 原 理 A 2 1・2

幼 児 教 育 原 理 B 2 1・2 児 童 福 祉 論 2 1・2 臨 床 保 育 学 A 2 2

臨 床 保 育 学 B 2 2 小 児 保 健 論 2 3・4 教 育 学 特 論 M 2 3・4

教 育 学 特 論 N 2 3・4 小 児 栄 養 学 2 3・4 教 育 学 特 論 O 2 3・4

教 育 学 特 論 P 2 3・4 学 校 教 育 学 総 論 2 1・2 初 等 教 育 原 理 A 2 1・2

初 等 教 育 原 理 B 2 1・2 学 校 心 理 学 2 3・4 教 育 学 特 論 Q 2 3・4

教 育 学 特 論 R 2 3・4 初 等 英 語 概 説 A 2 3・4 初 等 英 語 概 説 B 2 3・4

教 育 学 特 論 S 2 3・4 教 育 学 特 論 T 2 3・4 インストラクショナルデザイン総論 2 3・4

教育システムのための ITファンダメンタル 2 3・4 コンピュータ利用教育と学習理論 2 3・4 コ ン テ ン ツ 開 発 演 習 2 3・4

e ラーニングシステムマネジメント演習 2 3・4 コース実施と学習支援演習 2 3・4 オンライン調査解析演習 2 3・4

協調学習デザイン演習 2 3・4 キ リ ス ト 教 学 校 論 2 3・4 聖 書 の 世 界（ 旧 約 ） 2 3・4

聖 書 の 世 界（ 新 約 ） 2 3・4 キ リ ス ト 教 の 教 理 2 3・4 キ リ ス ト 教 と 法 思 想 2 3・4

宗 教 と 社 会 2 3・4 礼 拝 学 2 3・4 キリスト教と精神医学 2 3・4

他学部科目一覧表
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教育人間科学部心理学科（2009年度以降入学者）

授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次

心 理 統 計 実 習 2 3・4 哲 学 的 認 識 論 4 3・4 心 の 哲 学 4 3・4

心 理 学 史 2 3・4 学 習 心 理 学 4 3・4 発 達 心 理 学 4 1・2

生 涯 発 達 心 理 学 Ⅰ 2 2 生 涯 発 達 心 理 学 Ⅱ 2 2 生 涯 発 達 論 2 3・4

知 覚 心 理 学 2 2 認 知 心 理 学 4 3・4 音 楽 心 理 学 2 3・4

感 情 心 理 学 2 3・4 神 経 心 理 学 2 3・4 人 格 心 理 学 4 3・4

犯 罪 心 理 学 4 3・4 社 会 心 理 学 4 3・4 社 会 心 理 学 Ⅰ 2 3・4

社 会 心 理 学 Ⅱ 2 3・４ 産 業 心 理 学 2 3・４ 広 告 心 理 学 2 3・4

ノンバーバル・コミュニケーションⅠ 2 3・４ ノンバーバル・コミュニケーションⅡ 2 3・4 応用社会心理学特講Ⅰ 2 3・4

応用社会心理学特講Ⅱ 2 3・4 応用社会心理学特講Ⅲ 2 3・4 応用社会心理学特講Ⅳ 2 3・4

応用社会心理学特講Ⅴ 2 3・4 応用社会心理学特講Ⅵ 2 3・4 心 理 学 特 講 A 2 3・4

学 校 心 理 学 2 3・4 臨 床 心 理 学 4 2 臨 床 心 理 学 Ⅰ 2 3・4

臨 床 心 理 学 Ⅱ 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 心 理 Ⅰ 2 2 臨 床 心 理 学 特 講 4 3・4

精 神 分 析 学 2 3・4 精 神 医 学 4 3・4 音 楽 療 法 2 3・4

相 談 心 理 学 4 3・4 家 族 心 理 学 2 3・4 健 康 心 理 学 2 3・4

コ ミ ュ ニ テ ィ 心 理 学 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 心 理 Ⅱ 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 教 育 2 3・4

障 害 児 ・ 者 の 福 祉 2 3・4 障 害 児 ・ 者 の 医 学 2 3・4 心 理 面 接 法 4 3・4

応 用 行 動 分 析 2 3・4 身 体 医 学 2 3・4 心 身 医 学 2 3・4

薬 理 学 2 3・4 脳 生 理 学 2 3・4 精 神 衛 生 2 3・4

母 子 保 健 2 3・4 成 人 ・ 高 齢 者 保 健 2 3・4 精 神 保 健 福 祉 2 3・4

保健・医療・福祉・制度論 2 3・4 社会保障制度と関連法規 2 3・4 心 理 学 原 書 講 読 A 2 3・4

心 理 学 原 書 講 読 B 2 3・4

他学部科目一覧表
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経済学部

　経済学部の科目を履修する場合、開講学科の登録番号を履修してください。

経済学部経済学科

授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次

経 済 数 学 入 門 4 1・2 経 済 地 理 学 4 2 経 済 学 史 4 2

応 用 ミ ク ロ 経 済 学 4 3・4 応 用 マ ク ロ 経 済 学 4 3・4 経 済 動 学 4 3・4

オープンマクロ経済学 4 3・4 計 量 経 済 学 4 3・4 経 済 統 計 4 3・4

数 理 統 計 4 3・4 経 済 数 学 Ⅰ 2 3・4 経 済 数 学 Ⅱ 2 3・4

社 会 政 策 論 4 3・4 地 方 財 政 論 4 3・4 租 税 論 4 3・4

公 共 経 済 学 4 3・4 社 会 保 障 論 4 3・4 産 業 論（ 航 空 事 業 Ⅰ ） 2 3・4

産 業 論（ 航 空 事 業 Ⅱ ） 2 3・4 産 業 論（ 損 害 保 険 業 ） 2 3・4 労 働 経 済 論 4 3・4

産 業 技 術 論
（2008 年度以前入学者） 4 3・4 国 際 金 融 論 4 3・4 日 本 経 済 史 4 3・4

欧 米 経 済 史 4 3・4 東 洋 経 済 史 4 3・4 経 済 思 想 史 4 3・4

キリスト教社会思想史 4 3・4 世 界 経 済 論 4 3・4 経 済 開 発 論 4 3・4

各 国 経 済 論 A 4 3・4 各 国 経 済 論 B 4 3・4 農 業 経 済 論 4 3・4

環 境 経 済 学 4 3・4 憲 法 4 2

経済学部現代経済デザイン学科（2008年度以降入学者）

授　業　科　目 単位 配置年次 授　業　科　目 単位 配置年次 授　業　科　目 単位 配置年次

公 的 規 制 の 経 済 学 2 3・4 N P O 論 A 2 3・4 契 約 の 経 済 学 2 3・4

公 共 政 策 の 経 済 学 2 3・4 公 共 選 択 論 2 3・4 N P O 論 B 2 3・4

政 策 と 評 価 A 2 3・4 法 と 経 済 学 2 3・4 都 市 再 生 論 2 3・4

まちづくりと都市計画 2 3・4 住宅と不動産の経済学 2 3・4 郊 外 地 域 論 2 3・4

地 域 人 口 論 2 3・4

他学部科目一覧表
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法学部（1996年度以降入学者）

授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次

裁 判 と 法 2 1・2 行 政 と 法 2 1・2 現 代 弁 護 士 論 2 1・2

企 業 と 法 2 1・2 ア メ リ カ の 社 会 と 法 2 1・2 中 国 の 社 会 と 法 2 1・2

労 働 と 法 2 1・2 市 民 生 活 と 税 法 2 1・2 イ ン タ ー ネ ッ ト と 法 2 1・2

憲 法 Ⅰ 4 1 憲 法 Ⅱ 4 2 比 較 憲 法 4 3・4

立 法 学 入 門 2 3・4 憲 法 特 殊 講 義 2 1・2 言 論 法 4 3・4

行 政 法 Ⅰ 4 3・4 行 政 法 Ⅱ 4 3・4 行 政 法 Ⅲ 2 3・4

地 方 自 治 法 4 3・4 教 育 法 4 3・4 税 法 4 3・4

民 法 Ⅲ 4 2 民 法 Ⅳ 4 3・4 民 法 Ⅴ 4 3・4

借 地 借 家 法 2 3・4 ※ 3 知 的 財 産 法 Ⅰ 2 3・4 ※ 3 知 的 財 産 法 Ⅱ 2 3・4

※ 4 知 的 財 産 法 Ⅲ 2 3・4 ※ 4 知 的 財 産 法 Ⅳ 2 3・4 ※１ 登 記 法 2 3・4

※１ 不 動 産 法 2 3・4 民 事 訴 訟 法 Ⅰ 4 3・4 民 事 訴 訟 法 Ⅱ 4 3・4

破 産 法 4 3・4 刑 法 Ⅰ 4 2 刑 法 Ⅱ 4 3・4

刑 事 訴 訟 法 4 3・4 刑 事 政 策 4 3・4 商法（手形法・小切手法） 4 3・4

商 法 （ 保 険 法 ） 4 3・4 商法（海商法・航空法） 4 3・4 ※ 2 企 業 法 務 2 3・4

国 際 労 働 法 2 3・4 ※ 5 金 融 商 品 取 引 法 2 3・4 西 洋 法 史 学 4 3・4

法 思 想 史 4 1・2 法 哲 学 4 3・4 法 社 会 学 4 3・4

ロ ー マ 法 4 3・4 日 本 法 史 学 4 3・4 外 国 法 入 門 4 1・2

イ ギ リ ス 法 4 3・4 ア メ リ カ 法
（ 刑 法 ・ 刑 事 訴 訟 法 ）

2 3・4 ド イ ツ 法 4 3・4

フ ラ ン ス 法 4 3・4 ※ 6 ア メ リ カ 法
（憲法・司法制度論Ⅰ）

2 3・4 ア メ リ カ 法
（憲法・司法制度論Ⅱ）

2 3・4

ア メ リ カ 法
（ 契 約 法 ）

2 3・4 ア メ リ カ 法
（財産法・担保付取引論）

2 3・4 ア メ リ カ 法
（ 知 的 財 産 法 論 ）

2 3・4

ア メ リ カ 法
（不法行為法・ＰＬ法）

2 3・4 ア メ リ カ 法
（ 家 族 法 ）

2 3・4 ア メ リ カ 法
（ 会 社 法 ・ 商 法 ）

2 3・4

現 代 法 特 講 2 3・4 Ｅ Ｕ 法 4 3・4 ラ テ ン ア メ リ カ の 法 2 3・4

※ 7 中 国 法 Ⅰ 2 3・4 ※ 7 中 国 法 Ⅱ 2 3・4 中 国 法 Ⅲ 2 3・4

中 国 法 Ⅳ 2 3・4 国 際 法 Ⅱ 4 3・4 ※ 8 国 際 私 法 Ⅰ 4 3・4

※ 8 国 際 私 法 Ⅱ 2 3・4 国 際 取 引 法 Ⅰ 2 3・4 国 際 取 引 法 Ⅱ 2 3・4

国 際 取 引 法 Ⅲ 2 3・4 社 会 保 障 法 4 3・4 ※ 9 消 費 者 法 2 3・4

政 治 学 原 論 4 1・2 日 本 政 治 史 4 1・2 政 治 過 程 論 4 3・4

比 較 政 治 学 4 3・4 政 治 思 想 史 4 3・4 西 洋 政 治 史 4 3・4

外 交 史 4 3・4 国 際 関 係 論 4 3・4 行 政 学 4 3・4

※ 10　NPOと国際公共政策 2 3・4 英 語 文 献 講 読 4 3・4 ド イ ツ 語 文 献 講 読 4 3・4

フ ラ ン ス 語 文 献 講 読 4 3・4 中 国 法 文 献 講 読 2 3・4 国 際 社 会 と 法 2 1・2

銀 行 取 引 法 2 3・4 経 済 と 法 2 3・4 環 境 法 4 3・4

金融・商品先物取引法 4 3・4 国 際 金 融 法 2 3・4

他学部科目一覧表
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※１：2002年度以前入学者履修不可

※２：2002年度以前入学者・「企業法務（経営学部科目・千単位）」を修得済の者は履修不可

※３：「知的所有権法Ⅰ」・「知的財産法Ⅰ（４単位）」を修得済の者は履修不可

※４：「知的所有権法Ⅱ」・「知的財産法Ⅱ（４単位）」を修得済の者は履修不可

※５：「証券取引法」を修得済の者は履修不可

※６：「アメリカ法（憲法・司法制度論）」を修得済の者は履修不可

※７：「アジア法」を修得済の者は履修不可

※８：「国際私法」を修得済の者は履修不可

※９：「消費者保護法」を修得済の者は履修不可

※10：「NPOと公共政策」を修得済の者は履修不可

　上記科目は、法学部成績評価基準（法学部要覧又は法学部 HP参照）にのっとり、成績評価をいたします。

他学部科目一覧表
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国際政治経済学部（1998～2005年度入学者）

　国際政治経済学部は、学科科目 B群科目の履修を他学部の学生に認めています。ただし、以下の一覧に掲載する科目につい

ては、履修を認めていません。

【国際政治経済学部生以外の学部生に履修を許可しない科目の一覧】

授　業　科　目 授　業　科　目 授　業　科　目

国際政治学特殊講義Ⅲ 国際経済学特殊講義Ⅲ 外国書（フランス語）講読Ⅰ・Ⅱ

外国書（ドイツ語）講読Ⅰ・Ⅱ 外国書（スペイン語）講読Ⅰ・Ⅱ 外国書（中国語）講読Ⅰ・Ⅱ

外国書（ロシア語）講読Ⅰ・Ⅱ インターンシップ プリゼミ

演習Ⅰ・Ⅱ 文化とコミュニケーションⅠ・Ⅱ 通訳の理論と方法Ⅰ・Ⅱ

翻訳の理論と方法Ⅰ・Ⅱ 英語レポート・論文作成Ⅰ・Ⅱ Thesis WritingⅠ・Ⅱ

国際ビジネス・コミュニケーションⅠ・Ⅱ アンケート・社会調査の方法 言語科学特殊講義Ⅰ・Ⅱ

民法概論Ⅰ・Ⅱ 国際私法Ⅰ・Ⅱ 国連研究Ⅱ

日本経済と証券ビジネス 総合講義（アジア大学連携プログラム） コミュニケーション研究法の全体像

その他、所属学部・学科に同一名称・異名称同一科目がある国際政治経済学部の科目

国際政治経済学部（2006年度以降入学者）

　国際政治経済学部は、学科科目 B群科目の履修を他学部の学生に認めています。ただし、以下の一覧に掲載する科目につい

ては、履修を認めていません。

【国際政治経済学部生以外の学部生に履修を許可しない科目の一覧】

授　業　科　目 授　業　科　目 授　業　科　目

国際政治学特殊講義Ⅲ 国際経済学特殊講義Ⅲ 外国書（フランス語）講読Ⅰ・Ⅱ

外国書（ドイツ語）講読Ⅰ・Ⅱ 外国書（スペイン語）講読Ⅰ・Ⅱ 外国書（中国語）講読Ⅰ・Ⅱ

外国書（ロシア語）講読Ⅰ・Ⅱ インターンシップ 演習ⅠＡ・ⅠＢ

演習Ⅰ・Ⅱ 通訳の理論と実践Ⅰ・Ⅱ 翻訳の理論と実践Ⅰ・Ⅱ

国際ビジネス・コミュニケーション（Ⅰ）・（Ⅱ）アンケート・社会調査の方法 言語の普遍性

情報と組織の経済学Ⅰ 日本経済と証券ビジネス 民法概論Ⅰ・Ⅱ

国際私法Ⅰ・Ⅱ 財政学 簿記論Ⅰ・Ⅱ

広告コミュニケーション論 国際取引法 インターネットと法＊

紛争解決と法 インターカルチュラル・コミュニケーション 国際コミュニケーション特殊講義（海外研修）

国連研究Ⅱ コミュニケーション研究法の全体像 イギリス文化論

文化とコミュニケーションⅠ・Ⅱ 総合講義（アジア大学連携プログラム）

その他、所属学部・学科に同一名称・異名称同一科目がある国際政治経済学部の科目

他学部科目一覧表
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総合文化政策学部（2008年度以降入学者のみ）

授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次 授　業　科　目 単位 履修年次

経 済 分 析（ １ ミ ク ロ ） 2 3・4 経 済 分 析（ ２ マ ク ロ ） 2 3・4 行 政 学 概 論 2 3・4

国 際 関 係 2 3・4 公 共 政 策 論 2 3・4 行 政 法 概 論 2 3・4

著 作 権 法 2 3・4 国 際 政 治 学 概 論 2 3・4 公 共 経 済 学 概 論 2 3・4

社 会 調 査 論 Ⅰ 2 3・4 社 会 調 査 論 Ⅱ 2 3・4 統 計 学 2 3・4

文 化 行 政 法 2 3・4 文 化 産 業 概 論 2 3・4 観 光 産 業 論 2 3・4

社 会 福 祉 論 2 3・4 非 営 利 会 計 論 2 3・4 プロジェクトファイナンス 2 3・4

ブ ラ ン ド 戦 略 論 2 3・4 公 共 経 営 論 2 3・4 文 化 人 類 学 概 論 2 3・4

論 理 学 2 3・4 メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー 2 3・4 社 会 調 査 法 Ⅰ 2 3・4

社 会 調 査 実 習 4 3・4 ベンチャービジネス起業論 2 3・4 社 会 調 査 法 Ⅱ 2 3・4

社 会 統 計 学 2 3・4

理工学部

授　業　科　目 単位 配置年次 授　業　科　目 単位 配置年次 授　業　科　目 単位 配置年次

現 代 物 理 学 概 論 2 2・3・4 現 代 化 学 概 論 2 2・3・4 一 般 電 気 工 学 2 2・3・4

社会と経営システム工学 2 2・3・4 計 算 機 概 論 2 2・3・4

社会情報学部（2008年度以降入学者）

授　業　科　目 単位 配置年次 授　業　科　目 単位 配置年次 授　業　科　目 単位 配置年次

知 的 財 産 法 2 3・4 デ リ バ テ ィ ブ ズ 2 3・4 経 済 解 析 Ⅰ 2 3・4

経 済 解 析 Ⅱ 2 3・4 情 報 倫 理 2 3・4 プロジェクトマネジメント 2 3・4

情 報 ア ク セ ス 法 2 3・4 コンピュータグラフィックス 2 3・4 情 報 シ ス テ ム 開 発 2 3・4

ソフトウェア開発・保守 2 3・4

他学部科目一覧表
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